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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は，埋蔵文化財

の調査研究，文化財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施しその

成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第580集として，独立行

政法人都市再生機構千葉地域支社の千原台地区土地区画整理事業に

{半って実施した市原市ナキノ台遺跡(下層)の発掘調査報告書を刊

行する運びとなりました。

この調査では，旧石器時代各時期の石器集中地点が45か所検出さ

れ，この地域における旧石器時代の歴史を知る上で貴重な成果が得

られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成19年10月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長福島義弘



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千原台地区におけるニュータウン建設計画(土

地区画整理事業)に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録したのは，ナキノ台遺跡(遺跡コード219-015)の旧石器時代(下層)の報告である。千

葉県市原市押沼字水堀江592(現ちはら台南4丁目13番地)ほかに所在する。なお，上層については未

刊行である。

3 発掘調査から報告書刊行に至る業務は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け，財団

法人千葉県教育振興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は，第1章第1節に記載した。

5 本書の執筆は上席研究員 蜂屋孝之，田島新が担当した。

6 発掘調査から報告書刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機構

千葉地域支社，市原市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 周辺航空写真は，財団法人日本地図センターによる昭和45年撮影のものを使用した。

8 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/25，000地形図「蘇我J(NI -54-19-15-2) 

第2図 昭和測量工業株式会社・日本測量株式会社調整昭和46年測量

1/1，0∞ 千原台地区現況図 (IX-11・16)
9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。座標値は，日本測地系である。

10 出土遺物写真の縮尺は，単体は1/2，接合は2/3である。

11 石材の色の記載については.小山正忠・竹原秀雄 1999r新版標準土色帖』日本色研事業株式会社の
色名を使用し，色の測定にあたっては，第一合成株式会社の土色計 rSCR-lJを用いた。

12 挿図に使用した記号の用例は，次のとおりである。黒曜石及び頁岩については肉眼観察により，原産

地を細分した。

石器;ナイフ形石器(KN)，台形石器(TP)，槍先形石器(PO)，角錐状石器(KP)，掻器(ES)，削器(SS)， 

模形石器 (PQ)，加工痕ある剥片 (RF)，使用痕ある剥片 (UF)，石刃 (BL)，局部磨製石斧 (HX)， 

敵石 (HS)，剥片 (FL)，砕片 (CH)，石核 (CO)，原石 (SM)，磯 (PE)

石材;黒曜石A (OBA:栃木県・高原山産)，黒曜石B (OBB:信州・和田峠周辺産)，黒曜石C (OBC: 

信州・麦草峠産)，黒曜石G (OBG:不明)，安山岩 (AN)，軟質の安山岩=トロトロ石 (TO)，流

紋岩 (RH)，頁岩A (SHA:硬質轍密で光沢のある東北産頁岩)，頁岩B (SHB:北関東産の頁岩

とくに西荒川産を意識しているが，緑色のものは凝灰岩とした)，頁岩C(SHC:県南嶺岡産の頁岩)， 

頁岩D (SHD:珪化度の高い頁岩で産地不明のものに頁岩E (SHE:上記以外の頁岩)，チャー

ト (CH)，凝灰岩 (TU)，粘板岩 (SL)，砂岩 (SA)，ホルンフェルス (HO)，璃瑞・玉髄 (CC)

喋石材;安山岩 (AN)，軟質の安山岩=トロトロ石 (TO)，流紋岩 (RH)，頁岩 (SH)，チャート (CH)， 

凝灰岩 (TU)，粘板岩 (SL)，砂岩 (SA)，ホルンフェルス (HO)，蛇紋岩 (SP)，花両岩 (GR)
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第1章はじめに

第1節調査の概要

1 発掘調査の経緯

市原市と千葉市にまたがる台地上に，住宅・都市整備公団(現独立行政法人都市再生機構)による千原

台地区土地区画整理事業が計画された。このため，千葉県教育委員会は，事業地内の用地内の埋蔵文化財

の取扱いについて関係諸機関と協議した結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず記録保存の

措置を講ずることとなり，記録保存については，財団法人千葉県教育振興財団が委託を受けて発掘調査を

実施することとなった。

今回報告するナキノ台遺跡の調査は，昭和57年度と昭和58年度に行われた。

本書はナキノ台遺跡から出土した旧石器時代(下層調査)を対象としたもので，発掘調査及び整理事業

に関わる各年度の実施内容・担当者は以下のとおりである。

昭和57年度

組織調査部長白石竹雄，班長三森俊彦

担当者調査研究員 小林清隆・上守秀明

内容下層調査対象面積 21.000 rrl 

昭和58年度

組織調査部長白石竹雄，班長三森俊彦

担当者調査研究員 上守秀明・渡遺修一

内容下層調査対象面積 20.000rrl

平成16年度

組織調査部長矢戸三男，所長谷旬

担当者上席研究員田島新

内 容水洗・注記から素園作成の一部まで

平成17年度

組織調査部長矢戸三男，所長谷旬

担当者上席研究員田島新

内 容素図作成の一部から実測・トレースの一部まで

平成18年度

組織調査研究部長矢戸三男，所長西川博孝

担当者上席研究員蜂屋孝之・田島新

内容実測・トレースの一部から編集まで

平成19年度

組織調査研究部長矢戸三男，所長折原繁

内容報告書刊行

-1-



第l節調査の概要

2 調査の方法

発掘区の設定は，国家座標を基準として40mx40mの大グリッドを設け，この中を4mx4mの小グリ

ッドに分割して行った。また，下層確認調査は，小グリッドをさらに4分割して2mx2mのグリッドを

設定し，調査対象面積の4%を基本として武蔵野ローム層上面まで掘り下げた。

出土遺物は. 4mx 4mの小グリッドごとに1点ずつ取り上げた。

第2節遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地形

ナキノ台遺跡は，ちはら台ニュータウン造成地域の中心からやや東側，市原市ちはら台南4丁目13番地

(旧押沼字水堀江592)ほかに所在し千葉市街地からは東南へ12km.下総台地南部を西に向かつて流れ

る村田川の河口からは7kmほど上流の右岸台地上に位置する。標高は.40m-50mの下総台地上位面である。

2 ナキノ台遺跡と周辺の遺跡(第1図，図版1) 

ナキノ台遺跡からは，旧石器時代から奈良・平安時代にかけての各種遺構が検出された。主な遺構とし

ては，旧石器時代各時期の石器ブロック，古墳時代の集落などである。

旧石器時代については，立川ローム層下部から上部に至る各層から約3.200点の石器・喋が出土しており，

45か所のブロックを確認している。立川ローム層第2黒色帯から石斧12点や多量の焼礁を伴う町層下部の

石器群及び竪穴状遺構が発見されている。

ナキノ台遺跡は，ちはら台地区東部にあたり，村田川に沿って分布する旧石器時代の遺跡としては，草

刈遺跡などとともに最も下流に位置する(第1図1)。ちはら台ニュータウン事業地内において旧石器時

代石器群が出土した遺跡色村田川を遡りながらあげてみると草刈遺跡 (2).草刈六之台遺跡 (3).中

永谷遺跡 (4).川焼台遺跡 (5).鶴牧遺跡 (6).鶴牧古墳群 (7).ばあ山遺跡 (8).野馬堀遺跡 (9) 

が並ぶ。ちはら台地区北東部端には押沼遺跡群 (10-12)がある。

草刈遺跡では，武蔵野ローム層E層から立川ローム層E層にかけて7枚の文化層が確認された。最も古

い第1文化層は，武蔵野ローム層E層から立川ローム層X層最下部にかけて出土した県内最古の石器群で

ある。第2文化層は.X層から出土した石器群で，嶺岡産珪質頁岩の台形石器や模形石器などに石斧が伴

っている。第3文化層は，医層下部から出土した石器群で，嶺岡産珪質頁岩の台形石器に石斧が伴う。第

4文化層は，困層から医層上部にかけて出土した石器群で，最も多くのブロックが検出されている。房総

半島南部産の石材による不定型な剥片石器群を主体としこれに遠隔地石材による石刃石器群が搬入品と

して存在する。この文化層は出土層位の差などから2-3時期に細分される可能性が指摘されている。第

5文化層は，四層上部からVI層にかけて出土した石器群で. 3種類のブロックが存在する。①東北産頁岩

による石刃石器群，②東北産と推定される頁岩と信州産黒曜石による小型の石刃石器群及び不定型な剥片

石器群，③房総半島南部産と推定される石材による不定型な剥片石器群である。これらは，概ね同時期に

帰属すると考えられている。第6文化層はハードローム層最上部からソフトローム層下部にかけて出土し

た石器群で，武蔵野台地における町層下部の石器群に対応するものと考えられている。信州産黒曜石，房

総半島南部産の石材，上総正陵砂磯層の石材などによるナイフ形石器や角錐状石器などの石器類を主体と

するブロックと焼け喋を主体として少量の石器をもっブロックがある。第7文化層はソフトローム層から
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2 ナキノ台遺跡と周辺の遺跡

出土した槍先形石器を指標とする石器群などが出土しており，特異な剥片剥離技術を伴っている。また，

3時期の時間差が想定されている。

草刈六之台遺跡では，立川ローム層X層からE層にかけて7枚の文化層が確認されたが，百層以下の資

料が充実している。とくにX層，医層下部.IX層上部で確認した3枚の文化層からは，それぞれ刃部磨製

石斧を含む石器群が出土している。さらに医層下部では神津島産黒曜石による大型の台形石器，医層上部

では信州産黒曜石を主体とする石刃石器群に刃部磨製石斧とともに石斧用の砥石が伴っており，草刈遺跡

との関係が想定される。

中永谷遺跡では立川ローム層四層とW層下部の資料が中心である。野馬堀遺跡ではX層，町層. III層か

ら剥片類が，ばあ山遺跡ではVI層から剥片，上層遺構等から石刃，信州産と推定される黒曜石による槍先

形石器が出土している。

押沼大六天遺跡では，立川ローム層医層から皿層にかけて，帰属時期不明の文化層を含め. 5枚の文化

層が確認され.IX層下部から医層上部と町層下部で多くのブロックが検出されている。最も古い第1文化

層は，医層下部から上部にかけて出土した石器群で，最も多くのブロックが検出されている。①定型的な

石器が見られない石器群，②小型の台形石器を伴う石器群，③凝灰岩，北関東産頁岩，璃瑠・玉髄，安山

岩などによる刃部磨製石斧を伴う石刃石器群，④嶺岡産頁岩，安山岩，流紋岩，ホルンフェルスなどによ

る台形石器や刃部磨製石斧などを伴う石器群である。この文化層は出土層位の差などから 2~3 時期に細

分される可能性がある。第2文化層はハードローム層最上部を中心として出土した石器群で，武蔵野台地

におけるV層ないし町層下部の石器群に対応するものと考えられる。栃木県高原山産黒曜石，北関東産頁

岩，璃噛・玉髄などによるナイフ形石器などの石器類を主体とするブロックと焼け蝶を主体として少量の

石器をもっブロックがある。第3文化層はソフトローム層から出土した石器群で，武蔵野台地における町

層上部の砂川期の石器群に対応するものと考えられる。嶺岡産頁岩，チャート，凝灰岩，ホルンフェルス

などによる石刃の生産からナイフ形石器を中心とした石器の生産に関係する石器群である。第4文化層は

ソフトローム層から出土した槍先形石器を伴う旧石器時代終末期の石器群である。 2時期に細分される可

能性がある。

また，整理作業が未了のため詳細は不明であるが，押沼遺跡群の中では，押沼大六天遺跡に隣接する押

沼第1遺跡G地点や押沼第2遺跡で印西市木刈峠遺跡1・7.24ユニットや八千代市権現後遺跡第4文化

層などに代表されるVI層石器群，さらに押沼第2遺跡では黒曜石や珪質頁岩による野岳・休場型細石刃核

を指標とする細石刃石器群が出土している。

草刈遺跡の北側では，東南部ニュータウン事業地内を中心に旧石器時代の石器群が確認されている。大

規模な遺跡は少ないが，一地域全体の様子を窺うことのできる貴重な資料である。以下.出土層位ごとに

概観する。

X層の資料は，はっきりしないが，高沢遺跡 (42)ではX層上部から医層下部で模形石器，刃部磨製石

斧に関係すると考えられる剥片を利用した加工痕ある剥片，小型の剥片類による小規模なブロックが検出

されている。石材は半数が良質の黒曜石(信州産か)で，このほか玉髄，凝灰岩，頁岩がある o IX層の資

料は多くの遺跡で出土している。白鳥台遺跡 (19)では安山岩製の模形石器，剥片類に軟質砂岩による石

斧用の砥石が伴っている。城ノ台遺跡 (33)でも安山岩製の模形石器を中心とする石器群が出土している。

鎌取遺跡 (39)では安山岩による台形石器を主体とする石器群と頁岩製の石刃石器群がブロックを違えて
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R]" 

1 ナキノ台遺跡 2 草刈遺跡 3 草刈六之台遺跡 4 中永谷遺跡 5 川焼台遺跡 6 鶴牧遺跡 7 鶴牧古墳群

8 ぱあ山遺跡 9 野馬堀遺跡 10 押沼大六天遺跡 11 押沼第 1遺跡 12 押沼第2遺跡 13 パクチ穴遺跡

14 大膳野南貝塚 15 太田法師遺跡 16 ムコアラク遺跡 17 六通金山遺跡 18 六通神社甫遺跡 19 白鳥台遺跡

20 御塚台遺跡 21 小金沢古墳群 22 小金沢員塚 23 六通貝塚 24 六通遺跡 25 神明社裏遺跡 26 春自作遺跡

27 椎名崎古墳群C支群 28 椎名崎古墳群B支群 29 今台遺跡 30 椎名神社遺跡 31 椎名崎遺跡 32 木戸作遺跡

33 城ノ台遺跡 34 馬ノ口遺跡 35 有吉南貝塚 36 有吉北貝塚 37 有吉城跡 38 有吉南遺跡 39 鎌取遺跡

40 鎌取場台遺跡 41 南二重堀遺跡 42 高沢遺跡 43 有吉遺跡 44 上赤塚遺跡 45 辺国山谷遺跡 46 コロニー内

遺跡 47 大厩遺跡

第1図 ナキノ台遺跡周辺の旧石器時代遺跡 (1: 25.000) 
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2 ナキノ台遺跡と周辺の遺跡

出土している。小金沢貝塚 (22)，馬ノ口遺跡 (34)でも台形石器を含む石器群がある。有吉城跡 (37)

では石斧が数点出土しているが，頻繁な刃部再生の後，模形石器や石核に転用されている。六通金山遺跡

(17)でも刃部磨製石斧が出土している。神明社裏遺跡 (25)では6枚の文化層から37か所のブロックが

検出されているが，出土層準などで重複が見られることから，文化層の再編も示唆されている。第2黒色

帯下半部の上層を中心に出土した石器群が主体である。

町層では，パクチ穴遺跡 (13)で高原山産と考えられる黒曜石や珪質頁岩を中心とする切出形のナイフ

形石器，角錐状石器，掻器の一群があり，類例は鎌取遺跡，小金沢古墳群 (21)，有吉遺跡 (43)などで

も出土している。小金沢古墳群，鎌取場台遺跡 (40)では喋群も見られる。

困層には複数時期の石器群があるが，有吉遺跡(第4次調査)からは，旧石器時代終末期に帰属する細

身の木葉形をした槍先形石器のブロックがある。同時期の資料は小金沢古墳群にもあり，槍先形石器を製

作したブロックとして注目される。ムコアラク遺跡 (16)では，樋状剥離をもっ槍先形石器がある。

細石刃石器群の出土は乏しいが，春日作遺跡 (26)からは県南嶺岡産の珪質頁岩と信州産黒曜石による

細石刃石器群がある。細石刃核は得られていなし、。また，椎名崎古墳群B支群 (28)でも古墳の墳丘下か

ら黒曜石による野岳・休場型細石刃核を指標とする細石刃石器群が出土している。

六通神社南遺跡 (18)では土器出現期に帰属する大型の槍先形石器がまとまっており，石器石材の原産

地推定分析によると奈良県二上山のサヌカイトや岐阜県の下目石が含まれている。また，東南部ニュータ

ウン北東に隣接する辺田山谷遺跡 (45)では，富里市南太溜袋遺跡に代表される狭長な槍先形石器が散見

される。

東南部ニュータウンでは，このほかにも，太田法師遺跡(15)で多数の旧石器時代資料が出土している

が，整理作業が未了のため詳細は不明である。

千原台ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1980 『千原台ニュータウン 1(野馬堀遺跡・ばあ山遺跡・他).1

(財)千葉県文化財センター 1983 『千原台ニュータウンE 草刈遺跡A区(第1次調査) 鶴牧古墳群・人形

塚』

(財)千葉県文化財センター 1986 『千原台ニュータウンE 草刈遺跡 (B区)J

(財)千葉県文化財センター 1991 『千原台ニュータウンW 中永谷遺跡J

(財)千葉県文化財センター 1994 『千原台ニュータウン羽 一草刈六之台遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター 2∞3 『千原台ニュータウン珊 一市原市草刈遺跡(東部地区縄文時代)-.1 
(財)千葉県文化財センター 2∞3 『千原台ニュータウン医 一市原市押沼第1・第2遺跡(上層)一』
(財)千葉県文化財センター 2∞4 『千原台ニュータウンX 一市原市草刈遺跡(東部地区旧石器時代)一』
(財)千葉県文化財センター 2∞5 『千原台ニュータウン潤 一市原市草刈遺跡(西部地区旧石器時代)-J 
(財)千葉県文化財センター 2006 『千原台ニュータウンYN 一市原市押沼大六天遺跡(下層)一』

千葉東南部ニュータウン関連文献

(財)千葉県文化財センター 1979 r千葉東南部ニュータウン6 一椎名崎遺跡一』
(財)千葉県文化財センター 1979 r千葉東南部ニュータウン7 一木戸作遺跡(第2次)一』
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(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター

(財)千葉県文化財センター

南遺跡-.1

1979 

1980 

1982 

1981 

1983 

1983 

『千葉東南部ニュータウン8 ームコアラク遺跡・小金沢古墳群-.1

『千葉東南部ニュータウン 9 一六通遺跡・御塚台遺跡-.1

『千葉東南部ニュータウン10 一小金沢貝塚-.1

『千葉東南部ニュータウン11 一六通金山遺跡一』

『千葉東南部ニュータウン12 南二重堀遺跡 』

『千葉東南部ニュータウン14 ーパクチ穴遺跡・有吉遺跡(第3次)・有吉

(財)千葉県文化財センター 1984 r千葉東南部ニュータウン15 馬ノ口遺跡・有吉城跡・白鳥台遺跡一』
(財)千葉県文化財センター 1990 r千葉東南部ニュータウン17 一高沢遺跡 』
(財)千葉県文化財センター 1993 r千葉東南部ニュータウン18 -鎌取遺跡-.1
(財)千葉県文化財センター 1998 r千葉東南部ニュータウン19 一千葉市有吉北貝塚1-.1 
(財)千葉県文化財センター 1999 r千葉東南部ニュータウン21 一有吉遺跡(第4次)・高沢古墳群-.1
(財)千葉県文化財センター 1999 r千葉東南部ニュータウン22 一鎌取場台 』
(財)千葉県文化財センター 2003 r千葉東南部ニュータウン26 一千葉市椎名神社遺跡・古城小弓遺跡・六
通神社南遺跡、・御塚台遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター 2003 r千葉東南部ニュータウン27 一千葉市春日作遺跡-.1
(財)千葉県文化財センター 2004 r千葉東南部ニュータウン29 千葉市パクチ穴遺跡・大膳野南貝塚・有
古城跡2 (旧石器時代)一』

(財)千葉県文化財センター 2005 r千葉東南部ニュータウン32 千葉市小金沢古墳群2-.1 
(財)千葉県文化財センター 2006 r千葉東南部ニュータウン34 一千葉市城ノ台遺跡-.1
(財)千葉県文化財センター 2006 r千葉東南部ニュータウン35 一千葉市椎名崎古墳群B支群 』
(財)千葉県文化財センター 2006 r千葉東南部ニュータウン36 一千葉市神明社裏遺跡 1 (旧石器時代)-.1 

第3節基本土層

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は，下総台地で広く観察される基本層序と共通する。千葉市か

ら市原市にかけての東京湾岸地域では不明瞭なことが多い第2黒色帯下部中の間層(医b層)が確認され

ており，当地域の中では比較的良好な堆積状況を示している。立川ローム層の厚さは，薄いところで;l.lm.

南側の厚いところで1.6mあり，概ね1.2mで、ある。

E層:軟質ロームで，厚さは30cm-60cmで、ある。

町層:硬質ロームである。武蔵野台地の町層上部に相当する層は軟質化してE層に取り込まれており，本

層は武蔵野台地町層下部に対応すると考えられる。厚さは 5cm-20cmで、ある。

V層:硬質ロームで，第 1黒色帯に相当する。厚さは 5cm~20cmほどである。

VI層:明褐色~黄褐色の硬質ロームで，黒色粒と火山ガラスによって構成されるAT (姶良丹沢火山層)

のブロックがまとまっている。厚さは 5cm-25cmで、ある。

VII層:硬質ロームで，第2黒色帯上半部に相当する。 ATが細かく拡散しており，あまり暗い色調ではな

い。厚さはlOcm-35cmで、ある。

医層:硬質ロームで，第2黒色帯下半部である。調査当時は単一の士層として認識されていたり，四a層(現
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第3節基本土層

在の四層下部とIXa層)，四b層(現在の医b層)，四c層(現在のIXc層)に区分されたりしている。整

理作業の中で細分可能な場合は，以下のとおりとした。

医a層:褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の上層にあたる。厚さは15cm-30cmである。

IXb層:褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部中の間層である。安定した土層ではないが，一部の調

査区で確認できた。厚さは5cm-lOcmである。

IXc層:暗褐色の硬質ローム層で，第2黒色帯下半部の下層にあたる。厚さは20cm-30cmである。

X層:明褐色~暗黄褐色の硬質ローム層である。厚さは15cm-50cmで、ある。さらに2枚に分層される地点

もあるo

E層:青褐色~暗灰褐色の硬質ローム層で， x層との境界は波状をなし，不整合になっており，やや軟質

である。武蔵野ローム層最上部と考えられる。厚さは15cm-20cmで、ある。
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第2章旧石器時代

第1節調査成果の概要

ナキノ台遺跡では，旧石器時代(下層)調査を昭和57年度と昭和58年度に実施した。調査区の位置は，

押沼遺跡群の西端にあたり，西側と南側は，千葉市と市原市とを画する茂呂谷津に面している。

昭和57年度については.21，000rrlを調査対象として. 4%を基本に確認調査を行い，その結果に基づい

て7.314rrlの本調査を行った。

昭和58年度については.20.000rrlを調査対象として. 4%を基本に確認調査を行い，その結果に基づい

て2.608rrlの本調査を行った。

調査の結果，ブロック45か所と単独出土地点14か所，竪穴状遺構1基，焼土遺構1基，土坑1基，炭化

物集中地点6か所を検出した(第2.3図)。本遺跡における45か所のプロックは以下のとおり，調査時

の所見なども勘案して. 4枚の文化層に区分した。

第1文化層は，立川ローム層第2黒色帯(四層~医層)を中心に包含される石器群で，石器476点礁

20点が12か所のプロック (CI-A・B.DI-A， C2-A・B，G4-A， C7-A， B9-A， C9-A， DI0-A. 

CI0-A， E9-Cブロック)と7か所の単独出土地点から出土した。本文化層は，出土層位に幅があり，石

器群の内容も一様ではないことから， 2-3時期に細分される可能性もある。また， E4-04・05グリッド

では焼土遺構が検出されている。さらに， C9-48グリッドでは土坑が検出されており，後述する炭化物集

中地点のC-lと重複している。他に，炭化物集中地点 (C-I-C-6)が6か所検出されている。

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層 (VI層下部~四層)を中心に包含される石器群で，石器

42点が4か所のブロック (E4-A'B， B9-C， DI0-Bブロック)から出土した。武蔵野台地の日層の石

器群に相当すると考えられる。

第3文化層は，立川ローム層のハードローム層 (V層下部)を中心に包含される石器群で，石器9点，

磯1点が2か所のブロック (C8-A.B9-Bプロック)と 3か所の単独出土地点から出土した。前後する

文化層に比べ，出土地点・出土層位に多少違いがあることや調査時の所見なども勘案して，設定したもの

である。武蔵野台地のV層下部の石器群に相当すると思われるが，層位的・資料的制約などから，その内

容は明確ではなく，第4文化層に帰属する可能性もある。

第4文化層は.立川ローム層のソフトローム層 (m層下部)からハードローム層最上部(町・ V層)に

かけて包含される石器群で，石器463点喋2，146点が27か所のブロック (CI-C-F，DI-B. C2-C・D，

D2-A-C， E6-A， D7-A， E7-A-C， E8-A-H， E9-A' B， D9-A' Bブロック)と4か所の単独

出土地点から出土した。他に，竪穴状遺構が検出されている。武蔵野台地の町層下部ないしV層の石器群

に相当すると考えられる。

この他， Clグリッドの表採を除く. 3か所の単独出土地点から石器4点，喋1点が出土しているが，

出土層準が不明なため，帰属文化層を決定することができなかった。

また，旧石器時代終末期と考えられる尖頭器が2点出土している。

-9-
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1 C l-Aブロック

第2節第1文化層

第1文化層は，立川ローム層第2黒色帯(四~医層)を中心に包含されている石器群である。 CI-A・B.

DI-A. C2-A. B. G4-A. C7-A. B9-A. C9-A. DI0-A. CI0-A. E9-Cプロックの12か所が該当

する。

なお，出土層位や石器群の内容等が一様ではないことから. 2-3時期に細分される可能性もあるが，

CI-A. DI-Aプロックにはブロック聞に接合関係，これら及びCI-B.C2-Aブロックにはブロック聞に

母岩の共有関係があることから同時期と考えられる。他に，単独出土地点7か所，焼土遺構1基，土坑1

基，炭化物集中地点6か所を検出した。

1 CI-Aプロック(第4-24図，第1-3表，カラー図版1-3・11，図版2)

1 )プロックの概要

CI-Aブロックは，調査範囲北側のCI-27・28・34-39・44-49・54-59・65-69・78・79.DI-30・

40・50・60・70グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)

までの距離は20mである。

プロックの規模と形状は，長軸27m.短軸21mの範囲に286点の石器・喋が分布する。出土層位は，困

層からX層にかけて.110cmほどの高低差をもっているが，中心は医層で.50cmほどの高低差をもって包

含されている(第4-12図)。

ブロックは，ナイフ形石器6点台形石器4点，掻器1点，削器3点，模形石器6点 (5個体).加工

痕ある剥片14点(13個体).使用痕ある剥片35点(31個体).石刃8点，局部磨製石斧8点，剥片156点(154

個体).砕片13点，石核17点，原石1点の合計272点 (264個体)と喋14点で構成される。石器石材は，黒

曜石A7点 (6個体).黒曜石G4点 (2個体).安山岩28点，軟質の安山岩27点，流紋岩3点，頁岩B21

点，頁岩C88点 (87個体).頁岩D11点，頁岩E8点，チャート29点 (27個体).凝灰岩11点，砂岩6点，

ホルンフェルス18点(17個体).璃瑠・玉髄11点(10個体)である。喋石材は，安山岩3点 (2母岩;4.4g). 

チャート 2点 (2母岩;30.0 g).凝灰岩3点 (3母岩;174.4 g).砂岩4点 (3母岩;57.9 g). ホルン

フェルス 1点(1母岩;120.9 g).蛇紋岩1点(1母岩;112.8 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは140母岩を識別した。内訳は，黒曜石A5母岩 (CI-I-3・151.Dl-l).黒曜石Gl

母岩 (Cl-4).安山岩11母岩 (CI-5-15).軟質の安山岩8母岩 (CI-16-23).流紋岩3母岩 (CI-25

-27).頁岩B16母岩 (CI-28-43).頁岩C40母岩 (CI-44-83).頁岩DI0母岩 (CI-84-92・150).頁

岩E7母岩 (CI-93-99).チャート15母岩 (CI-I00-111・113-115).凝灰岩7母岩 (CI-116-122).

砂岩6母岩 (CI-123-128).ホルンフェルス5母岩 (CI-129・131・132・134・135).璃瑞・玉髄6母岩

(CI-137-142)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は97%(264/272点)である。

. Cl-l :漆黒色不透明の黒曜石である。 φ2mmほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点砕片1点の合計2点 (44.7g)である。接合資料は，使用痕

ある剥片1点，砕片1点の合計2点 (44.7g )である。

. Cl-2 :自然面は紙ヤスリ状で褐灰色 (10YR6/1). 内部は黒色不透明の黒曜石である。ゆ 1阻ほどの

黄灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。本ブロックでは剥片1点 (20.0g)の単独資料で

あるが，その他に同一母岩がDI-Aブロックに1点ある。

-11-



第2節第1文化層

. CI-3 :黒色不透明の黒曜石である。黄灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。使用痕あ

る剥片1点 (10.5g)の単独資料である。

• Cl-4 :内部は黒色と灰色が縞状に入札節理は灰色 (10Y5/1)の黒曜石である。産地は不明である。

石器群の内訳は，使用痕ある剥片3点(l個体)，剥片1点の合計4点 (2個体;15.9 g)である。接合

資料は，使用痕ある剥片3点(1個体;15.2 g)である。

• Cl-5 :内部はオリーブ灰色 (5GY6/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，

剥片10点，砕片2点の合計12点 (98.9g)である。接合資料は，剥片2点 (31.0g)である。

• CI-6 :自然面は爪形の裂痕が密でにぶい黄色 (2.5Y6/3)， 内部は灰色 (5Y6/1)，新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片3点 (13.1g)である。

. CI-7 :内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)・灰色 (5Y5/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。

石器群の内訳は，剥片3点，砕片1点の合計4点 (19.1g)である。

• Cl-8 :灰色 (5Y5/1)の安山岩である。使用痕ある剥片1点 (6.5g)の単独資料である。

• CI-9 :内部は黄灰色(2.5Y5/l)，新鮮な面は暗灰色(N3/0)の安山岩である。使用痕ある剥片1点(16.6

g)の単独資料である。

• CI-10 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)の安山岩である。使用痕ある剥片1

点(12.9g)の単独資料である。

• Cl-11 :灰オリーブ色 (5Y6/2)の安山岩である。加工痕ある剥片1点 (4.7g )の単独資料である。

• CI-12 :自然面は爪形の裂痕が密で，自然面及び内部は灰オリーブ色(5Y6/2)，新鮮な面は暗灰色(N3/0)

の安山岩である。石核1点 (22.7g)の単独資料である。

• CI-13 :自然面は爪形の裂痕が密で黄灰色 (2.5Y6/l)，内部は黄灰色 (5Y5/1)の安山岩である。剥片

1点 (40.5g )の単独資料である。

• CI-14 :自然面は爪形の裂痕が密で黄褐色 (2.5Y5/3)，内部は暗灰黄色 (5Y5/2)の安山岩である。剥

片1点(1.2g )の単独資料である。

• CI-15 :自然面は浅いクレーター状で，自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石核1点 (51.3g )の単独資料である。

• CI-16 :自然面は平滑で、オリーブ黄色 (5Y6/3)・にぶい黄色 (2.5Y6/4)，内部は灰色 (7.5Y6/1)，新鮮

な面は灰色 (N5/0)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片8点，石核1点の合計9点 (104.8g) 

である。接合資料は，剥片2点，石核1点の合計3点 (81.6g )である。その他に同一母岩がDI-Aブロ

ックに 1)点ある。

. CI-17 :自然面は平滑で灰白色 (7.5Y7/l)，内部は灰白色 (7.5Y7/l)の地に灰白色 (5Y8/l)が部分的

に混じり，新鮮な面は灰色 (7.5Y5/1)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，加

工痕ある剥片1点，石刃2点，剥片3点の合計7点 (67.6g )である。接合資料は，ナイフ形石器1点，

加工痕ある剥片1点，石刃 1点の合計3点 (33.6g)である。

. CI-18 :自然面は平滑で暗灰黄色 (2.5Y5/2)，灰オリーブ色 (5Y6/2)，内部は灰白色 (5Y7/1)，新鮮

な面は灰色 (5Y5/l)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片5点 (48.8g)である。接合資料は，

剥片2点 (4.1g)である。

. CI-19 :自然面は平滑で、黄褐色 (2.5Y5/3)，内部は灰白色 (N8/0)，新鮮な面は灰色 (N6/0)の軟質の
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第2節第1文化層

安山岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (20.2g)である。

• Cl-20 :自然面は平滑で淡黄色 (2.5Y8/4).内部は淡黄色 (2.5Y8/4)・灰白色 (lOY7/1).新鮮な面は

灰色 (7.5Y5/l)の軟質な安山岩である。剥片1点 (20.4g)の単独資料である。

. C1-21 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3). 内部は灰白色(lOY7/l).新鮮な面は灰色 (N6/0)

の軟質な安山岩である。剥片1点 (3.1g)の単独資料である。

• Cl-22 :自然面は平滑で、浅黄色 (2.5Y7/3). 内部は灰白色 (10Y7/1).新鮮な面は灰色 (N6/0)の軟質

な安山岩である。剥片1点 (8.1g)の単独資料である。

. Cl-23 :自然面は平滑で灰白色(5Y7/2)の地に暗灰黄色(2.5Y5/2)の点紋が入り，内部は灰白色(7.5Y7/1).

新鮮な面は灰色 (7.5Y5/l)の軟質な安山岩である。石核1点 (107.1g)の単独資料である。

. Cl-25 :内部は淡黄色 (5Y8/3)・明黄褐色 (lOYR6/6)・灰白色 (7.5Y8/2). 新鮮な面は灰白色 (7.5Y8/2)

で石英の結晶が入る流紋岩である。石刃 1点 (51.4g)の単独資料である。

• Cl-26 :自然面は平滑で、にぶい黄樫色 (10YR6/4). 内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)・灰色 (7.5Y4/l)

で石英の結晶が入る流紋岩である。使用痕ある剥片1点 (4.5g)の単独資料である。

. Cl-27 :灰白色 (2.5Y7/l)・灰白色 (5Y8/2)の地に黒褐色 (lOYR2/2)が混じる流紋岩である。石刃

1点 (20.1g)の単独資料である。

• Cl-28 :自然面は平滑で暗赤灰色 (2.5YR3/l)• 内部は黒褐色 (7.5YR3/2) ・暗灰色 (N3/0).節理は暗

赤灰色(2.5YR3/l)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，剥片1点の合計2点(21.7

g)である。

. Cl-29 :灰オリーブ色 (5Y6/2)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，模形石器1点，使用痕ある

剥片1点の合計2点 (23.9g)である。

.Cト30:自然面は爪形の浅い裂痕が密でにぶい黄褐色 (10YR4/3). 内部は浅黄色 (5Y7/3)・オリーブ

黄色 (5Y6/3)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，剥片2点の合計3点 (17.6

g)である。

. Cl-31 :オリーブ黒色 (7.5Y3/l)の北関東産頁岩である。剥片1点(1.6g )の単独資料である。

• Cl-32 :内部は黒褐色 (10YR3/2). 新鮮な面は灰黄褐色 (lOYR4/2)の北関東産頁岩である。ナイフ

形石器l点 (2.0g)の単独資料である。

• Cl-33 :内部は浅黄色 (2.5Y7/3). 新鮮な面は灰黄色 (2.5Y6/2)の北関東産頁岩である。ナイフ形石

器1点 (2.8g)の単独資料である。

. Cl-34 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰黄褐色 (lOYR4/2)の北関東産頁岩である。使用痕ある

剥片 1点 (10.1g)の単独資料である。

. Cl-35 :にぶい黄色 (2.5Y6/3)の北関東産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (2.0g)の単独資料である 0

・CI-36:自然面は平滑でにぶい黄褐色 (lOYR4/3). 内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の北関東産頁岩である。

使用痕ある剥片1点 (4.9g)の単独資料である。

. CI-37 :自然面は平滑で、にぶい黄褐色 (10YR5/4). 内部は明黄褐色 (lOYR6/6).にぶい黄色 (2.5Y6/4)

の北関東産頁岩である。使用痕ある剥片 1点 (0.8g)の単独資料である。

• Cl-38 :内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4). 新鮮な面は灰白色 (2.5Y7/1)の北関東産頁岩である。石核1

点 (14.7g)の単独資料である。

- 22-
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. CI-39 :自然面は平滑で、黄褐色 (2.5Y5/4)，内部はオリーブ黄色 (5Y6/3)の北関東産頁岩である。石

器群の内訳は，剥片2点 (10.6g)である。

. CI-40 :自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/3)，内部は黒褐色 (10YR312)の北関東産頁岩である。

剥片1点 (5.3g)の単独資料である。

. CI-41 :自然面は平滑で， 自然面及び内部はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)の北関東産頁岩である。剥片1

点 (2.8g)の単独資料である。

. CI-42 :灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の北関東産頁岩である。剥片1点 (0.8g)の単独資料である。

• CI-43 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (lOYR5/4)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)，節理はにぶい黄樫

色 (10YR6/4)の北関東産頁岩である。剥片 1点(1.5g )の単独資料である。

• CI-44 :自然面は比較的平滑で黒褐色 (lOYR3/2)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)・灰色 (7.5Y4/1)，

節理は黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点，石核1点の合計3点(36.9g) 

である。接合資料は，剥片2点，石核1点の合計3点 (36.9g)である。

• CI-45 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・灰オリー

ブ色 (5Y5/2)・暗灰黄色 (2.5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点，石核

1点の合計3点 (102.7g)である。接合資料は，加工痕ある剥片2点 (50.1g )である。

• CI-46 :自然面は平滑で灰黄褐色 (10YR4/2)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に灰黄色 (5Y7/2)・暗

灰黄色 (N3/0)が混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，剥片1点の合計2

点 (20.9g)である。接合資料は，使用痕ある剥片 1点，剥片1点の合計2点 (20.9g)である。

. CI-47 :自然面は比較的平滑で、にぶい黄褐色 (lOYR4/3)，内部は灰色 (7.5Y4/1)，節理はにぶい黄褐

色(10YR4/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片2点の合計3点(16.6g) 

である。接合資料は，加工痕ある剥片1点，剥片2点の合計3点 (16.6g)である。

• CI-48 :灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点(1個体;

6.4 g)である。接合資料は，加工痕ある剥片2点(1個体;6.4 g)である。

. CI-49 :灰オリーブ色 (5Y6/2)・灰オリーブ色 (5Y412)の地に赤褐色 (2.5YR4/6)が部分的に混じる

嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，剥片2点の合計3点 (18.3g )である。接合

資料は，剥片2点 (15.8g)である。

. CI-50 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色(10YR5/4)，内部は灰オリープ色(5Y612)・灰黄色(2.5Y7/2)

の地に灰色 (5Y4/1)・灰白色 (5Y7/1)が部分的に混じる資料，自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)， 

内部は浅黄色 (2.5Y7/3)・黄灰色 (2.5Y5/1)・灰白色 (2.5Y812)の資料など母岩内での変異がある嶺岡

産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片1点，剥片9点，砕片 1点の合計

13点 (86.3g)である。

• CI-51 :内部は灰色 (5Y5/1)・灰オリーブ色 (5Y512)・灰色 (5Y4/1)，節理は褐色 (lOYR4/6)の嶺

岡産頁岩である。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片1点，剥片2点の合計4点(29.6g) 

である。

. CI-52 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)， 内部は灰色 (7.5Y5/1)，節理は灰褐色

(7.5YR4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片7点 (48.0g )である。

• CI-53 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (lOYR5/4)，内部はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)・灰オリー
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第2節第1文化層

ブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，石刃2点，剥片1点の合計3点 (39.2g)である 0

・Cl-54:灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，剥片1

点の合計2点(11.3g )である。その他に同一母岩がD1-Aブロックに 1点ある。

• Cl-55 :内部は灰オリーブ色(5Y5/2)，節理は黄褐色(2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，

剥片3点 (20.2g)である。

.Cト56:灰色 (7.5Y4/l)の地に灰オリーブ色 (7.5Y6/2)・オリーブ黒色 (7.5Y3/l)が混じる嶺岡産頁

岩である。石器群の内訳は，石刃 1点，剥片2点の合計3点 (17.0g)である。

. Cl-57 :内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/6)の嶺岡産頁岩である。石器群の

内訳は，台形石器1点，剥片1点，砕片1点の合計3点 (15.1g)である。

• Cl-58 :暗灰黄色 (2.5Y4/2)・オリーブ褐色 (2.5Y4/4)の嶺岡産頁岩である。台形石器1点 (5.8g ) 

の単独資料である。

. Cl-59 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)・灰オリーブ色 (7.5Y4/2)，新鮮な面は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)

の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (12.1g)の単独資料である。

• Cl-60 :内部及び新鮮な面は灰オリーブ色 (5Y4/2)，節理は褐色 (7.5YR4/6) の嶺岡産頁岩である。

使用痕ある剥片 1点 (7.1g)の単独資料である。

. Cl-61 :灰オリーブ色 (5Y5/2)・灰色 (5Y4/l)の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (12.9g ) 

の単独資料である。

• Cl-62 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)，内部は黒褐色 (lOYR3/1)・オリーブ黄色 (5Y6/3)

の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (14.3g )の単独資料である。

. Cl-63 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)・褐色 (7.5YR4/3)，内部は灰色 (5Y5/1)・

灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (17.1g)の単独資料である。

• Cl-64 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (lOYR5/4)，内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。剥

片1点 (7.4g)の単独資料である。

• Cl-65 :灰オリーブ色 (5Y4/2)・褐色 (lOYR4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (10.4g)の単独資

料である。

• Cl-66 :自然面は比較的平滑で、にぶい黄褐色 (10YR5/4)，内部は黄灰色 (2.5Y4/1)の嶺岡産頁岩である。

剥片1点 (22.0g)の単独資料である。

• Cl-67 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部は灰オリープ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩

である。剥片1点 (21.7g )の単独資料である。

• Cl-68 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩

である。剥片1点 (8.6g)の単独資料である。

. Cl-69 :自然面は比較的平滑で，自然面・内部・節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/3)の嶺岡産頁岩である。

剥片1点 (5.1g)の単独資料である。

. Cl-70 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (5.2g)の単独資料である。

. Cl-71 :自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1)・黄灰色 (2.5Y4/l)，節理

は褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。剥片1点(12.3g)の単独資料である。

. Cl-72 :自然面は爪形の裂痕が密で，自然面及び節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)，内部は灰オリーブ
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色 (5Y512)の嶺岡産頁岩である。剥片1点(13.5g )の単独資料である。

• CI-73 :自然面は平滑で灰黄褐色 (10YR4/2)，内部は暗灰黄褐色 (2.5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石

器群の内訳は，剥片2点 (5.8g)である。

. CI-74 :自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4). 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。

剥片1点 (7.5g)の単独資料である。

. CI-75 :自然面は爪形の裂痕が粗で，自然面及び内部はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の嶺岡産頁岩である。

剥片1点 (54.6g)の単独資料である。

• CI-76 :自然面は比較的平滑で暗褐色 (10YR3/3). 内部は灰オリープ色 (7.5Y5/2). 節理はにぶい赤

褐色 (2.5YR4/4)の嶺岡産頁岩である。石核1点 (58.1g)の単独資料である。

. Cl-77 :自然面は平滑で、にぶい黄褐色 (lOYR5/4). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。

石核1点 (15.6g)の単独資料である。

. CI-78 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2).節理はにぶい黄櫨

色 (10YR6/4)・灰赤色 (2.5YR4/2)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (43.5g )の単独資料である。

• CI-79 :自然面は平滑で、にぶい黄褐色 (lOYR5/4). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。

石核1点 (28.8g)の単独資料である。

• CI-80 :自然面は平滑で、オリーブ褐色(2.5Y4/3). 内部は灰色(5Y4/1). 節理はオリーブ褐色(2.5Y4/3)

の嶺岡産頁岩である。石核1点 (13.5g )の単独資料である。

• CI-81 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3). 内部は黄灰色 (2.5Y4/1)の嶺岡産頁岩である。

模形石器1点 (6.5g)の単独資料である。

. CI-82 :自然面は平滑でにぶい赤褐色 (5YR4/3). 内部は黄灰色 (2.5Y4/1)の嶺岡産頁岩である。石

核1点 (13.4g )の単独資料である。

• CI-83 :自然面は比較的平滑で褐色 (7.5YR4/4). 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に黒褐色 (2.5Y3/1)

の筋が入る嶺岡産頁岩である。石核1点 (8.0g )の単独資料である。

• CI-84 :オリーブ灰色 (2.5GY6/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片 1点 (7.9g)の単独資料である。

• CI-85 :自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3). 内部は灰白色 (2.5Y7/1)・灰オリーブ色 (5Y6/2). 節

理はにぶい黄色 (2.5Y6/3).新鮮な面は灰色 (5Y6/1)の硬質轍密な頁岩である。使用痕ある剥片 1点(14.1

g)の単独資料である。

• CI-86 :灰色 (5Y4/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点 (2.4g )の単独資料である。

• CI-87 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の硬質轍密な頁岩である。使用痕ある剥片 1点 (4.8g)の単独資料で

ある。

. CI-88 :内部及び新鮮な面は灰黄色 (2.5Y7/2)の硬質轍密な頁岩である。使用痕ある剥片1点 (6.8g) 

の単独資料である。

. CI-89 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)・灰色 (7.5Y6/1)の地に灰黄褐色 (lOYR5/2)の筋が入札

節理はにぶい樟色 (7.5YR7/4)の硬質轍密な頁岩である。使用痕ある剥片1点(27.7g )の単独資料である0

・CI-90:内部は黄灰色 (2.5Y6/1).節理は明黄褐色 (10YR6/6)の硬質轍密な頁岩である。剥片 1点 (3.7

g)の単独資料である。

• CI-91 :自然面は平滑で、にぶい黄櫨色(10YR6/3).内部は黒褐色(7.5YR212).節理は淡黄色(2.5Y8/4)・

- 25-



第2節第1文化層

明黄褐色 (lOYR6/6)の硬質轍密な頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (23.7g)である。

. Cl-92 :自然面は平滑で、にぶい赤褐色 (5YR4/3)，内部は暗灰黄色 (2.5Y512)の硬質轍密な頁岩である。

剥片1点 (8.3g)の単独資料である。

. Cl-93 :自然面は平滑で褐灰色 (10YR4/l)，内部は灰色 (7.5Y6/l)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁

岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (11.9g )である。接合資料は，剥片2点 (11.9g )である。

• Cl-94 :自然面は平滑で，自然面及び内部は浅黄色 (5Y7/3)，新鮮な面は灰色 (N4/0)の頁岩である。

削器1点 (28.6g)の単独資料である。

• Cl-95 :内部は灰色 (7.5Y6/l)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石刃 1点 (8.7g )の単独

資料である。部分的にCl-93に似た部位もあることから，あるいは同一母岩の可能性がある。

. Cl-96 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片1点 (13.6g) 

の単独資料である。

• Cl-97 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部はオリーブ灰色(2.5GY6/l)，節理は黄褐色(2.5Y5/3)，

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片1点 (33.4g)の単独資料である。

. Cl-98 :自然面は平滑で褐色 (7.5YR4/3)，内部は浅黄色 (2.5Y7/3)の頁岩である。剥片1点 (39.3g) 

の単独資料である。

• Cl-99 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (3.3g) 

の単独資料である。

• C1-100 :自然面は比較的平滑でにぶい褐色 (7.5YR5/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・灰色 (N4/0)・

暗灰色 (N3/0)・オリーブ灰色 (2.5GY5/l)，節理は灰オリーブ色 (5Y4/2)のチャートである。石器群

の内訳は，模形石器2点(l個体)，剥片3点 (2個体)の合計5点 (3個体;54.2 g)である。接合資

料は， 2グループあり， Aは模形石器2点(l個体;32.3 g)， Bは剥片2点(l個体;17.1 g)である 0

・C1-101:内部はオリーブ灰色 (5GY5/l)・暗灰黄色 (2.5Y5/2)，節理は浅黄色 (2.5Y7/3)のチャート

である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，使用痕ある剥片1点，剥片2点の合計4点 (55.4g)で

ある。

• C1-102 :自然面は敵打痕状の裂痕が密で淡黄色 (2.5Y8/3) 内部は緑灰色 (7.5GY5/l)・緑黒色

(7.5GY2/1)・暗オリーブ色 (5Y4/3)が縞状に入るチャートである。石器群の内訳は，台形石器2点，

剥片1点の合計3点 (53.5g )である。

• C1-103 :内部はオリーブ灰色 (5GY5/l)・灰色 (N4/0)の地に黒色の筋が入札節理は灰色 (5Y4/l)

のチャートである。本ブロックでは削器1点 (17.7g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がC1-B

ブロックに 1点ある。

• C1-104 :オリーブ灰色 (5GY5/l)・灰色 (N4/0)の地に黒色の筋が入札節理が黒色 (N2/0)のチャ

ートである。部分的にC1-103に似た部位もあることから，あるいは同一母岩の可能性がある。石器群の

内訳は，削器1点，使用痕ある剥片1点の合計2点 (73.9g)である。

• C1-105 :自然面は平滑で、暗灰色 (N3/0)，内部は暗灰色 (N3/0)の地にオリーブ灰色 (5GY5/1)が部

分的に混じり，節理は明黄褐色 (lOYR7/6)のチャートである。石器群の内訳は，剥片1点，石核1点の

合計2点 (31.9g )である。

. C1-106 :自然面は爪形の裂痕が密で灰褐色 (5YR4/2)，内部は灰褐色 (5YR4/2)の地に灰オリーブ色
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(7.5Y6/2)が部分的に混じるチャートである。石器群の内訳は，模形石器1点，剥片3点の合計4点(44.5

g)である。

. CI-I07 :オリーブ灰色 (5GY5/l)の地に黒色の筋が網目状に入るチャートである。掻器1点 (15.lg) 

の単独資料である。

• CI-I08 :自然面は敵打痕状の裂痕が粗で黄褐色 (2.5Y5/3). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)の地に暗オ

リーブ灰色 (2.5GY3/l)の筋が入札節理はオリーブ灰色 (2.5GY6/l)のチャートである。剥片1点 (18.l

g)の単独資料である。

'CI-I09:自然面は爪形の浅い裂痕が密で暗灰黄色 (2.5Y4/2). 内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/l)• 節理

はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)のチャートである。剥片1点 (6.8g)の単独資料である。

. CI-110 :灰色 (5Y5/l)・灰白色 (5Y7/1)・にぶい黄褐色 (10YR5/4)のチャートである。剥片1点 (4.8

g)の単独資料である。

• Cl-l11 :暗オリーブ灰色 (5GY4/l)の地に黒色の筋が入るチャートである。剥片1点 (3.0g )の単独

資料である。

• CI-113 :自然面は爪形の浅い裂痕が密で灰オリーブ色 (7.5Y4/2).内部は暗オリーブ灰色 (5GY4/1)

のチャートである。剥片1点 (5.8g)の単独資料である。

• CI-114 :自然面は比較的平滑で、灰オリーブ色 (5Y5/3).内部は灰色 (5Y5/l)・黄褐色 (2.5Y5/4)の

チャートである。石核1点 (29.8g)の単独資料である。

. CI-115 :自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y4/1). 内部は暗灰色 (N3/0)の地に黒色の筋が網目状に入

るチャートである。石核1点 (8.lg)の単独資料である。

• CI-116 :オリーブ灰色 (5GY6/l)で珪化度の高い凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点 (13.2g )の単

独資料である。

. CI-117 :自然面は平滑で、，自然面及び内部はオリーブ灰色 (5GY5/l)の凝灰岩である。局部磨製石斧

1点 (170.5g)の単独資料である。

• CI-118 :内部は灰オリーブ色(7.5Y6/2).新鮮な面は暗灰色(N3/0)の凝灰岩である。石器群の内訳は，

剥片3点 (5.8g)である。

• CI-119 :灰色 (7.5Y6/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (4.4g)である。

. CI-120 :自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4). 内部は浅黄色 (2.5Y7/3)の凝灰岩である。石

器群の内訳は，剥片1点，砕片1点の合計2点(1.0g )である。

. CI-121 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は緑灰色 (7.5GY5/1)の凝灰岩である。剥片 1点 (0.6

g)の単独資料である。

. CI-122 :自然面は平滑で明オリーブ灰色 (5GY7/l). 内部はオリーブ灰色 (2.5GY6/l)で珪化度の高

い凝灰岩である。砕片 1点 (0.4g)の単独資料である。

. Cl-123 :自然面は平滑で、緑灰色 (7.5GY6/l)・オリーブ灰色 (2.5GY6/1).内部は緑灰色 (7.5GY6/1)・

オリーブ灰色 (2.5GY6/1)の地に暗灰色 (N3/0)の筋が網目状に入る砂岩であるが，凝灰岩の可能性も

ある。局部磨製石斧1点 (173.9g)の単独資料である。

. CI-124 :自然面は平滑で、緑灰色 (7.5GY5/l)• 内部は灰色 (7.5Y6/l) • 新鮮な面は暗灰色 (N3/0) の

砂岩であるが，凝灰岩の可能性もある。局部磨製石斧1点 (166.4g)の単独資料である。
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. CI-125 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は緑灰色 (7.5GY6/1).節理は黒褐色 (lOYR3/2)の砂岩と

したが，凝灰岩の可能性が極めて高い。局部磨製石斧1点 (98.0g)の単独資料である。

• CI-126 :オリーブ灰色 (2.5GY6/l)の砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。剥片 1点 (7.5g) 

の単独資料である。

• CI-127 :自然面は平滑で，自然面及び内部はオリーブ灰色 (5GY5/1). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。局部磨製石斧1点 (0.7g)の単独資料である。

. C1-128 :自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4). 内部は灰白色 (7.5Y7/l)・灰色 (7.5Y5/1). 節理は

にぶい黄色 (2.5Y6/4).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の砂岩である。剥片 1点 (51.7g)の単独資料である 0

・C1-129:自然面は比較的平滑で 自然面及び内部は灰色 (7.5Y5/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホ

ルンフェルスである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片3点局部磨製石斧2点，剥片8点 (7個体)• 

砕片1点の合計14点 (13個体;175.6 g)である。接合資料は.2グループあり.Aは加工痕ある剥片2点，

剥片1点の合計3点 (22.0g). Bは剥片2点(l個体;1.4 g)である。

. CI-131 :自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y4/l)の地に暗褐色 (7.5YR3/3)が部分的に混じり，内部は

灰色 (7.5Y4/1)・灰色 (7.5Y5/1)のホルンフェルスである。自然面は節理の可能性もある。局部磨製石

斧1点 (33.4g)の単独資料である。

• CI-132 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (5Y6/1). 節理は褐灰色 (10YR5/1)のホルンフェ

ルスである。剥片1点 (13.6g)の単独資料である。

. CI-134 :自然面は比較的平滑で灰色 (5Y4/l)の地ににぶい褐色 (7.5YR5/3)が部分的に入り，内部

は灰色 (5Y4/1)・灰色 (5Y5/1)のホルンフェルスである。剥片1点 (106.6g)の単独資料である。

• CI-135 :内部はオリーブ黒色 (7.5Y3/1). 節理は灰褐色 (5YR4/2)のホルンフェルスである。剥片1

点 (8.lg)の単独資料である。

• CI-137 :黄灰色 (2.5Y6/1)の地に灰色 (N4/0)が混じる半透明の璃楢・玉髄である。石器群の内訳は，

模形石器1点，剥片1点，砕片1点の合計3点(15.4g)である。

. CI-138 :自然面は平滑で明黄褐色 (lOYR6/6). 内部は灰白色 (2.5Y8/2)・浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・

玉髄である。石器群の内訳は，剥片2点 (25.9g)である。

• CI-139 :灰白色 (2.5Y8/2)・灰白色 (2.5Y8/1)の半透明な璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，使用

痕ある剥片2点(l個体;8.0 g)である。接合資料は，使用痕ある剥片2点(l個体;8.0g)である。

• CI-140 :浅黄色 (2.5Y7/4)の半透明な璃瑠・玉髄である。ナイフ形石器L点 (2.6g)の単独資料であ

る。

• CI-141 :自然面は平滑で明黄褐色 (lOYR6/6)の半透明な璃瑠・玉髄である。原石1点 (139.lg)の

単独資料である。

. CI-142 :淡黄色 (2.5Y8/4)の半透明な璃瑠・玉髄である。石器群の内訳は，剥片1点，砕片1点の合

言十2点(1.7g )である。

. CI-150 :黒色 (2.5Y2/1) と黄灰色 (2.5Y5/1)が互層になった硬質轍密な頁岩である。本ブロックで

は加工痕ある剥片1点 (2.2g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がC2-Aブロックに 1点ある。

• CI-151 :淡黒色半透明の黒曜石である。 φ1凹ほどの灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えら

れる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片2点(l個体;5.7 g)である。接合資料は，使用痕ある剥片2
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1 C l-Aブロック

点(l個体;5.7 g)である。その他に同一母岩がD1-Aブロックに4点ある。

. D1-1 :自然面は平滑で、浅黄色 (2.5Y7/4)， 内部は淡黒色半透明の黒曜石である。 φ1mmほどの灰色の

爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。本ブロックでは石核1点 (0.9g )の単独資料であるが，

D1-Aブロックの石核2点(1個体)と接合している。その他に同一母岩がD1-Aブロックに7点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の砕片1点 (0.6g)，嶺岡産頁岩の剥片6点・砕片1点，

の合計7点 (7.4g )がある。

3)出土遺物(第13-19図，第20図79-84)

lは璃瑠・玉髄による二側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を横位に用い，両側縁に細かい調整

加工を行っている。基部が欠損している。 2は嶺岡産頁岩による基部加工のナイフ形石器である。石刃状

の縦長剥片の打面側を基部として，基部と先端に細かい調整加工を行っている。 3は北関東産頁岩による

基部加工のナイフ形石器である。石刃状の縦長剥片の打面側を基部として，基部に直角に近い調整加工を

行っている。 4'5は北関東産頁岩によるー側縁加工あるいは部分加工のナイフ形石器である。 4は左側

縁， 5は右側縁に調整加工を行っている。両者とも先端部が欠損している。

6'7は嶺岡産頁岩， 8・9はチャートによる横長剥片を横位に用いた台形石器である。 6は表面右側

縁と裏面両側縁， 7は表面両側縁と裏面左側縁の一部， 8' 9は表面左側縁と裏面右側縁に平坦剥離や細

かい調整加工を行っている。

10はチャートによる掻器である。不定型な剥片の両面の末端と打面側に調整加工を行っている。模形石

器の可能性もある。

11は頁岩， 12・13はチャートによる削器である。 11は右側縁の一部に調整加工を行っている。右側面の

下部に比較的大きな剥離痕が見られることから石核の可能性も考えられる。 12は正面両側縁の一部，裏面

末端と右側縁下部に細かい調整加工を行っている。 13は正面右側縁と裏面両側縁に細かい調整加工を行っ

ている。裏面右側面などに比較的大きな剥離痕が見られることから石核の可能性も考えられる。

14は北関東産頁岩， 15は嶺岡産頁岩， 16・17はチャート， 18は璃瑠・玉髄による模形石器である。 14・

16-18は対向する上下両端に細かい剥離痕が見られる。 15は対向する上下両端と裏面左側縁に細かい剥離

痕が見られ，裏面右側面は折断面である。

19-21は嶺岡産頁岩， 22は安山岩， 23は硬質轍密な頁岩， 24はチャートによる加工痕ある剥片である。

19は打面倒の一部， 20は右側縁下部， 21は左側縁上部， 22・23は末端の一部に調整加工を行っており， 23 

は左側縁に微細な剥離痕が見られる。 24は表面末端と裏面右側縁に細かい剥離痕が見られる。右半部が欠

損しており，模形石器の可能性もある。

25-27は安山岩， 28は流紋岩， 29-34は北関東産頁岩， 35-40・48は嶺岡産頁岩， 41・42・49・50は硬

質轍密な頁岩， 43は凝灰岩， 44は璃瑠・玉髄， 45・46は栃木県高原山産の黒曜石， 47は産地不明の黒曜石，

51・52はチャートによる使用痕ある剥片である。 25・28は右側縁と左側縁の一部， 26・27・32-34・44は

左側縁の一部， 29は表面右側縁と裏面右側縁， 30・50・52は末端， 31・35は表面右側縁と裏面左側縁， 36 

は両側縁の一部， 37は左側縁， 38は末端と右側縁の一部， 39は表面左側縁と裏面右側縁， 40・41・47は右

側縁の一部， 42は裏面末端と右側縁， 43は表面両側縁と裏面右側縁の一部， 45は表面左側縁と裏面右側縁，

46は表面左側縁と裏面左側縁， 48は両面両側縁， 49・51は右側縁に微細な剥離痕が見られる。
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53・54は流紋岩.55-57は嶺岡産頁岩.58は頁岩による石刃である。 53は右側縁の上部に細かい調整加

工，右側縁の下部に微細な剥離痕が見られる。

59・64はホルンフェルス 60-62・65は砂岩.63は凝灰岩による局部磨製石斧である。 59は扇平な礁を

素材として，周辺に末端が階段状となる調整加工を行っている。刃部の研磨痕が顕著で、ある。なお，自然

面として図示した面と裏面の左側縁下半部の研磨面は節理の可能性もある。 60は両面に求心的な調整加工

を行っている。表面の刃部側の一部に研磨痕が見られる。 61は不定型で扇平な礁を素材として，両面の刃

部側に調整加工を行っている。刃部の稜線の一部と裏面の一部に研磨痕が見られる。また，表面の器体中

央に2か所に引っ掻いたような軽い敵打痕状の痕跡が見られる。 62は隅丸長方形状の扇平な礁を素材とし
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て，表面の刃部側に調整加工を行っている。裏面の一部に細かい剥離痕が見られるが，刃こぼれ等の可能

性がある。また，右側面の剥離面あるいは折断面は形状を対称に整えるための加工によるものかもしれな

い。 63は両面に求心的な調整加工を行っている。表面の自然面の一部に光沢が見られ，剥離面との境界も

多少磨耗している。 64は石斧の一部か調整剥片と考えられる。 65は刃部片である。 66・67は凝灰岩.69は

砂岩による石斧の調整剥片である。 66・67は表面の一部に光沢痕が見られ，研磨痕としたが.66の研磨面

は自然面の可能性もある。

68はチャート.70は璃瑠・玉髄による剥片で¥模形石器に関係するものかもしれない。

71・72は安山岩.73・75・76・79-81は嶺岡産頁岩.74は北関東産頁岩.77・78・82はチャート.83は

軟質の安山岩による石核である。 71-73は求心的な剥離作業により不定型な剥片を剥離している。 74-82

は90度の打面転移によって不定型な剥片を剥離している。 83は打面と作業面を入れ替えながら，不定型な

剥片を剥離している。

84は璃瑠・玉髄による原石である。

4)接合資料とその関連資料(第20図85-90，第21-24図)

. CI-129 (第20図85-90) 灰色 (7.5Y5/1) などのホルンフェルスである。加工痕ある剥片3点，局部

磨製石斧2点，剥片8点 (7個体).砕片1点の合計14点 (13個体)で構成される。接合資料は. 2グル

ープある。 A(85)は加工痕ある剥片2点 (85b . 85 c ).剥片1点 (85a)の接合資料である。 3つに

分割された剥片の内.85b .85cは左側縁に調整加工を行っている。あるいはこの2点も 1個体であった

ものが欠損したものかもしれない。 B (87)は剥片2点(l個体)の接合資料である。 86・88-90は接合

しなかった同一母岩の資料である。 86は加工痕ある剥片である。左側縁に調整加工を行っている。 88は局

部磨製石斧である。片面に自然面を残す剥片を素材として，周辺に末端が階段状となる調整加工を行って

いる。刃部側の研磨痕として図示した面は自然面の可能性もある。 89・90は石斧の調整剥片と考えられる 0

・CI-5 (第21図91-93) オリーブ灰色 (5GY6/1)などの安山岩である。 剥片10点，砕片2点の合計

12点で構成される。 91は剥片2点 (92・93)の接合資料である。 92→93の順に上方向から不定型な剥片を

剥離している。

. Cl-1 (第21図94-96) 漆黒色不透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。使用痕ある剥

片1点，砕片1点の合計2点で構成される。 94は使用痕ある剥片1点 (95).砕片1点 (96)の接合資料

である。 95は末端と右側縁に微細な剥離痕が見られる。

. CI-47 (第21図97-100) 灰色 (7.5Y4/1)などの嶺岡産頁岩である。加工痕ある剥片1点，剥片2点

の合計3点で構成される。 97は加工痕ある剥片1点 (100).剥片2点 (98・99)の接合資料である。 98→

99→100の順に上方向から不定型な剥片を剥離している。 100は裏面末端に調整加工を行っている。

. C1-46 (第21図101-103) 暗灰黄色 (2.5Y4/2) などの嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点，剥

片1点の合計2点で構成される。 101は使用痕ある剥片1点 (102).剥片1点 (103)の接合資料である。

102→103の順に上方向から不定型な剥片を剥離している。 102は裏面末端に微細な剥離痕が見られる。

. CI-93 (第22図104-106) 灰色(7.5Y6/1)の頁岩である。剥片2点で構成される。 104は剥片2点(105・

106)の接合資料である。 105→106の順に上方向から不定型な剥片を剥離している。

. CI-18 (第22図107-109) 灰白色 (5Y7/1)などの軟質の安山岩である。剥片5点で構成される。 107

は剥片2点 (108・109)の接合資料である。 109→108の順に上方向から縦長剥片を剥離している。
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1 C l-Aブロック
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1 C 1-Aプロック

• CI-17 (第22図110-114) 灰白色 (7.5Y7/1)などの軟質の安山岩である。ナイフ形石器1点，加工

痕ある剥片1点，石刃2点，剥片3点の合計7点で構成される。 110は部分加工のナイフ形石器1点(111)， 

加工痕ある剥片1点 (112)，石刃1点 (113)の接合資料である。 111は打面側を基部として，右側縁下部

に調整加工を行っている。 114は接合しなかった同一母岩の石刃である。

• CI-49 (第22図115-118) 灰オリープ色 (5Y6/2)などの嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点，
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第23図 C l-Aブロック出土遺物(11)
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第2節第1文化層

剥片2点の合計3点で構成される。 115は剥片2点 (116・117)の接合資料である。 116→117の順に上方

向から石刃状の縦長剥片を剥離している。 118は接合しなかった同一母岩の使用痕ある剥片である。石刃

状の縦長剥片の末端と両側縁上部に微細な剥離痕が見られる。

. Cl-45 (第23図119・120) にぶい黄褐色 (10YR5/4)などの嶺岡産頁岩である。加工痕ある剥片2点，

石核1点の合計3点で構成される。 119は末端の一部に主要剥離面を切る細かい剥離痕が見られることか

ら加工痕ある剥片とした。この個体が2つに欠損し 119bは裏面右側縁に比較的大きな調整加工を行っ

ている。 120は接合しなかった同一母岩の石核である。打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を

剥離している。

. Cl-44 (第23図121-124) 灰オリーブ色 (7.5Y412)などの嶺岡産頁岩である。剥片2点，石核1点

の合計3点で構成される。 121は剥片2点 (122・123)，石核1点 (124)の接合資料である。 122→123の

順に上方向から剥離し 90度打面を転移して124を剥離している。 124は素材の主要剥離面側に残る剥離痕

から，その後も不定型な剥片を剥離したことが分かる。

• Cl-16 (第24図) 灰色 (7.5Y6/l)などの軟質の安山岩である。剥片8点，石核1点の合計9点で構

成される。 125は剥片2点 (126・127)，石核1点 (128)の接合資料である。 127・128→126の順に上方向

から剥離した後， 127・128は素材の表面側の剥離面を打面として， 127を含む不定型な剥片を剥離している。
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1 C l-Aフeロック

第1表 C l-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
Cl-l(OBA) 2 
QI-2(OBA) 

CI-3(OBA) 

CI-4(OBG) 3(1) 4(2) 

CI-5(AN) 10 2 12 

QI-6(AN) 3 3 

Ct-7(AN) 3 4 

QI-8(AN) 

CH(AN) 

CHO(AN) 

CH1(AN) 

CI-12(AN) 

CH3(AN) 

QH4(AN) 

CH5(AN) 

CH6(TO) 8 9 

CH7(TO) 2 3 7 

CH8(TO) 5 5 

CH9(TO) 2 2 

CI-20(TO) 

CI-21(TO) 

CI-22(TO) 

QI-23(TO) 1 

CI-25(RH) 

CI-26(RH) 

CI-27(RH) 

CI-28(SHB) 2 

CI-29(SHB) 2 

CI-30(SHB) 2 3 

CI-31(SHB) 

CI-32(SHB) 

CI-33(SHB) 

CI-34(SHB) 

CI-35(SHB) 

CI-36(SHB) 

CI-37(SHB) 

CI-38(SHB) 

CI-39(SHB) 2 2 

CI-40(SHB) 

CI-41(SHB) 

CI-42(SHB) 

CI-43(SHB) 

CI-44(SHC) 2 3 

CI-45(SHC) 2 3 

CI-46(SHC) z 
CI-47(SHC) 2 3 

CI-48(SHC) 2(1) 2(1) 

CI-49(SHC) 2 3 

CI-50(SHC) 2 9 13 

CI-51(SHC) 2 4 

CI-52(SHC) 7 7 

CI-53(SHC) 2 3 

CI-54(SHC) 2 

CI-55(SHC) 3 3 

CI-56(SHC) 2 3 

CI-57(SHC) 3 

CI-58(SHC) 

CI-59(SHC) 

CI-60(SHC) 

CI-61(SHC) 
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第2節第1文化層

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
CI-62(SHC) 

CI-63(SHC) 

CI-64(SHC) 

CI-65(SHC) 

CI-66(SHC) 

CI-67(SHC) 

CI-68(SHC) 

C1-69(SHC) 

CI-70(SHC) 

C1-71(SHC) 

CI-72(SHC) 

CI-73(SHC) 2 2 

CI-74(SHC) 

Cト75(SHC)

C1-76(SHC) 

CI-77(SHC) 

C1-78(SHC) 

Cl::-7~(SHC) 

QJ-8Q(SHC) 

CI-81(SHC) 

CI-82(SHC) 

QI-83(SHC) 

CI-84(SHD) 

QJ:-8S(SHD) 

CI-86(SHD) 

QJ-87(SHD) 

QI-88(SHD) 

Cl-jl~l>HD) 

CI-90(SHD) 

CI-91(SHD) 2 2 

Q_1-92(SHD) 

CI-9:!(SHE) 2 2 

C l-Q4(l>HE) 

Cト9S(SHE)

CI-96(SHE) 

C1-97(SHE) 

CI-98(SHE) 

CI-99(SHE) 

Cl・l00(CH) 2(1) 3(2) 5(3) 

C1-101(CH) 2 4 

C1-102(CH) 2 3 

C1-103(CH) 

C1-1Q4(CH) 2 

Cl-10民CH) 2 

C1-106(CH) 3 4 

C1-107(CH) 

QJ-l08(CH) 

C1-1Q~CH) 

C1-110(CH) 

Cl-lll(CH) 

C1-113(CH) 

Cト114(CH)

C1-115(CH) 

C1-116(TU) 

C1-117(TU) 

C1-11_8(TU) 3 3 

C1-119(TU) 2 2 

Cト120(TU) 2 

Q_1-121(TU) 

C1-122(TU) 
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1 C l-Aブロック

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PO RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

C1-123(SA) 

Q1-124(SA) 

C1-125(SA) 

C1-126(SA) 

C1-127(SA) 

C1-128(SA) 

C1-129(HO) 3 2 8(7) 14(13) 

C1-131(HO) 

C1-132(HO) 

C1-134(HO) 

C1-135(HO) 

C1-137(CC) 3 

C1-138(CC) z 2 

C1-139(CC) 2(1) 2(1) 

C1-140(CC) 

C1-141(CC) 

C1-142(CC) z 
C1-150(SHD) 

C1-151(OBA) 2(1) 2(1) 

Dl-l(OBA) 

|その他(AN)

その他(SHC) 6 7 

合計 6 4 3 6(5) 14(13) 35(31) 8 8 一ー』ー 156(154)1 131 17 272(264) 

第2表 C l-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PO RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜右A(OBA) 4(3) 7(6) 

里民曜石G(OBG) 3(1) 4(2) 

安山岩(AN) 3 18 4 2 28 

安山岩(TO) 2 21 2 27 

流紋岩(RH) 2 3 

|頁岩B(SHB) 3 6 10 21 

|頁岩C(SHC) 2 7(6) 9 3 54 3 8 88(87) 

|頁岩D(SHD) 4 自 11 

l頁岩E(SHE) 日 8 

チャート(CH) 2 2 3(2) 2 15(14) 3 29(27) 

灘灰岩(TU) 7 E 11 

砂岩(SA) 4 2 6 

ホルンフI'I，..^(~咽〕 3 3 11(10) 18(17) 

議E歯・玉髄(CC) 2(1) 4 2 11(10) 

合計 6 4 3 6(5) 14(13) 35(31) 旦」ー 8 156(154) 131 17 272(264) 

第3表 C l-Aブロック礁組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石 材 個数 重量

C1R-8 SA 21.8 C1R-17 AN 2 1.8 安山岩(AN) 3 4.4 

C1R-9 SA 2 28.5 C1R-18 AN 1 2.6 チャート(CH) 2 30.0 

C1R-10 SA 7.5 C1R-19 TU 1 9.6 |凝灰岩(TU) 3 174.4 

C1R-15 CH 20.3 C1R-20 TU 1 73.9 砂岩(SA) 4 57.9 

C1R-16 CH 9.7 C1R-21 TU 91.0 ホルンフヱJレス(HO) 120.9 

C1 R-22 HO 120.9 その他(SP) 112.8 

C1R-23 SP 112.8 4E』3 E十 14 500.4 
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第1文化層第2節

カラー図版4・11，図版3)(第25-27図，第4・5表，CI-Bブロック2 

1 )ブロックの概要

CI-Bブロックは，調査範囲北側のC1-60・61・70・71グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の西側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸5m，短軸3mの範囲に19点の石器が分布する。出土層位は， IX層を中

心に， IX層からX層にかけて， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第25・26図)。

ブロックは，掻器1点，削器2点(1個体)，使用痕ある剥片4点，剥片7点，砕片4点，石核1点の

合計19点 (18個体)で構成される。石器石材は，安山岩l点.頁岩B12点，頁岩C2点，頁岩D3点 (2

個体)，チャート 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，安山岩1母岩 (C1-143)，頁岩B3母岩 (C1-144-146)， 

頁岩C1母岩 (C1-147)，頁岩D2母岩 (C1-148・149)，チャート 1母岩 (C1-103)である。母岩識別

した石器の石器総数に対する割合は95%(18/19点)である。
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C l-Bブロック2 
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C l-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

CH03(CH) 

C1-143(AN) 

C1-144(SHB) 2 3 7 

C1-145(SHB) 2 

C1-146(SHB) 3 

C1-147(SHC) 

Q 1-14&(SHD) 2(1) 2(1) 

C1-149(SHD) 

その他(SHC)

至上__i' 112(1) 4 7 4 19(18) 

第4表

C l-Bブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(AN)

|頁岩B(SHB) 3 3 4 12 

|頁岩C(SHC) 2 

!頁岩D(SHD) 2(1) 3(2) 

チャート(CH)

合計 112(1) 4 7 4 19(18) 
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第2節第1文化層

• CI-I03 :オリープ灰色 (5GY5/1)などのチャートである。母岩の特徴はCI-Aに記したとおりである。

本ブロックでは剥片1点 (23.9g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Aブロックに1点ある 0

・CI-143:内部は灰オリープ色 (5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片1点 (9.7g) 

の単独資料である。

• CI-144 :内部は暗灰黄色(2.5Y5/2)，新鮮な面は灰色(N4/0)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，

掻器1点，使用痕ある剥片2点，剥片1点，砕片3点の合計7点 (10.5g)である。

• CI-145 :黄褐色(2.5Y5/3)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片1点，砕片1点の合計2点(5.4

g)である。

• CI-146 :内部及び節理はにぶい黄褐色 (10YR5/3)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕

ある剥片1点，剥片1点石核1点の合計3点 (18.5g)である。接合資料は，剥片1点，石核1点の合

計2点(15.6g)である。

• CI-147 :黄褐色 (2.5Y5/3)・灰オリープ色 (7.5Y5/2)の地にオリープ黄色 (5Y6/3)が混じる嶺岡産

頁岩である。使用痕ある剥片1点 (28.9g)の単独資料である。

• CI-I48 :自然面は爪形の裂痕が密でにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)， 内部は黒褐色 (10YR3/2)・褐色

(10YR4/4)・黒褐色 (10YR3/1)・にぶい赤褐色 (2.5YR4/4)が縞状に入る硬質綾密な頁岩である。削器

2点(l個体;44.4 g)である。

. CI-149 :オリーブ褐色 (2.5Y4/3)・灰色 (7.5Y4/1)・灰白色 (5Y7/2)の硬質敏密な頁岩である。本ブ

ロックでは剥片1点 (4.7g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がDI-Aプロックに 1点ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，嶺岡産頁岩の剥片1点 (0.7g)がある。

3)出土遺物(第27図1-9)

1は北関東産頁岩による掻器である。表面右側縁の両面末端に60度ほと苧の調整加工を行っている。

2は硬質轍密な頁岩による削器である。石核の底面を残す石刃状の縦長剥片を素材として，表面左側縁

の下半部と裏面末端に調整加工を行っている。表面左側縁の上半部と裏面左側縁の一部に微細な剥離痕が

見られる。

3は嶺岡産頁岩， 4・5は北関東産頁岩による使用痕ある剥片である。 3は裏面右側縁， 4は両面末端

と裏面左側縁， 5は末端に微細な剥離痕が見られる。

6は安山岩， 7は北関東産頁岩， 8は硬質轍密な頁岩， 9はチャートによる剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第27図10-13)

• CI-146 (第27図10-13) にぶい黄褐色 (10YR5/3)の北関東産頁岩である。使用痕ある剥片1点，

剥片1点，石核1点の合計3点で構成される。 10は剥片1点 (11)，石核1点 (12)の接合資料である。

大型の剥片の側面を加撃して11を剥離している。 13は接合しなかった同一母岩の使用痕ある剥片である。

末端に微細な剥離痕が見られる。
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第2節第1文化層

3 DI-Aブロック(第28-30図，第6・7表，カラー図版4，図版3)

1 )ブロックの概要

DI-Aブロックは，調査範囲北側のDI-71・72グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の東側縁

辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸2mの範囲に27点と 2mほど離れてl点の石器が分布する。

出土層位は，医層で， 25cmほどの高低差をもって包含されている(第28・29図)。

ブロックは，加工痕ある剥片1点使用痕ある剥片1点剥片7点，砕片17点，石核2点(l個体)の

合計28点 (27個体)で構成される。石器石材は，黒曜石A14点 (13個体)，黒曜石G9点，軟質の安山岩

1点，流紋岩1点，頁岩C2点，頁岩Dl点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，黒曜石A3母岩 (Cl-2・151.Dl-1)，軟質の安山岩1

母岩 (CI-16)，流紋岩1母岩 (Dl-3)，頁岩C2母岩 (CI-54，DI-2)，頁岩Dl母岩 (Cト149)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は68% (19/28点)である。

• Cl-2 :黒色不透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。母岩の特徴はCI-Aブロックに記

したとおりである。本ブロックでは剥片1点 (0.7g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Aブ

ロックに1点ある。

. CI-16 :灰色 (7.5Y6/l)などの軟質の安山岩である。母岩の特徴はCI-Aブロックに記したとおりである。

本ブロックでは剥片1点 (7.7g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Aブロックに9点ある。

. CI-54 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。母岩の特徴はCI-Aブロックに記したとおりで

ある。本ブロックでは使用痕ある剥片1点 (7.4g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Aブロ

ックに2点ある。

. CI-149 :オリーブ褐色 (2.5Y4/3)などの硬質轍密な頁岩である。母岩の特徴はCI-Bブロックに記し

たとおりである。本ブロックでは剥片1点(l.4g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Bブロ

ックに1点ある。

. CI-151 :淡黒色半透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。母岩の特徴はCI-Aブロックに

記したとおりである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片1点，砕片2点の合計4点 (3.0g ) 

である。その他に同一母岩がCI-Aブロックに2点ある。

. Dl-1 :淡黒色半透明の黒曜石である。栃木県高原山産と考えられる。母岩の特徴はCI-Aブロックに

記したとおりである。石器群の内訳は，剥片2点，砕片5点石核2点(1個体)の合計9点 (8個体;

20.9 g)である。接合資料は，石核2点(l個体;16.5 g)で， CI-Aブロックの石核1点と接合している 0

・DI-2:自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部及び新鮮な面はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)・黄

灰色 (2.5Y5/1)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (14.3g )の単独資料である。

. Dl-3 :暗褐色 (7.5YR3/4)の流紋岩である。砕片 1点 (0.1g)の単独資料であるが，いわゆるイモ石

の可能性が高し冶。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石Gの砕片9点(l.3g )がある。

3)出土遺物(第30図)

1は栃木県高原山産の黒曜石による加工痕ある剥片である。末端の一部に調整加工を行っている。ある
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第2節第1文化層

いは部分加工のナイフ形石器と考えられる。

2は嶺岡産頁岩による使用痕ある剥片である。石刃状の縦長剥片の両側縁に微細な剥離痕が見られる。

3は嶺岡産頁岩による石刃状の縦長剥片である。

4は栃木県高原山産の黒曜石による石核である。 2点が接合して 1個体となる。石刃状の縦長剥片の側

面を加撃して小型で石刃状の縦長剥片を剥離している。

町、 vア

。む
〈三三〉

Eミ二4

1 DI-72-107 
C1-151 (OBA) 
RF 
1.6g 

ζ こミ

2 DI-72-117 
CI-54(SHC) 
UF 
7目4g

DI-71-85 
DI-2(SHC) 
FL 
14.3g 

。

第30図 D l-Aブロック出土遺物

第6表 D l-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS 

CI-2(OBA) 

C1-16(T0) 

Cl-54(SI::IC) 

C1-149(SHD) 

C1-151(0BA) 

D1-1(OBA) 

DI-2(SHC) 

DI-3(RH) 

その他(OBG)

合計

第7表 D l-Aブロック石材別石器組成表

石 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS 

黒曜右A(OBA)

里曜I:iG(OBg)

安山岩(TO)

流紋岩(RH)

|頁岩C(SHC)

頁岩D(SHD)

合計

一 52-

惨

命
(2/3) 

FL CH 。。

2 

2 512(1) 

日

71 17 2(1) 

FL CH 。。
4 712(1) 

9 

71 17 2(1) 

4 Dl-ti(H9(CI-Aブロッヲ)

SM 

SM 

DI-72-108 
DI-72-112 
D1-1A(OBA) 
CO 
17.4g 

SP MB MC 

SP M白 MC 

10cm 

合計

4 

9(8) 

9 

28(27) 

合計

14(13) 

9 

2 

28(27) 



4 C2-A ブロック(第31~34図，第 8 ・ 9 表，カラー図版4 ・ 11)

1 )ブロックの概要

4 C 2-Aブずロック

C2-Aブロックは，調査範囲北側のC2-8・9・19グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほ

ぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は40mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸2mの範囲に11点の石器が分布するが，詳細に見ると， 1m

ほどの空白部を挟んで、，東西にそれぞれ長軸2m，短軸 1mの分布域を形成している。出土層位は，四層

を中心として， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第31・32図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 1点，使用痕ある剥片 1点，剥片7点 (6個体)，石核2点の合計11点 (10

個体)で構成される。石器石材は，安山岩2点，頁岩C3点頁岩Dl点，チャート 3点 (2個体)，ホ

ルンフェルス 1点，璃瑠・玉髄1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩 (C2-1・2)，頁岩C2母岩 (C2-3・7)， 

頁岩Dl母岩 (CI-150)，チャート 1母岩 (C2-4)，ホルンフェルス 1母岩 (C2-5)，璃瑠・玉髄1母

岩 (C2-6)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (11/11，点)である。

• C1-150 :黒色 (2.5Y2/1) などの硬質轍密な頁岩である。母岩の特徴はCI-Aブロックに記したとおり

である。本ブロックでは使用痕ある剥片1点(1.8g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Aブ

ロックに 1点ある。

. C2-1 :黄灰色 (2.5Y4/1)の安山岩である。剥片 1点(1.2g )の単独資料である。

• C2-2 :自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/1)の安山岩である。剥片1点 (5.5g ) 

の単独資料である。

. C2-3 :自然面は比較的平滑で褐色 (7.5YR4/3)， 内部はにぶい赤褐色 (5YR4/4)・にぶい黄褐色

(10YR5/4)・灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (41.8g )である。

接合資料は，剥片2点 (41.8g )である。

. C2-4 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は暗灰色 (N3/0)の地に暗オリーブ灰色 (5GY4/1)が混じ

るチャートである。石器群の内訳は，剥片2点(l個体)，石核1点の合計3点 (2個体;285.3g)である。

接合資料は，剥片2点(l個体)，石核1点の合計3点 (2個体;285.3 g)である。

. C2-5 :自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y4/1)，内部は灰色 (7.5Y4/1)の地に暗灰色 (N3/0)が混じ

るホルンフェルスである。石核1点 (284.6g)の単独資料である。

. C2-6 :にぶい黄糧色 (lOYR7/4)の半透明な璃瑠・玉髄である。剥片1点(1.9g )の単独資料である 0

・C2-7:自然面は比較的平滑で、褐色 (lOYR4/4)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。

加工痕ある剥片1点 (5.3g )の単独資料である。

3)出土遺物(第33図1-4，第34図8)

1は嶺岡産頁岩による加工痕ある剥片である。左側面の折断面に調整加工を行っている。

2は硬質轍密な頁岩による使用痕ある剥片である。末端に三日月状の剥離痕が見られる。

3は安山岩， 4は璃瑠・玉髄による不定型な剥片である。

8はホルンフェルスによる石核である。拳大の楕円礁を素材として，上部で打面と作業面を入れ替えな

がら，不定型な剥片を剥離している。下部には敵打痕が見られる。
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4 C 2-Aプロック

4)接合資料とその関連資料(第33図5-7，第34図9-11)

. C2-3 (第33図5-7) にぶい赤褐色 (5YR4/4)などの嶺岡産頁岩である。剥片2点で構成される。

5は剥片2点 (6・7)の接合資料である。 7の剥離とほぼ同時に，節理で6が剥離したと思われる。

. C2-4 (第34図9-11) 暗灰色 (N3/0)などのチャートである。剥片2点(1個体)，石核1点の合

計3点で構成される。 9は剥片2点(1個体;10)，石核1点 (11)の接合資料である。小振りな三角お

むすびのような形状の喋から10を含む不定型な剥片を剥離している。

包84雪;psc
ζ込 1iFEte)¥J r(SHD) く~ 3伊)

℃コ

ζ二コ

5 6+7 
C2-3A(SHC) 
41.7g 

。
亡フ

(2/3) 

第33図 C 2-Aブロック出土遺物(1)

第8表 C 2-Aプロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP E5 55 GR DR PQ RF UF BL DA HX PT H5 A5 FL OH 

01-15O(SHD) 

Q~-_l W.l 

02-2(AN) 1 

02-3(5HO) 2 

02-4(OH) 2(1) 

02-5(HO) 

02・6(00) 1 

02-7(SHO) 

合計 7(6) 
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第34図 C 2-Aブロック出土遺物(2) 

第9表 C 2-Aブロック石材別石器組成表

10 C2-8-1i 
C2-8-9 
C2-4A(CH) 
FL 
21.4g 

11 C2-8-7 
C2-4A(CH) 
CO 
263.8g 

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(AN) 2 z 
頁岩C(SHC) 2 3 

頁岩D(SHD)

チャート(CH) 2(1) 3(2) 

ホルンフzルスO咽》

薦瑠・玉髄(CC)

I '8". J十 7(6) 2 11(10) 
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5 C 2-BブPロック

5 C2-Bブロック(第35--37図，第10--12表，カラー図版4・11，図版3)

1 )ブロックの概要

C2-Bブロックは，調査範囲北側のC2-28・29・38グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の西

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mで、ある。

ブロックの規模と形状は，直径6mの範囲に12点の石器・礁が散漫な状態で分布する。出土層位は，調

査時の所見によれば，四層を中心として， 40cmほどの高低差をもって包含されている(第35・36図)。

ブロックは，ナイフ形石器1点加工痕ある剥片1点剥片7点 (6個体)，砕片1点の合計10点 (9

個体)と喋2点で構成される。石器石材は，安山岩1点，頁岩B1点，頁岩E6点，ホルンフェルス 2点

(1個体)である。喋石材は，チャート 1点(1母岩;116.2 g)，砂岩1点(1母岩;22.8 g)で，識別

率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，安山岩1母岩 (C2-22)，頁岩B1母岩 (C2-8)，頁岩E

1母岩 (C2-9)，ホルンフェルス 1母岩 (C2-1O)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は

90% (9/10点)である。

• C2-8 :灰黄褐色 (10YR4/2)の北関東産頁岩である。剥片1点 (3.9g)の単独資料である。

. C2-9 :内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)，新鮮な面は褐灰色 (5YR4/1)の頁岩である。石器群の内訳は，

加工痕ある剥片1点，剥片3点，砕片1点の合計5点(26.9g)である。接合資料は，加工痕ある剥片1点，

剥片1点の合計2点 (9.6g)である。

• C2-10 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)のホルンフェルスである。

石器群の内訳は，剥片2点(1個体;25.7 g)である。接合資料は，剥片2点(1個体;25.7 g)である 0

・C2-22:内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片1点 (2.3g) 

の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，頁岩のナイフ形石器1点 (0.1g)がある。

3)出土遺物(第37図1・2) 

1は北関東産頁岩， 2はホルンフェルスによる不定型な剥片である。 2は接合して 1個体となる。

4)接合資料とその関連資料(第37図3-6)

• C2-9 (第37図3-6) 灰オリーブ色(7.5Y6/2)などの頁岩である。加工痕ある剥片 1点，剥片3点，

第10表 C 2-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PO RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計|

C2-8(SHB) 

C2-9(SHE) 3 51 
C2-10(HO) 2(1) 2(1) 

C2-22(AN) 

その他(SHE)

合計 7(6) 10(9) 

第11表 C 2-Bブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PO RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩(AN)

頁岩B(SHB)

頁岩E(SHE) 3 6 

ホルンヲxJI，;A<t-咽〉 2(1) 2(1) 

合計 7(6) 10(9) 
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砕片1点の合計5点で構成される。 3は加 第12表 C 2-Bプロック喋組成表

工痕ある剥片1点 (4)，剥片1点 (5) la wl;s ~・一一 一

の接合資料である。大型の剥片を素材とす

る石核の上方向から4→ 5の順に石刃状の

5 C 2-Bブロック

縦長剥片を剥離している。 4は加工痕ある剥片としたが，主要剥離面とは新旧関係がないことから，石核

の段階の調整加工の可能性もある。 6は接合しなかった同一母岩の石刃状の縦長剥片である。

ぐ込

二ヘ 2 C2-21Hi 
C2-28-9 

ーご三プ ~~(SHB) ¥" ___l__ ¥ 
C2-10A(HO) 
Fl 
25.7g 

ζ認

3 4+5 
A 4CCE岳-4m9Aト{1S3HE) 

CHA(SHE) RF 
9.6g 3.2g 

。 (2/3) 10cm 

第37図 C 2-Bプロック出土遺物

可

。:ずE)

口 5 C2-29-12 
C会-9A(SHE)
Fl 
6.4g 

6 G4-Aプロック(第38-43図，第13-15表，カラー図版4・5・11・12，図版3)

1)プロックの概要

G4-Aブロックは，調査範囲ほぽ中央のG4-54・55・63-66・74グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)に位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸10m，短軸7mの範囲に70点の石器・礁が分布する。出土層位は，百層

からX層にかけて， 80cmほどの高低差をもっているが，中心は四層から医層で， 40cmほどの高低差をも

って包含されている(第38・39図)。

ブロックは，加工痕ある剥片1点，使用痕ある剥片6点局部磨製石斧4点，敵石4点(1個体)，剥

片36点 (35個体)，砕片10点石核8点の合計69点 (65個体)と喋1点で構成される。石器石材は，安山

岩3点，軟質の安山岩1点，頁岩C19点 (18個体)，頁岩D2点，頁岩El点，チャート 2点，凝灰岩19

点 (16個体)，粘板岩1点，砂岩21点である。喋石材は，砂岩1点(1母岩;4.l g)で，識別率は100%

である。
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第2節第1文化層

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは32母岩を識別した。内訳は，安山岩3母岩(G4-1-3)，軟質の安山岩1母岩(G4-4)， 

頁岩C12母岩(G4-5 -15・31)，頁岩D2母岩(G4-16・17)，頁岩E1母岩(G4-18)，チャート 2母岩(G4-22・

23) ，凝灰岩3母岩 (G4-19-21)，粘板岩l母岩 (G4-32)，砂岩7母岩 (G4-24-30)である。母岩識別

した石器の石器総数に対する割合は94%(65/69点)である。

• G4-1 :自然面は平滑で灰色 (5Y6/1)，内部はオリーブ灰色 (5GY6/1)の安山岩である。剥片1点 (7.3

g)の単独資料である。

• G4-2 :自然面は爪形の裂痕が密で，自然面及び内部は黄灰色(2.5Y5/1)の安山岩である。剥片1点(3.0

g)の単独資料である。

. G4-3 :灰オリーブ色 (5Y4/2)の安山岩である。剥片1点 (5.8g)の単独資料である。

. G4-4 :自然面は平滑で、 自然面及び内部は灰白色 (7.5Y7/1)の軟質の安山岩である。石核1点 (42.7

g)の単独資料である。

• G4-5 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色(lOYR5/3)，内部は黄灰色(2.5Y4/1)・暗灰黄色(2.5Y5/2)・

にぶい黄褐色 (10YR5/3)，節理はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕

ある剥片1点，剥片1点，石核1点の合計3点 (40.7g )である。接合資料は，剥片1点，石核1点の合

計2点 (19.0g)である。

• G4-6 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)の地に暗赤褐色(lOR3/2)が混じり，内部は

灰オリーブ色(5Y5/2)・にぶい黄褐色(10YR5/3)，節理はにぶい黄褐色(lOYR4/3)の地に暗赤褐色(lOR3/2)

が混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片2点(40.3g )である。接合資料は，剥片2点(40.3g ) 

である。

• G4-7 :自然面は比較的平滑で褐色 (lOYR4/4)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)・褐色 (7.5YR4/3)・

にぶい黄褐色 (10YR5/4)，節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)の嶺岡産頁岩である。石核1点 (62.9g ) 

の単独資料である。

• G4-8 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)，内部は灰色 (7.5Y4/1)の地に灰色 (7.5Y6/1)

が混じり，節理は褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (17.4g)の単独資料である。

• G4-9 :にぶい赤褐色 (5YR4/3)・灰色 (7.5Y4/1)の地に灰オリーブ色 (7.5Y6/2)が混じる嶺岡産頁

岩である。使用痕ある剥片1点 (11.3g )の単独資料である。

. G4-10 :内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)，節理は褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。加工痕ある剥

片1点 (14.4g )の単独資料である。

. G4-11 :自然面は比較的平滑で、にぶい黄褐色 (lOYR4/3)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の地に灰オ

リーブ色 (7.5Y6/2)が混じり，節理はにぶい赤褐色 (5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1

点 (14.8g )の単独資料である。

• G4-12 :内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)・暗灰黄色 (2.5Y412)，節理はにぶい褐色 (7.5YR5/4)の嶺岡

産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (9.2g)の単独資料である。

• G4-13 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)の地に灰色

(7.5Y4/1)が混じり，節理はにぶい赤褐色 (5YR4/3)・暗赤褐色 (5YR3/2)の嶺岡産頁岩である。石核

1点 (36.0g)の単独資料である。
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6 G 4-Aブロック

• G4-14 :自然面は比較的平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/4)，内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2) の地に灰白色

(2.5Y7/1)が混じり，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片 1点 (6.8g) 

の単独資料である。

• G4-15 :自然面は凹凸が激しく褐色 (lOYR4/4)，内部及び節理は褐色 (10YR4/4)の嶺岡産頁岩である。

剥片l点 (8.0g )の単独資料である。

. G4-16 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色(7.5Y4/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片 1点(7.7g) 

の単独資料である。

• G4-17 :自然面は平滑で黄褐色 (lOYR5/6)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)の硬質綾密な頁岩である。

剥片1点(1.5g )の単独資料である。

. G4-18 :自然面は平滑で灰オリーブ色 (7.5Y6/2)，内部は浅黄色 (5Y7/3)・灰白色 (7.5Y7/2)，新鮮な

面は緑灰色 (7.5GY5/1)の頁岩である。石核 1点 (42.2g )の単独資料である。

. G4-19 :自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4)の凝灰岩である。石器群の内訳は，敵石4点(1個体;

415.3 g)である。接合資料は，敵石4点(1個体;415.3 g)である。

. G4-20 :自然面は平滑で、灰オリーブ色 (7.5Y6/2)， 内部は明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)，新鮮な面は暗

緑灰色 (10GY4/1)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核1点の合計2点 (110.8g)である。

接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (110.8g)である。

• G4-21 :自然面は平滑で灰白色 (7.5Y7/2)， 内部は灰白色 (7.5Y7/2)の地に灰色 (5Y6/1)・にぶい黄

褐色 (10YR5/4)が混じり，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片8点，

砕片5点の合計13点 (41.4g )である。

• G4-22 :自然面は敵打痕状の裂痕が密で褐色(lOYR4/4)・緑灰色(7.5GY6/1)，内部は緑灰色(7.5GY6/1)・

明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)・褐色 (10YR4/4)が縞状に入るチャートであるが，璃瑠・玉髄の可能性も

ある。剥片 1点 (6.lg)の単独資料である。

• G4-23 :黒褐色 (lOYR3/1)のチャートであるが，頁岩の可能性もある。剥片 1点(1O.lg)の単独資

キヰである。

. G4-24 :自然面は平滑で，自然面及び内面はオリーブ灰色 (5GY5/1)，新鮮な面は灰色 (N4/0)の砂岩

としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。石器群の内訳は，剥片9点，砕片 1点の合計10点 (24.3g)で

ある。接合資料は，剥片2点 (8.lg)である。

. G4-25 :暗緑灰色 (7.5GY4/1)の砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。石器群の内訳は，局部

磨製石斧4点、，剥片 1点の合計5点 (14.5g )である。

• G4-26 :自然面は平滑でオリーブ灰色 (2.5GY6/1)，内部は緑灰色 (7.5GY6/1)の地に緑灰色(7.5GY5/1)

が混じる砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。石核1点 (50.0g)の単独資料である。

• G4-27 :灰色 (10Y4/1)の砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。剥片 1点 (2.7g )の単独資

料である。

• G4-28 :自然面は平滑で、， 自然面及び内部は灰色 (lOY4/1)の砂岩である。石核 1点 (55.7g)の単独

資料である。

• G4-29 :灰色 (7.5Y5/1)の砂岩であるが，凝灰岩の可能性もある。剥片 1点 (4.8g)の単独資料である 0

・G4-30:灰色 (7.5Y4/1)の砂岩としたが，凝灰岩の可能性が極めて高い。砕片 1点 (0.6g )の単独資
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第2節第1文化層

料である 0

・G4-31:内部は灰色 (7.5Y4/1).節理はにぶい褐色 (7.5YR5/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，

剥片2点(1個体;1.2 g)である。接合資料は，剥片2点(1個体;1.2 g)である。

. G4-32 :灰色 (lOY4/1)の粘板岩である。使用痕ある剥片1点(1.9g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，嶺岡産頁岩の剥片1点，砕片2点の合計3点(1.8g).砂岩の砕

片1点 (0.1g)がある。

3)出土遺物(第40・41図，第42図23-25)

1は嶺岡産頁岩による加工痕ある剥片である。石刃状の縦長剥片の表面左側縁の一部と裏面右側縁の一

部に調整加工を行っている。

2-5は嶺岡産頁岩. 6は粘板岩による使用痕ある剥片である。 2は石刃状の縦長剥片の裏面左側縁の

一部に微細な剥離痕が見られる。 3・5は末端の一部. 4は左側縁. 6は表面右側縁の一部と裏面両側縁

の下半部に微細な剥離痕が見られる。

7-10は同一母岩の砂岩による局部磨製石斧の一部あるいは調整剥片である。

11は凝灰岩による敵石である。 4点が接合して 1個体となるが，使用時に欠損したものと考えられる。

両端，表面中央，左側面に敵打痕が見られる。

12 . 14は嶺岡産頁岩.13は硬質鍛密な頁岩.15は安山岩.16はチャート.17-19は凝灰岩による不定型

な剥片である。

20は頁岩.21・22は嶺岡産頁岩.23・24は砂岩.25は軟質な安山岩による石核である。 20は厚手の縦長

剥片を素材として，両端に剥離痕が見られ，両極石核と考えられる。 21は不定型な剥片を素材として，求

心的な剥離作業により不定型な剥片を剥離している。 22は板状の不定型な剥片の平坦な自然面を打面とし

て，小型な横長剥片を剥離している。 24は厚手の剥片の平坦な自然面を打面として，不定型な剥片を剥離

している。 23は厚手の剥片を素材として，打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。

25は90度打面を転移しながら，不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第42図26-32，第43図)

• G4-24 (第42図26-32) オリーブ灰色 (5GY5/1)などの砂岩である。剥片9点，砕片1点の合計10

点で構成される。 26は剥片2点 (27・28)の接合資料である。局部磨製石斧の調整剥片と考えられる。 29

-32は接合しなかった同一母岩の剥片である。局部磨製石斧の調整剥片と考えられる。

. G4-6 (第43図33-35) 灰オリーブ色 (5Y5/2)などの嶺岡産頁岩である。剥片2点で構成される。

33は剥片2点 (34・35)の接合資料である。 34を剥離した後.90度打面を転移して35を剥離している。

. G4-5 (第43図36-39) 黄灰色(2.5Y4/1)などの嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点，剥片1点，

石核1点の合計3点で構成される。 36は剥片1点 (38).石核1点 (37)の接合資料である。 1個体であ

った剥片の36の素材の主要剥離面側で2枚ほど不定型な剥片を剥離している。 39は接合しなかった同一母

岩の使用痕ある剥片である。末端に微細な剥離痕が見られる。

. G4-20 (第43図40-42) 明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)などの凝灰岩である。剥片1点，石核1点の合

計2点で構成される。 40は剥片1点 (41).石核1点 (42)の接合資料である。 90度打面を転移しながら，

41を含む不定型な剥片を剥離している。末端，両面，右側面に敵打痕が見られる。
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6 G 4-Aブロック

第13表 G4-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
G4-1(AN) 

G4-2(AN) 

G4-3(AN) t 

G4-4(TO) 1 

G4-5(SHC) 3 

G4-6(SHC) 2 2 

G4-7(SHC) 1 

G4-8(SHC) 

G4-9(SHC) 

G4-10(SHC) 

G4-11(SHC) 

G4-12(SHC) 

G4-13(SHC) 

G4-14(SHC) 1 

G4-15(SHC) 

C!4-16(SHD) 

G4-17(SHD) 

G4-18(SHE) 

~--JJlITUJ 4(1 4(1) 

G4-20(TU) 2 

G4-::2!(TU) 8 5 13 

G4-22(CH) 

G4-23(CH) 

G4-24(SA) 自 10 

G4-25(SA) 4 5 

G4-26(SA) 1 

G4-27(SA) 1 

G4・28(SA) 1 

G4~29(SA) 

G4-30(SA) 

G4~1(St!C) 2(1) 2(1) 

G4・32(Sυ 1 

その他(SHC) 2 3 

その他(SA) 1 

合計 日 4 4(1) 3里(3fj)!10 8 69(65) 

第14表 G4-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

安山岩{州) 3 3 

安山岩(TO) 1 

|頁岩C(SHC) 5 8(7 2 3 19(18) 

|頁岩D(SHD) z 2 

1頁岩E(SHE)

チャート(CH) z 2 

|灘灰岩(TU) 4(1) 9 5 19(16) 

|粘板岩(Sυ

砂岩(SA) 4 12 3 2 21 

合計 B 4 4(1) 36(35) 10 8 69(65) 

第15表 G 4-Aブロック喋組成表

|母 岩|石材 l個数|重量|
lG4R-1 1 SA 1 11 4.1 1 
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第2節第1文化層

7 C7-Aブロック(第44-46図，第16・17表，カラー図版5，図版4)

1)ブロックの概要

C7-Aブロックは，調査範囲南側のC7-55・57・66-68・77-79グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地の西側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸15m，短軸6mの範聞に16点の石器が散漫な状態で分布する。出土層位

は，四層からIXc層にかけて， 40cmほどの高低差をもって包含されている(第44・45図)。

ブロックは，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片l点，剥片12点，砕片2点の合計16点で構成される。

石器石材は，軟質の安山岩5点，頁岩A2点，頁岩C2点，頁岩D3点，頁岩E2点，チャート 1点，ホ

ルンフェルス 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは9母岩を識別した。内訳は，軟質の安山岩1母岩 (C7-1)，頁岩Al母岩 (C7-2)， 

頁岩C1母岩 (C7-3)，頁岩D3母岩 (C7-4-6)，頁岩El母岩 (C7-7)，チャート 1母岩 (C7-8)， 

ホルンフェルス 1母岩 (C7-9)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (16/16点)

である。

• C7-l :自然面は平滑で灰褐色 (5YR4/2)・にぶい黄褐色 (10YR5/3)，内部は灰白色 (5Y7/l)の地に

灰白色 (7.5Y8/1)が混じり，新鮮な面は灰色 (5Y4/1)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片

5点 (36.5g)である。

• C7-2 :灰黄褐色 (10YR4/2)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，剥片1点の

合計2点 (3.7g)である。

第16表 C 7-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

07-1(TO) 5 5 

07-2(SHA) 2 

07-3(SHO) 2 

07-4(SHD) 

07-5(SHD) 

07-6(SHD) 

07-7(SHE) 2 

07-8(OH) 

07-9(HO) 

合計 12 z 16 

第17表 C 7-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 。。 SM SP MB MO 合計
安山岩(TO) 5 5 

頁岩A(SHA) 2 

頁岩O(SHO) 2 

|頁岩D(SHD) 2 3 

|頁岩E(SHE) z 
チャート(CH)

ホルンフ~}LÃü咽》

合計 12 2 16 
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. C7-3 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (lOYR5/4). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地ににぷい

黄褐色 (lOYR5/4)が混じる嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，剥片1点の合計

2点 (13.9g )である。

. C7-4 :暗灰黄色 (2.5Y512)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点(1.0g )の単独資料である。

• C7-5 :オリーブ黒色 (5Y3/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点 (0.7g)の単独資料である。

. C7-6 :黄灰オリーブ色 (2.5Y5/1)の硬質椴密な頁岩である。砕片 1点 (0.3g)の単独資料である。

. C7-7 :内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/1)• 新鮮な面は暗灰色 (N3/0) の頁岩としたが，凝灰岩の可能

性が極めて高い。石器群の内訳は，剥片 1点，砕片 1点の合計2点 (3.7g)である。

. C7-8 :自然面は比較的平滑でにぶい黄樺色 (10YR6/3)・青黒色 (5PB2/1).内部は青黒色 (5PB2/1)

の地に黒色の筋が入るチャートである。剥片1点 (9.3g)の単独資料である。

• C7-9 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は灰色 (5Y5/1)のホルンフェルスである。剥片1点(10.2g ) 

の単独資料である。

3)出土遺物(第46図)

1は東北産頁岩による部分加工のナイフ形石器である。小型な石刃状の縦長剥片の打面を基部として，

右側縁の上部に調整加工を行っている。裏面右側縁の上部に微細な剥離痕が見られる。

2は嶺岡産頁岩による使用痕ある剥片である。石刃状の縦長剥片の裏面右側縁の一部に微細な剥離痕が

見られる。

3は頁岩. 4はホルンフェルス. 5は軟質の安山岩による不定型な剥片である。

--~-~ ~ 
宅~

〈ご〉

〈ミ

宅司辺Zト
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KN 
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乙こ>

第46図 C 7-Aブロック出土遺物
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8 B9-Aブロック(第47-49図，第18・19表，カラー図版5，図版5)

1 )ブロックの概要

8 B 9-Aブロック

B9-Aブロックは，調査範囲南側のB9-58・68・69グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の西

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸2mの範囲に9点の石器が分布する。出土層位は， IXa層で，

20cmほどの高低差をもって包含されている(第47・48図)。

ブロックは，ナイフ形石器1点，加工痕ある剥片1点，石刃4点，剥片3点の合計9点で構成される。

石器石材は，黒曜石B1点流紋岩2点頁岩B1点，頁岩D2点頁岩E1点チャート 1点，粘板岩

1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，黒曜石B1母岩 (B9-1)，流紋岩1母岩 (B9-3)，頁岩

Bl母岩 (B9-4)，頁岩D2母岩 (B9-6・7)，頁岩El母岩 (B9-g)，チャート 1母岩 (B9-1O)，粘

板岩I母岩 (B9-12)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (9/9点)である。

• B9-1 :薄墨を流した様な透明な黒曜石である。 φ7凹ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産

と考えられる。加工痕ある剥片1点 (6.7g )の単独資料である。

• B9-3 :内部は淡黄色 (5Y8/3)・灰白色 (5Y8/2)・黄灰色 (2.5Y6/1)が密に縞状に入札新鮮な面は

灰白色 (7.5Y8/1)の流紋岩である。石器群の内訳は，石刃2点 (15.2g )である。

第18表 B 9-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL OA HX PT HS AS FL OH 。。 SM SP MB MO 合計
B9-1(OBB) 

B9-3(RH) 2 z 
B9-4(SHB) 

B9-6(SHO) 

B9-7(SHO) 

B9-9(SHE) 

B9-10(OH) 

B9-12(Sυ 

二金 L1 」 L 一一 4 
L一一一 3 9 

第19表 B 9-Aブロック石材別石器組成表

石 材 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL OA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

黒曜右8(OBB)

流紋岩(RH) 2 2 

頁岩B(SHB)

頁岩O(SHO) 2 2 

頁岩E(SHE) 1 

チャート(OH)

粘板岩(Sυ

合計 4 3 9 
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8 B 9-Aブロック

• B9-4 :浅黄色 (2.5Y7/3)の北関東産頁岩である。ナイフ形石器1点 (2.6g)の単独資料である 0

・B9-6:暗褐色 (10YR3/3)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点 (4.2g)の単独資料である。

. B9-7 :にぶい黄褐色 (10YR4/3)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点 (0.9g)の単独資料である。

. B9-9 :内部は灰白色 (7.5Y7/2)・灰色 (N5/0)，新鮮な面は灰色 (N4/0)の頁岩である。石刃 1点 (33.6

g)の単独資料である。

. B9-10 :内部は暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)，節理は灰オリーブ色 (5Y6/2)のチャートである。剥片

1点 (6.9g )の単独資料である。

. B9-12 :暗緑灰色 (lOGY3/l)の粘板岩である。石刃 1点 (3.9g)の単独資料である。

3)出土遺物(第49図)

1は北関東産頁岩によるナイフ形石器である。石刃状の縦長剥片を素材として，左側縁に調整加工を行

っている。末端側を基部としたが，先端とした方が良かったかもしれない。

2は信州和田峠周辺産による加工痕ある剥片である。裏面右側縁の一部に扶入状の調整加工を行ってい

る。

3・4は流紋岩， 5は粘板岩， 6は頁岩による石刃である。 4は頭部調整が顕著である。

7はチャート， 8は硬質轍密な頁岩による剥片である。
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2.6g 
くこ二〉

、注

〈三〉
''cs 

争
以
H
u
m
L
勾

R
M
E
M
E
u
q
d
 仁フ

。 (2/3) 

2 B9-司69-5
B9-1 (OBB) 
RF 
6.7g 

6 B!ト68-2
B!ト-9(SHE) 
BL 
33.6g 

10cm 

F 

''UH 

U
れ

Mm

H
M
L
勾

B
B
B
5
 

ρ
 

とご〉
7 B9-58-1 
B!ト10(CH)
FL 
6.9g 

第49図 B 9-Aブロック出土遺物

-75 -

くご〉

一~

H
剛
H
H
L
h
4
 

B
B
B
9
 

au『

てこ二二>8 B!Hl9-4 
B9-→6(SHD) 
FL 
4.2g 



第2節第1文化層

9 C9-Aブロック(第50--52図，第20・21表，カラー図版5・12，図版4)

1 )ブロックの概要

C9-Aブロックは，調査範囲南側のC9-96・97.CI0-06・07グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸5m.短軸2mの範囲に15点の石器が分布する。出土層位は. IXa層か

ら医c層で.40cmほどの高低差をもって包含されている(第50・51図)。

ブロックは，加工痕ある剥片1点，石刃2点，剥片9点，砕片2点，石核1点の合計15点で構成される。

石器石材は，黒曜石Bl点，頁岩C7点，頁岩D4点，頁岩E3点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは5母岩を識別した。内訳は，黒曜石Bl母岩 (C9-1).頁岩C2母岩 (C9-2・3). 

頁岩Dl母岩 (C9-4). 頁岩E1母岩 (C9-5)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は

100% (15/15点)である。

. C9-1 :黒灰色半透明の地に黒灰色の筋が入る黒曜石である。 φlmmほどの灰色と淡樺色の爽雑物を含

む。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.4g )の単独資料である。

• C9-2 :内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)・黒褐色 (lOYR3/1)・明褐色

(7.5YR5/6)が部分的に浪じり，節理はにぶい黄色 (2.5Y6/4)・にぶい赤褐色 (5YR4/4)の嶺岡産頁岩

である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片l点，石刃 1点，剥片2点，砕片1点，石核1点の合計6点(113.8

g)である。接合資料は，剥片 1点，石核1点の合計2点 (81.5g )である。

• C9-3 :内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地に灰白色 (5Y712)が部分的に混じり，節理はにぶい赤褐

色 (5YR4/4)の嶺岡産頁岩である。石刃 1点 (23.1g)の単独資料である。

第20表 C 9-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF 8L DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP M8 MO 合計

09・1(088)

09-2.(SHO) 2 自

09-3(SHO) 

09-4(SHD) 4 4 

09“5(SHE) 2 3 

合計 2 9 2 15 

第21表 C 9-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF 8L DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP M8 MO 合計

黒曜右8(088) 1 

|頁岩O(SHO) 2 2 7 

|頁岩D(SHD) 4 4 

頁岩E(SHE) 2 3 

合計 L____! L__1 ー」
自 2 15 
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9 C 9-Aプロック

• C9-4 :自然面は平滑で暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，節理は黄褐色 (2.5Y5/4)

の硬質轍密な頁岩である。石器群の内訳は，剥片4点 (23.6g)である。接合資料は，剥片2点 (8.5g) 

である。

• C9-5 :内部は灰色 (10Y5/1)・灰オリープ色 (7.5Y6/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。

石器群の内訳は，剥片2点，砕片1点の合計3点(17.5g)である。

3)出土遺物(第52図1・2)

1は嶺岡産頁岩による稜付き石刃である。

2は頁岩による剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第52図3-11)

• C9-4 (第52図3-6) 灰オリープ色(5Y5/2)などの硬質轍密な頁岩である。剥片4点で構成される。

3は剥片2点 (4・5)の接合資料である。 6は接合しなかった同一母岩の剥片である。 4. 5と比べる

と縦長である。

. C9-2 (第52図7-11) 灰オリーブ色 (5Y4/2)などの嶺岡産頁岩である。加工痕ある剥片1点，石

刃1点，剥片2点，砕片1点，石核1点の合計6点で構成される。 7は剥片1点 (8)，石核1点 (9) 

の接合資料である。大型の剥片を素材として，両設の打面から縦長剥片や不定型な剥片を剥離している。

8は打面再生剥片である。 10・11は接合しなかった同一母岩の資料である。 10は石刃である。 11は加工痕

ある剥片で，表面右側縁と裏面左側縁に剥離痕が見られる。あるいは石核かもしれない。

10 DI0-Aプロック(第53-55図，第22・23表，カラー図版5，図版4)

1 )プロックの概要

DI0-Aプロックは，調査範囲南側のDI0-20・21グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ

中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸 1mの楕円形の範囲に7点の石器が分布する。出土層位は，

IXa層で， 20cmほどの高低差をもって包含されている(第53・54図)。

ブロックは，掻器1点，使用痕ある剥片2点，剥片4点の合計7点で構成される。石器石材は，頁岩C

7点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，頁岩C4母岩 (DlO-1-4)である。母岩識別した石器

の石器総数に対する割合は100%(717点)である。

. DIO-l :内部は黄灰色 (2.5Y5/1)の地に黄灰色 (2.5Y4/1)が部分的に混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/3)

の嶺岡産頁岩である。掻器1点 (5.7g)の単独資料である。

. DI0-2 :自然面は比較的平滑で暗赤褐色(5YR3/3)，内部は褐色(7.5YR4/3)の地に暗灰黄色(2.5Y5/2)

が混じる嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (12.8g)の単独資料である。

. DIO-3 :内部は灰色 (7.5Y4/1)・にぶい黄褐色 (10YR5/4)の地に暗灰色 (N3/0)の筋が入る嶺岡産

頁岩である。使用痕ある剥片1点 (3.9g)の単独資料である。

.DI0-4 :内部は灰オリープ色 (5Y4/2)の地に灰色 (5Y4/1)が混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/4)の

嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片4点 (20.1g)である。
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10 DlO-Aフ'ロック

3)出土遺物(第55図)

1は嶺岡産頁岩による掻器である。不定型な剥片の末端と左側縁に調整加工を行っている。

2 . 3は嶺岡産頁岩による使用痕ある剥片である。 2は表面左側縁と裏面左側縁， 3は左側縁に微細な

剥離痕が見られる。

4は嶺岡産頁岩による縦長剥片である。

o-~白
〈ご〉 13位協C)

司ミフ

智号
ζご〉

3 010ー21-4
01G-3(SHC) 
UF 
3.9g 

なy
河矢苧L

J 

〈ごミヱ〉 Dか01G-2(SHC) 
UF 
12.8g 

。

第55図 DIO-Aブロック出土遺物

第22表 DlO-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT 

D10-1(SHC) 

D10-2(SHC) 

D10-3(SHC) 

D10-4(SHC) 

合計 2 

第23表 DIO-Aブロック石材別石器組成表

11 CI0-Aブロック(第56図，第24・25表，カラー図版6)

1 )ブロックの概要

HS AS 

c三三ミョ

ぐ二ミ 4 010ー'21-1-1
01G-4(SHC) 
FL 
12.2g 

(2/3) 10cm 

FL CH 。。 SM SP MB MC 合計 l

4 4 

4 7 

ClO-Aブロックは，調査範囲南側のClO-98グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の南側縁辺

部で，傾斜変換点(台地の縁辺)に位置する。

ブロックの規模と形状は，分布図がないため，不明で、ある。出土層位は， lOcmほどの高低差をもって包

含されている。

ブロックは，使用痕ある剥片1点，石刃 1点，剥片2点，石核1点の合計5点で構成される。石器石材

は，頁岩C4点，頁岩Dl点である。
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第2節第1文化層

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，頁岩C3母岩 (ClO-1-3)，頁岩D1母岩 (ClO-4)で

ある。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(5/5点)である。

• C10-1 :灰オリーブ色 (5Y6/2)の地に幅5mmほどの灰色 (5Y4/1)の筋が入る嶺岡産頁岩である。石

刃1点 (14.5g )の単独資料である。

• C10-2 :自然面は比較的平滑でにぶい褐色 (7.5YR5/3)，内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)・暗灰黄色

(2.5Y4/2)の地に明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)・オリーブ黒色 (5Y3/1)・糧色 (7.5YR6/6)が混じり，

節理はにぶい褐色 (7.5YR5/3)の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (52.5g )の単独資料である 0

・C10-3:自然面は平滑で灰褐色 (7.5YR4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y5/3)・灰オリープ色 (5Y4/2)，

<:J::::::t 

/下〉

ど~

---0> 

〔ミ

〈二〉

4 Clか98-5

。

Cl(}-4 (SHD) 
CO 
87.1g 

第56図 C10-Aブロック出土遺物
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11 ClQ-Aプロック

節理はにぶい黄樺色 (10YR6/3)，新鮮な面は灰オリープ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内

訳は，剥片2点 (29.9g)である。

. CI0-4 :自然面は平滑でにぶい黄糧色 (10YR6/4)，内部は灰オリープ色 (5Y6/2) の地に暗褐色

(7.5YR3/3)の粒が密に入札節理はにぶい褐色 (7.5YR5/4)の硬質轍密な頁岩である。石核1点 (87.1

g)の単独資料である。

3)出土遺物(第56図)

1は嶺岡産頁岩による使用痕ある剥片である。石刃状の縦長剥片の表面右側縁と裏面右側縁に微細な剥

離痕が見られる。

2は嶺岡産頁岩による稜付き石刃である。両設打面の石核から剥離されている。

3は嶺岡産頁岩による不定型な剥片である。

4は硬質轍密な頁岩による石核である。喋を素材として， 90度の打面転移を行いながら，剥片を剥離し

ている。

第24表 CI0-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL 

ClO-l(SHC) 

Cl0-2(SHC) 

Cl0-3(SHC) 

ClO-4(SHD) 

合計

第25表 CI0-Aブロック石材別石器組成表

12 E9-Cプロック(第57-59図，第26-28表，カラー図版6，図版4)

1)プロックの概要

CH 。。 SM SP MB MC 合計

2 2 

z 5 

E9-Cブロックは，調査範囲南側のE9-53-55・62・64グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸13m，短軸4mの範囲に9点の石器・礁が散漫に分布する。出土層位は，

IXa層からIXc層にかけて， 40cmほどの高低差をもって包含されている(第57・58図)。

ブロックは，使用痕ある剥片2点，剥片5点，砕片l点の合計8点と喋1点で構成される。石器石材は，

安山岩2点，頁岩C3点.頁岩Dl点，頁岩El点，ホルンフェルス 1点である。喋石材は，凝灰岩1点

(1母岩;40.8 g)で.識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは7母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩 (E9-24・25)，頁岩C2母岩 (E9-26・

27)，頁岩Dl母岩 (E9-28)，頁岩El母岩 (E9-29)，ホルンフェルス 1母岩 (E9-30)である。母岩識

別した石器の石器総数に対する割合は100% (8/8点)である。
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12 E 9-Cブロック

. E9-24 :自然面は爪形の裂痕が密で，自然面及び内部は灰色 (5Y5/1)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。使用痕ある剥片 I点 (6.6g )の単独資料である。

. E9-25 :灰色 (7.5Y4/1)の安山岩である。剥片 1点(1.8g )の単独資料である。

• E9-26 :黄褐色 (2.5Y5/3)・灰色 (5Y5/1)の嶺岡産頁岩である。使用痕ある剥片1点 (5.7g)の単独

資料である。

. E9-27 :内部及び節理は灰オリーブ色 (5Y5/2)・褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内

訳は，剥片2点 (4.6g)である。

• E9-28 :灰オリーブ色 (5Y5/2)の硬質轍密な頁岩であるが，嶺岡産頁岩の可能性もある。砕片1点 (0.2

g)の単独資料である。

• E9-29 :内部は灰オリーブ色 (5Y612)，新鮮な面は灰色 (5Y5/1)の頁岩であるが，安山岩の可能性も

ある。剥片1点 (2.2g)の単独資料である。

• E9-30 :自然面は比較的平滑で、，自然面及び内部は灰色 (7.5Y5/1)，新鮮な面は灰色 (7.5Y4/1)のホ

ルンフェルスである。剥片1点 (22.6g)の単独資料である。

ミミ〉

ζご〉
E9-吋64-1
E9-24 (AN) 
UF 
6.6g 

2 E9-53-1 

L一一...->
E9-26 (SHC) 
UF 
5.7g 

てs

ロ
3 E9-62-1 
E9-27 (SHC) 

ど三ァ
FL 
3.0g 

。

第59図 E 9-Cブロック出土遺物

第26表 E 9-Cブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL 

E9-24(AN) 

E9-25(AN) 

E9-26(SHC) 

E9-27(SHC) 

E9-28(SHD) 

E9-29(SHE) 

E9-30(HO) 

合計 2 

第27表 E 9-Cブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL 

安山岩(AN)

|頁岩C(Sl::IO)

|頁岩D(SHD)

頁岩E(SHE)

ホルンフxJ~ス令官〉

合計 2 
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ψ〈。
〈ご二〉 4EH4-1

E9-25 (AN) 
FL 
1.8g 

(2/3) 10cm 

CH CO SM SP MB MC 合計

2 2 

5 8 

CH CO SM SP MB MC 合計

2 

2 3 

5 8 



第2節第1文化層

3)出土遺物(第59図)

1は安山岩， 2は嶺岡産頁岩による

使用痕ある剥片である。 1は石刃状の

縦長剥片の裏面左側縁の一部， 2は表

第28表 E 9-Cブロック喋組成表

|母 岩|石材|個数|重量|

|E9R-151 1 刊 I 11 40.8 I 

面の末端から右側縁の一部にかけてと裏面末端に微細な剥離痕が見られる。

3は嶺岡産頁岩， 4は安山岩による剥片である。

13 ブロック外(第60・61図，カラー図版6)

ここでは第 1文化層のブロックを形成していないグリッド単独 (2点以下)出土の遺物について記述す

る。掻器1点，加工痕ある剥片2点，剥片3点.石核I点，喋2点の合計9点が出土した。

1は漆黒色不透明で黄灰色の央雑物を含む黒曜石による掻器である。栃木県高原山産と考えられる。素

材の末端に70度ほどの調整加工を行っている。 Cl-80グリッドの困層から出土した。 2は自然面は爪形の

裂痕が密で，自然面及び内部は黒褐色 (lOYR2/2)の半透明の黒曜石による加工痕ある剥片である。産地

は不明である。被熱等によるものか，表面全体に光沢がない。縦長剥片を素材として，裏面左側縁の上部

に調整加工を行っている。調査時の所見ではE7-40グリッドのE層であったが，同層から出土した礁より

も50cmほど下部から出土しているため，第1文化層に帰属するものと考えた。 3は暗灰黄色 (2.5Y5/2)

の安山岩による加工痕ある剥片である。表面左側縁から右側縁下部にかけてと裏面右側縁に調整加工を行

っている。

受事

事;恥A

〈コ
~ 

1 C1-8G-1 
C1-183 (OBA) 
ES 
3.4g 

ててf一一一一一一三〉

4 C9-38-1 
C争唱(RH)
FL 
25.1g 

くに…E7-10(OBG) RF 
10.0g 

。
第60図 第1文化層ブロック外出土遺物
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第2節第1文化層

石錐の可能性もある。 D2-31グリッドのX層から出土した。器種や出土層位など問題の残る石器である。

4は自然面は平滑で，自然面及び内部は灰白色 (5Y8/2)，新鮮な面は灰白色 (N8/0)の流紋岩による剥

片である。 C9-38グリッドのIXc層から出土した。 5は淡黄色 (2.5Y8/3)の流紋岩による剥片である。

C9-42グリッドの四~IXa層から出土した。 6 はにぶい黄樟色 (lOYR7/4) ・にぶい黄褐色 (lOYR5/3) の

硬質綾密な頁岩による石核である。両端に剥離痕が見られ，両極石核と考えられる。 D1-84グリッドのX

層から出土した。 3と同様，器種や出土層位など問題の残る石器である。

14 焼土遺構(第62図，図版4)

E4-04・05グリッドの医層中で，焼土遺構を 1基検出した。台地のほぼ中央部で，傾斜変換点までの距

離は30mで、ある。遺構の検出面は医層上面で，焼土粒を多量に含む1層を中心として，直径3m・深さ20

cmの範囲に焼土粒や炭化物などが分布している。その性格については，明確なプランが確認されなかった

こと，近くに関連する遺物などが検出されていないこと，炭化物の分布状況の確認に問題がなかったのか

など遺構として認識するには不確定な要素もあるが，限られた狭い範囲に集中していることから，野火な

どによって形成されたというよりも，焚き火の痕跡といった人為的な要因を考えても良いと思われる。な

お，会田信行氏(当時，成田園芸高校教諭)に残留磁化測定を依頼したが，分析結果が所在せず，詳細は

不明である。

15 士坑(第63図，図版4)

台地のほほ中央部のC9-38・48グリッドで，長軸80cm，短軸60cm，深さ10cmの楕円形の土坑を 1基検出

した。検出面は，第2黒色帯下部のIXa層上部から中部と思われるが，本来の堀り込み面は，不明である。

炭化物集中地点C-1が重複し隣接するC9-38グリッドのIXc層から剥片が単独で出土している。土坑内

では遺物は発見されておらず，人為的に掘り込まれたのかどうかは不明であるが，炭化物がまとまって集

中している。

16 炭化物集中地点(第64図，図版4・5)

本遺跡では立川ローム層第2黒色帯下部からX層にかけて，炭化物が集中して6か所発見された。人為

的か自然的要因か未だに確定していないという成因の問題や標本抽出における偏向の問題などが考えられ

るが，これらの炭化物の集中分布に対して，炭化物集中地点 (C-1~C-6) と呼称し記載した。

その分布状況について，①石器群との関係では，一部が重複するものが1か所 (C-6)，近接するもの

が3か所 (C-2・3・4)，20m以上離れるものが2か所 (C-1・5)ある。また， C-1は，土坑が重

複し単独出土の石器が近接している。②全体の分布状況は，南に偏る。③個々の分布状況は，長軸2m

~6m，短軸 1 m~4m，深さはO.2m~O.5mで，概ねIXc層に収まる。④分布密度は A 全体的に散漫

に広がるもの3か所 (C-2・3・6)，B;全体的に密度の高いまとまりを示すもの1か所 (C-5)，C; 

散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示すもの2か所 (C-1・4)の3種類に分けられる。
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第3節第2文化層

第3節第2文化層

第2文化層は，立111ローム層のハードローム層(羽層下部~困層)を中心に包含されている石器群であ

る。 E4-A.B. B9-C. DI0-Bブロックの4か所が該当する。武蔵野台地の羽層石器群に相当すると考

えられる。

1 E4-Aプロック(第65-68図，第29・30表，カラー図版6・12，図版5)

1 )プロックの概要

E4-Aブロックは，調査範囲ほぽ中央のE4-45・55グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほ

ぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸2m.短軸1mの範囲に18点の石器が分布する。出土層位は，四層から

IXc層にかけて.50cmほどの高低差をもっているが，中心は四層で.20cmほどの高低差をもって包含され

ている(第65・66図)。

プロックは，剥片14点(13個体).砕片2点，石核2点の合計18点(17個体)で構成される。石器石材は，

ホルンフェルス18点 (17個体)である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は，ホルンフェルス2母岩 (E4-2・3)である。母岩識別し

た石器の石器総数に対する割合は94%(17/18点)である。

• E4-2 :自然面は平滑で，自然面及び内部は暗オリープ灰色 (2.5GY4/1)のホルンフェルスである。石

器群の内訳は，剥片6点砕片1点，石核1点の合計8点 (311.3g )である。接合資料は，剥片4点，

石核1点の合計5点 (301.2g)である。

• E4-3 :自然面は平滑で暗オリープ灰色 (5GY3/1).内部は暗オリープ灰色 (5GY3/1)の地ににぷい

赤褐色 (5YR4/4)の鉄分が混じるホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片8点 (7個体).石核1

点の合計9点 (8個体;101.9 g)である。接合資料は. 2グループあり.Aは剥片2点，石核1点の合

計3点 (80.6g). Bは剥片2点(l個体;3.3g)である。

なお，母岩分類できなかった資料に，ホルンフェルスの砕片1点 (0.4g)がある。

3)接合資料とその関連資料(第67・68図)

. E4-3 (第67図) 暗オリープ灰色 (5GY3/1)などのホルンフェルスである。剥片8点 (7個体).石

核1点の合計9点 (8個体)で構成される。接合資料は. 2グループある。 B (l)は剥片2点の接合資

第29表 E 4-Aプロック母岩別石器組成表

第30表 E4-Aブロック石材別石器組成表

一卯一
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第3節第2文化層

料で，接合して 1個体となる。 A (2)は剥片2点 (3・4)，石核1点(5 )の合計3点の接合資料で

ある。打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。

. E4-2 (第68図) オリーブ灰色 (2.5GY5/1)などのホルンフェルスである。剥片6点，砕片1点，石

核 1点の合計8点で構成される。 6は剥片4点 (7~ 10)，石核1点 (11)の接合資料である。比較的扇

平な拳より大きい喋を素材として，打面と作業面を入れ替えながら， 7→8→9→10の順に不定型な剥片

を剥離している。

~ 

〈ミミ二エコ

。

1 E4-5!Hト2
E4-55-7 
E4-3B(HO) 
FL 3.3g 

(2/3) 

~m 
てこご〉

10cm 

3 E4-45-8 
E4-3A(HO) 
FL 
3.5g 

第67図 E 4-Aブロック出土遺物(1)
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とここ〉

2 3-5 
E4-3A(HO) 
80.7g 

4 E4-45-4 
E4-3A(HO) 
FL 
16.1g 

5 E4-55-2 
E4-3A(HO) 
CO 
61.1g 



〈ご〉

f¥ 

1 E 4-Aブロック

6 7-11 
E4-2A(HO) 
301.1g 

勺-~

7 E4ー時9
E4-2A(HO) 
FL 
27.5g 

8 E4-45-5 
E4-2A(HO) 
FL 
67.7g 

てこメミ

。

9 E4~侍~
E4-2A(HO) 
FL 
8.4g 

(2/3) 

第68図 E 4-Aブロック出土遺物(2) 
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亡ここご〉
10 E4-S5-3 

11 E4-45-3 
E4-2A(HO) 
CO 
195.1g 

E4-2A(HO) 
FL 
2.4g 

10側



(第69-71図，第31・32表，

第2文化層

2 E4-Bブロック

第3節

図版5)カラー図版6，

ブロックの概要

台地のほブロックの立地は，調査範囲ほぼ中央のE4-53・54グリッドに位置する。E4-Bブロックは，

百層から

ぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸4m，短軸1mの範囲に9点の石器が分布する。出土層位は，

W層にかけて， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第69・70図)。

ブロックは，削器1点，加工痕ある剥片2点，剥片4点，砕片2点の合計9点で構成される。石器石材

は，黒曜石B3点，頁岩A1点，頁岩B4点，凝灰岩1点である。
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一一一 55.0∞m

E 4-Bブロック出土遺物分布(1)
一石器別分布一

第69図

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，黒曜石B2母岩 (E4-4・5)， 

頁岩B4母岩 (E4-1・7-9)，凝灰岩1母岩 (E4-10)である。母岩識別した石器の石器総数に対する

割合は89% (8/9点)である。

頁岩A1母岩 (E4-6)， 

の北関東産頁岩で. E4-1 :内部及び新鮮な面はにぶい黄糧色 (10YR6/3)・にぶい黄褐色 (10YR5/3)

あるが，東北産頁岩の可能性もある。削器1点 (47.3g )の単独資料である。

-94-



2 E 4-Bブロック

. E4-4 :自然面は極めて平滑で、，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (5.1g)の単独資料である。

. E4-5 :自然面はスリガラス状で，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な黒曜石である。 E4-4と

同一母岩の可能性がある。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.9g)の単独資料である。

. E4-6 :内部及び新鮮な面は灰黄褐色 (lOYR4/2)，節理は灰黄褐色 (10YR6/2)の東北産頁岩である。

加工痕ある剥片1点(1.4g )の単独資料である。

• E4-7 :暗灰黄色 (2.5Y5/2)の北関東産頁岩である。剥片1点(1.4g )の単独資料である。

乙二二二〉
。 (2/3) 

第71図 E 4-Bブロック出土遺物

1 E4-54-3 
E4-1 (8HB) 
88 
47.3g 

10cm 

第31表 E 4-Bブロック母岩別石器組成表

p 2 E4-53-fi 
E4-4(OBB) 
RF 
5.1g 〈つ

~g勺
亡三〉 )

 
A
 

1
H
 

ト

6
4
u
a
u
g
-

A
ザ

A
E守

Er
凋
吟

E
』

E
L
ロ円
4
1

唱。

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

E4-l(SHB) 

E4-4(OBB) 

E4-5(OBB) 

E4-6(SHA) 

E4-7(SHB) 

E4-8(SHB) 

E4・9(SHB)

E4-10(TU) 

その他(OBB)

合計 2 4 2 L__ 9 

第32表 E 4-Bブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

黒曜宥8(OBB) 3 

頁岩A(SHA)

頁岩B(SHB) 2 4 

灘灰岩(TU)

合計 2 4 2 自
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第3節第2文化層

. E4-8 :にぶい黄櫨色 (10YR6/3)の北関東産頁岩である。 E4-1と同一母岩の可能性が高い。剥片1点

(0.5 g)の単独資料である。

• E4-9 :にぶい黄褐色 (10YR5/3)の北関東産頁岩である。 E4-1と同一母岩の可能性が高い。砕片1点

(0.2 g)の単独資料である。

• E4-10 :自然面は凹凸が激しく浅黄色 (2.5Y7/4)・黒褐色 (5YR3/1)，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の凝

灰岩である。剥片1点(1.6g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の砕片 1点 (0.4g)がある。

3)出土遺物(第71図)

1は北関東産頁岩による削器である。表面右側縁と裏面左側縁に調整加工を行っている。

2は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。両側縁に調整加工を行っており，表面左

側縁と裏面右側縁の一部に微細な剥離痕が見られる。 3は東北産頁岩による加工痕ある剥片である。裏面

左側縁の一部に調整加工を行っている。

3 B9-Cブロック(第72-74図，第33・34表，カラー図版6・12，図版5)

1 )ブロックの概要

B9-Cブロックは，調査範囲南側のB9-67グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の西側縁辺部で，

傾斜変換点(台地の縁辺)に位置する。

ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸2mの範囲に9点の石器が分布する。出土層位は， VI層を中

心として， 20cmほどの高低差をもって包含されている(第72・73図)。

ブロックは，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片1点，敵石l点，剥片5点，原石1点の合計9点で構

成される。石器石材は，軟質の安山岩1点，頁岩Dl点，頁岩El点，チャート 1点，砂岩4点，ホルン

フェルス 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは6母岩を識別した。内訳は，軟質の安山岩1母岩 (B9-2)，頁岩Dl母岩 (B9-5)， 

頁岩El母岩 (B9-8)，チャート 1母岩 (B9-11)，砂岩1母岩 (B9-13)，ホルンフェルス 1母岩 (B9-14)

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(9/9点)である。

• B9-2 :自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)・灰白色 (7.5Y7/2)，新鮮な面は灰白色 (7.5Y7/1)

の軟質な安山岩である。原石1点 (81.5g)の単独資料である。

. B9-5 :暗灰黄色 (2.5Y4/2)・暗灰黄色 (2.5Y5/2)の硬質轍密な頁岩である。使用痕ある剥片1点 (3.2

g)の単独資料である。

• B9-8 :内部は淡黄色 (2.5Y8/3)の地ににぶい黄色 (2.5Y6/4)，新鮮な面は黒褐色 (2.5Y3/1)の頁岩

である。ナイフ形石器1点 (3.5g)の単独資料である。

. B9-11 :自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/3)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)・黄灰色 (2.5Y4/1)

が混じり，内部は灰オリーブ色(7.5Y6/2)の地に褐色(7.5YR4/3)が混じるチャートである。敵石1点(37.8

g)の単独資料である。

• B9-13 :自然面は平滑で灰黄色 (2.5Y6/2)・にぶい黄色 (2.5Y6/4)，内部は灰色 (lOY6/1)，節理は褐

色 (lOYR4/6)の砂岩である。石器群の内訳は，剥片4点 (49.9g )である。接合資料は，剥片1点，石
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3 B 9-Cブロック
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第3節第2文化層

G
P
 

食

h
u
/
ふ

ζご込。1 B!Hi7-5 B9-8(SHE) 
KN 
3.5g 

4 B9-→67~ 
B!ト2(TO) 
SM 
81.5g 

6 B!Hi7-3 
FA(SA) f一ー¥
6.4g 

。
(2/3) 10cm 

3 B!Hi7-1 
B9-11 (CH) 
HS 
37.8g 

第74図 B 9-Cブロック出土遺物

第33表 B 9-Cブロック母岩別石器組成表

5 6+7 
B!ト13A(SA)
47.5g 

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
B9-2(TO) 

B9-5(SHD) 

B9-8(SHE) 

B9-11(CH) 

B9-13(SA) 4 4 

B9-14(HO) 

合計 5 ~ Lー 」ー 9 

第34表 B 9-Cブロック石材別石器組成表

宥 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
安山岩(TO)

|頁岩D(SHD)

|頁岩E(SHE)

チャート(CH)

砂岩(SA) 4 4 

ホルンフzルス0咽〉

合計 5 9 
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3 B 9-Cブロック

核1点の合計2点 (47.5g )である。

. B9-14 :灰オリーブ色 (7.5Y5/2)のホルンフェルスである。剥片 1点 (0.3g)の単独資料である。

3)出土遺物(第74図1-4)

1は頁岩による部分加工のナイフ形石器である。石刃を素材として末端側を基部として調整加工を行っ

ている。上部が欠損している。

2は硬質轍密な頁岩による使用痕ある剥片である。右側縁の一部に微細な剥離痕が見られる。

3はチャートによる敵石である。図上正面の剥離痕が敵打痕と考えられる。上部の大半を欠損し，末端

部と思われる。

4は軟質の安山岩による原石である。

4)接合資料とその関連資料(第74図5-7)

. B9-13 (第74図5-7) 灰色(lOY6/l)などの砂岩である。剥片4点で構成される。 5は剥片2点(6・

7)の接合資料である。 7→6の順に剥離している。

4 DlO-Bブロック(第75--77図，第35・36表，カラー図版6，図版5)

1 )ブロックの概要

D10-Bブロックは，調査範囲南側のD10-44・45グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ

中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸6m，短軸2mの範囲に6点の石器が散漫に分布する。出土層位は，調

査時の所見によれば， VI層である(第75・76図)。

ブロックは，剥片6点で構成される。石器石材は，頁岩C5点，頁岩E1点である。

A 丸 じ区
→01か →E1N5 

色
~.~・
寸010-54 ・十

• FL 

。
(1/100) 

第75図 DlO-Bブロック出土遺物分布(1)
一石器別分布一

4円1

A 
古10-44

→010-54 
• SHC 

v SHE 

。

イ百10-45

‘オE1か55

(1/100) 4打1

第76図 D10-Bブロック出土遺物分布(2) 
石材別分布一
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第3節第2文化層

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は，頁岩Cl母岩 (DlO-5)，頁岩El母岩 (DlO-6)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100% (6/6点)である。

• DI0-5 :自然面は比較的平滑で暗灰黄色 (2.5Y4/2)，内部及び新鮮な面が灰オリーブ色 (5Y5/2)の資

料と灰オリーブ色 (5Y412)の資料など母岩内での変異のある嶺岡産頁岩である。後者は前者に比べると

若干珪化度が高い。石器群の内訳は，剥片5点 (14.0g )である。

. DI0-6 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)，新鮮な面は灰色 (7.5Y4/1)の

頁岩である。剥片1点 (7.6g )の単独資料である。

3)出土遺物(第77図)

1は嶺岡産頁岩による縦長剥片， 2は嶺岡産頁岩による不定型な剥片， 3は頁岩による不定型な剥片で

ある。

色白色白
司書ミ』

D 
1 01か44-2
010-5(SHC) 
FL 
4.1g 

〈ごと〉
2 010-44-3 

。

010-5 (SHC) 
FL 
3.3g 

第77図 DlO-Bブロック出土遺物

第35表 D10-Bブロック母岩別石器組成表

第36表 D10-Bブロック石材別石器組成表

-100 -

ζ二〉

(2/3) 

3 010-45-3 
01D-6(SHE) 
FL 
7.6g 

10cm 



1 C 8-Aブロック

第4節第3文化層

第3文化層は，立川ローム層のハードローム層 (V層下部)を中心に包含されている石器群である。

C8-A， B9-Bブロックの2か所が該当する。他に単独地点3か所を検出した。前後する文化層に比べ，

出土地点・出土層位に多少違いがあることや調査時の所見なども勘案して，設定したものである。武蔵野

台地のV層下部の石器群に相当すると思われるが，層位的・資料的制約などから，その内容は明確ではな

く，第4文化層の南側の一群に帰属する可能性もある。

1 C8-Aプロック(第78-80図，第37・38表，カラー図版6)

1 )プロックの概要

C8-Aプロックは，調査範囲南側のC8-19・28・29グリッドに位置する。プロックの立地は，台地の西

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，直径3mの範囲に3点の石器が散漫に分布する。出土層位は， V層下部で，

10cmほどの高低差をもって包含されている(第78・79図)。

プロックは，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片1点，石核1点の合計3点で構成される。石器石材は，

黒曜石G2点，頁岩C1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は，黒曜石Gl母岩 (C8-1)，頁岩C1母岩 (C8-2)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(3/3点)である。

. C8-1 :黒褐色 (10YR3/2)で半透明な黒曜石である。被熱等によるものか，表面全体に光沢がない。

産地は不明である。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片1点の合計2点 (2.3g)である 0

・C8-2:灰オリープ色 (5Y5/2)の地に灰色 (5Y5/1)が混じる嶺岡産頁岩である。石核1点 (20.2g) 

の単独資料である。
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一石器別分布一
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第4節第3文化層

3)出土遺物(第80図)

1は産地不明の黒曜石によるナイフ形石器である。打面側を先端部として，右側縁に調整加工を行って

いる。先端部と思われるが，下部の大半を欠損していることから，形態は不明である。

2は産地不明の黒曜石による使用痕ある剥片である。小型の石刃を素材として，表面左側縁の下半部と

裏面両側縁の一部に微細な剥離痕が見られる。

3は嶺岡産頁岩による石核である。旧素材の主要剥離面を打面として，求心的な剥離作業により不定型

な剥片を剥離している。

金~Ð
4三~

ζ二3

1 C8-19-1 
C8-1(OBG) 
KN 
0.9g 

自 ~Ðl
ζコ 2 C8-29-1 

C8-1(OBG) 
UF 
1.4g 

。

第80図 C 8-Aブロック出土遺物

第37表 C 8-Aブロック母岩別石器組成表

第38表 C 8-Aプロック石材別石器組成表

2 B9-Bブロック(第81-83図，第39・40表，カラー図版6)

1 )プロックの概要

(2/3) 

& 

t1'J 3 C8-28-1 
C8-2(SHC) 
CO 
20.2g 

10cm 

B9-Bプロックは，調査範囲南側のB9-96，BI0-05グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の西

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

プロックの規模と形状は，長軸5m，短軸1mの範囲に3点の石器が分布する。出土層位は， V層で，

10cmほどの高低差をもって包含されている(第81・82図)。

プロックは，削器1点，加工痕ある剥片2点の合計3点で構成される。石器石材は，黒曜石C1点，黒

曜石Gl点，頁岩Dl点である。
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第82図B 9-Bブロック出土遺物分布(1)
一石器別分布一

第81図

。
2 Bチ96-1
B!ト15(OBC)
RF 
3.6g 

得
ζこご〉

一，~
マ

/一--
1 B10-5-2 
B!ト17(SHD)
SS 
31.5g て亙ち

く二二〉
3 日ト96-2
B!ト16(OBG)
RF 
7.3g 

10cm (2/3) 
。

B 9-Bブロック出土遺物第83図



第4節第3文化層

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは3母岩を識別した。内訳は，黒曜石C1母岩 (B9-15).黒曜石Gl母岩 (B9-16).頁

岩Dl母岩 (B9-17)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(3/3点)である。

• B9-15 :薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φlmmほどの灰白色の夷雑物を含む。信州麦草峠

産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (3.6g)の単独資料である。

• B9-16 :灰色と黒灰色が多数縞状に入る不透明な黒曜石である。 φ1皿ほどの黄白色の爽雑物を含む。

産地は不明である。加工痕ある剥片1点 (7.3g)の単独資料である。

• B9-17 :にぶい黄褐色 (10YR5/3)の硬質綾密な頁岩である。削器1点 (31.5g)の単独資料である。

3)出土遺物(第83図)

1は硬質轍密な頁岩による削器である。右側縁に調整加工を行っている。

2は信州麦草峠周辺産の黒曜石. 3は産地不明の黒曜石による加工痕ある剥片である。 2は左側縁. 3 

は右側縁の一部に調整加工を行っている。

第39表 B 9-Bブロック母岩別石器組成表

第40表 B 9-Bブロック石材別石器組成表

3 ブロック外(第84図)

ここでは第3文化層のブロックを形成していない

グリッド単独 (2点以下)出土の遺物について記述

する。剥片3点，喋1点の合計4点が出土したが，

図示するものはない。
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1 C 1-Cブロック

第5節第4文化層

第4文化層は，立川ローム層ソフトローム層 (III層下部)からハードローム最上層(町・ V層)を中心

に包含されている石器群である。武蔵野台地の町層下部ないしV層の石器群に相当すると考えられる。

CI-C -F. DI-B. C2-C . D. D2-A -C. E6-A. D7-A. E7-A -C. E8-A -H. E9-A. B. 

D9-A' Bブロックの27か所が該当する。 CI-C. D. C2-C. DI-B. D2-A-C. D7-A. E7-A-C. 

E8-C・D. F-H. E9-A・Bブロックにはブロック間に接合関係，これら及びCI-E.C2-D. DI-C 

ブロックにはブロック聞に母岩の共有関係がある。また，これらのブロックは，石器石材では，ホルンフ

エルスを主体として，嶺岡産頁岩などの頁岩類や璃瑠・玉髄などが伴う遺跡北側のCI-C-F.DI-B. 

C2-C . D. D2:-A -C. E6-Aブロックと信州和田峠産の黒曜石などを主体とする遺跡南側のD7-A.

E7-A-C. E8-A-H. E9-A・B.D9-A・Bブロックに分かれる。同様の分布上の差は，喋群の礁の

属性などでも見られる。なお，礁はD9-Bブロックを除いて，すべてのブロックに伴っており.E8-Eブ

ロックは喋のみである。他に，単独出土地点4か所を検出した。

1 CI-Cブロック(第85--90図，第41--43表，カラー図版7・12)

1 )ブロックの概要

CI-Cブロックは，調査範囲北側のCI-81・82・88・91グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の西側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸5m.短軸4mの範囲に34点の石器・離が分布する。出土層位は，調査

時の所見によれば，町層からVI層にかけて.50cmほどの高低差をもって包含されている(第85・86図)。

ブロックは，加工痕ある剥片2点，剥片24点，砕片2点，石核5点の合計33点と喋1点で構成される。

石器石材は，頁岩Al点，頁岩El点，チャート 2点，ホルンフェルス26点，璃瑠・玉髄3点である。蝶

石材は，砂岩l点(l母岩;33l.7 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは17母岩を識別した。内訳は，頁岩Al母岩 (CI-152).頁岩El母岩 (Cト153).チャ

ート 1母岩 (Cト154). ホルンフェルス13母岩 (CI-155-167).璃瑠・玉髄1母岩 (Cト168)である。母

岩識別した石器の石器総数に対する割合は94%(31133点)である。

. CI-152 :にぶい黄褐色 (lOYR4/3)の東北産頁岩である。剥片1点 (4.5g)の単独資料である。

. CI-153 :自然面は比較的平滑で、黄褐色 (2.5Y5/3)の地に灰白色 (7.5Y8/2)の斑が入札内部は灰オ

リーブ色 (5Y6/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (9.4g)の単独資料である。

. CI-154 :自然面は比較的平滑で、黒色 (N2/0). 内部は黒色 (N2/0)・灰オリーブ色 (7.5Y5/2)のチャ

ートである。石器群の内訳は，剥片2点 (6.1g)である。接合資料は，剥片1点 (5.2g)が.CI-Dブロ

ックの石核1点と接合している。

. CI-155 :自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y6/2). 内部は青灰色 (5B6/l)のホルンフェルスである。

石核1点 (49.3g )の単独資料である。

. CI-156 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (7.5Y5/1).節理は灰色 (10Y4/1)のホルンフェル

スである。石核1点 (22.5g)の単独資料である。

. CI-157 :自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y4/1).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホル

ンフェルスである。石器群の内訳は，剥片2点 (13.4g )である。

- 105-



第4文化層第5節

のホルンフェ内部は灰オリーブ色 (5Y5/2). Cl-158 :自然面は比較的平滑で灰オリーブ色 (5Y412)，

ルスである。剥片l点 (4.lg)の単独資料である。

のホルンフェルスである。石

器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点 (14.8g)である。

. Cl-160 :自然面は平滑で、灰色 (7.5Y5/1)の地に灰白色 (5Y8/2)が部分的に入り，

. Cl-159 :自然面は比較的平滑で灰黄色 (2.5Y7/2)，内部は灰色 (5Y5/1)

内部は灰色 (7.5Y5/1)

の単独資料である。の地に灰白色 (5Y8/2)が部分的に入るホルンフェルスである。剥片1点 (19.7g) 
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C 1-Cプロック1 

のホルンフェルスにぶい黄色 (2.5Y6/4)• CI-161 :内部は灰色 (lOY4/1)，節理は淡黄色 (2.5Y8/3)，

である。剥片1点 (5.5g)の単独資料である。

• CI-162 :自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y4/1)の地ににぶい赤褐色 (5YR4/3)が部分的に混じり，

内部は灰色 (7.5Y4/1)の地に灰白色 (5Y8/2)が部分的に混じるホルンフェルスである。石器群の内訳は，

剥片3点 (46.2g)である。接合資料は，剥片3点 (46.2g )である。

• CI-163 :自然面は平滑で灰色(7.5Y5/1)，内部は灰色(5Y5/1)・灰色(5Y4/1)，節理は暗赤褐色(2.5YR3/3)

のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片1点，石核1点の合計2点 (186.9g )である。接合資

料は，剥片1点，石核1点の合計2点 (186.9g )である。

• CI-164 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は浅黄色 (2.5Y7/4)，新鮮な面は黄灰色 (2.5Y5/1)

のホルンフェルスである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，石核1点の合計2点(167.6g)である。

内部は灰オリープ色 (7.5Y5/1)

その他に同一母岩がC2-Dブロックに2点ある。

自然面及び節理は灰オリープ色 (7.5Y4/2)，• CI-165 :自然面は平滑で，
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第5節第4文化層

の地に灰白色 (5Y8/1)が部分的に混じるホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片3点 (43.5g) 

である。

. Cl-166 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホ

ルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片3点 (44.6g )である。

. CI-167 :灰白色 (7.5Y7/2)の地にオリーブ灰色 (5GY5/1)の縞が入るホルンフェルスである。石器

群の内訳は，剥片2点 (32.7g)である。

• CI-168 :自然面は若干凹凸があり明黄褐色 (2.5Y7/6)，内部は灰白色 (2.5Y8/2)で不透明な璃瑠・玉

髄である。石器群の内訳は，剥片2点，石核1点の合計3点 (46.2g )である。接合資料は，剥片1点，

石核1点の合計2点 (22.6g)である。

なお，母岩分類できなかった資料に，ホルンフェルスの砕片2点 (0.6g )がある。

3)出土遺物(第87図，第88図9-11)

1・2はホルンフェルスによる加工痕ある剥片である。 1は裏面右側縁の一部， 2は右側縁下部に調整

加工を行っている。

3は東北産頁岩， 4-8はホルンフェルスによる剥片である。 3は石刃状の縦長剥片， 4-7は不定型

な剥片， 8は横長剥片である。

9-11はホルンフェルスによる石核である。打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離して

いる。

4)接合資料とその関連資料(第88図12-15，第89・90図)

. CI-162 (第88図12-15) 灰色 (7.5Y4/1) などのホルンフェルスである。剥片3点で構成される。 12

は剥片3点 (13-15)の接合資料である。角礁を素材として，13→14→15の順に上方向から剥離している 0

・CI-168(第89図16-18) 灰白色 (2.5Y8/2) などの璃噛・玉髄である。剥片2点，石核1点の合計3

点で構成される。 16は剥片1点 (18)，石核1点 (17)の接合資料である。自然面を打面として， 18を含

む不定型な剥片を剥離している。

. CI-154 (第89図19-21) 黒色 (N2IO)などのチャートである。剥片2点で構成される。 19は剥片1

第41表 C l-Cブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP E5 55 GR DR PQ RF UF BL DA HX PT H5 A5 FL CH 。。 5M 5P MB MC 合計
C1-152(5HA) 

C1-153(5HE) 

C1-154(CH) 2 z 
C1-155(HO) 

C1-156(HO) 

C1-157(HO) 2 2 

C1-158(HO) 

C1-159(HO) 2 

Cl-160(HO) 

C1-161(HO) 1 

C1-162(HO) 3 3 

C1-163(HO) 2 

C1-164(HO) 2 

C1-165(HO) 3 3 

C1-166(HO) 3 3 

C1-167(HO) 2 2 

C1-168(CC) 2 3 

その他(HO) 2 2 

合計 2 24 2 5 33 
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くこ〉ぐー~
1 Cl-91-1i C1-159(HO) 
C1-惜4(HO) RF 

RF 12目7g

57.2g ーこコ
ぐミ込

4 Cl-91-23 ー、.;..../' 、ミ主~

/一¥i C1-160(HO) 

~ 
5 Cl-91-14 

FL C1-165(HO) 
19.7g FL 

34.7g 

て£ミミプ戸

c--で〉

ど三〉
6 Cl-91-5 
C1-166(HO) 
FL 
29.0g 

。

第87図 C l-Cブロック出土遺物(1)

第42表 C l-Cブロック石材別石器組成表

石 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS 

|頁岩A(SHA)

|頁岩I;(SHE)

チャート(CH)

ホルンフzルス〈ト由〉 2 

璃瑠・玉髄(CC)

合計 2 
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第5節第4文化層

必診 9 Cl-81-14 
C1-156(HO) 
CO 
22.5g 

貯

ζ二〉
13 Cl--91-16 
C1-162A(HO) 
FL 
23.8g 

10 Cl-81-10 
C1-164(HO) 
CO 
110.4g 

ζ二三

12 13-15 
C1-162A(HO) 
46.2g 

14 Cl--91-20 
C1-162A(HO) 

な8g く二〉

。
(2/3) 10cm 

第88図 C 1-Cブロック出土遺物(2) 

n
u
 

11 Cl-81-12 
C1-155(HO) 
CO 
49.3g 

15 Cl--91-11 
Cト162A(HO)
FL 
6.6g 



16 17+18 
CH68A(CC) 
22.6g 

ぜう

1 C 1-Cブロック

も

U3 
ζ二二〉

。

20 Cl-91-2 
CH54A(CH) 
FL 
5.2g 

(2/3) 10cm 

第89図 C 1-Cブロック出土遺物(3 ) 

18 Cl-91-24 
CH68A(CC) 
FL 
8.4g 

19 20+21 
CH54A(CH) 
104.5g 

21 Cl-59-95(C1-Dブロック)
CH54A(CH) 
CO 
99.3g 
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点 (20)と石核1点 (21)の接合資料である。小型の楕円喋を素材として，打面と作業面を入れ替えなが

ら.20を含む不定型な剥片を剥離している。 21の下面図の右下には浅い敵打痕が見られるが，台石上での

作業によるものとすると打面や作業面の方向とは一致しないことから，敵石への(あるいはからの)転用

の可能性がある。なお.21はC1-Dブロックから出土している。

• Cl-163 (第90図) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。剥片1点，石核1点の合計2点で

構成される。 22は剥片1点 (23).石核1点 (24)の接合資料である。比較的扇平な礁を2分割し 24は

自然面を打面として，不定型な剥片を剥離している。

22 23+24 
C1-163A(HO) 
186.9g 

O
 
H
 

叶
蹴

Z

4

4

h

 

引
引
礼
的
同

命。
内
，

ι

。
(2/3) 10cm 乙〉

第90図 C 1-Cブロック出土遺物(4) 

第43表 C 1-Cブロック喋組成表

l母 岩|石材|個数|重量|
lC1R-24 1 SA I 11 331.7 I 

24 Cl~1-1 7 
C1-163A(HO) 
CO 
103.9g 



2 C l-Dブロック

2 CI-D ブロック(第91~95図，第44~46表，カラー図版 7 ・ 12)

1 )ブロックの概要

CI-Dブロックは，調査範囲北側のCl-49・59・69，Dl-40・50・60グリッドに位置する。ブロックの

立地は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで30mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸8m，短軸4mの範囲に105点の石器・礁が分布するが，そのほとんど

が長軸5m，短軸4mの範囲に集中する。出土層位は， III層を中心として， 60cmほどの高低差をもって包

含されているが，際群は30cmほどの高低差に収まる(第91-94図)。

ブロックは，剥片25点 (24個体)，石核4点の合計29点 (28個体)と磯76点で構成される。石器石材は，

頁岩Dl点，頁岩E3点，チャート 1点，ホルンフェルス24点 (23個体)である。喋石材は，流紋岩11点

(4母岩;168.7 g)，頁岩1点(l母岩;24.0 g)，凝灰岩9点 (4母岩;436.4 g )，砂岩55点 (22母岩:

1.072.6 g)，識別できなかった砂岩2点 (14.9g)で，識別率は97%である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは7母岩を識別した。内訳は，頁岩Dl母岩 (C1-169)，頁岩E2母岩 (C1-170・171)，

チャート 1母岩 (C1-154)，ホルンフェルス 3母岩 (C1-172-174)である。母岩識別した石器の石器総

数に対する割合は100%(29/29点)である。

• Cl-154 :黒色 (N2/0)などのチャートである。母岩の特徴はC1-Cブロックで記したとおりである。

本ブロックでは石核1点 (99.3g)の単独資料であるが， C1-Cブロックの剥片 1点と接合している。そ

の他に同一母岩がC1-Cブロックに 1点ある。

. Cl-169 :自然面は平滑で灰黄色 (2.5Y7/2)，内部は青灰色 (5B6/1)の地に暗青灰色 (5B3/1)が網目

状に入札節理は赤褐色 (5YR4/8)の硬質綾密な頁岩である。剥片 1点 (11.1g)の単独資料である。

. Cl-170 :自然面は平滑で、， 自然面・内部・節理は灰白色 (5Y7/2)・灰白色 (5Y7/1)，新鮮な面は暗灰

色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片1点，石核1点の合計2点 (55.4g)である。接合資料

は，剥片I点，石核1点の合計2点 (55.4g)である。

. Cl-171 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰白色 (5Y8/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。

CI-170と同一母岩の可能性が高い。剥片1点 (17.4g)の単独資料である。

• Cl-172 :自然面は比較的平滑で灰黄色 (2.5Y612)・にぶい赤褐色 (5YR4/3)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1)・

褐色 (7.5YR4/3)，節理はにぶい赤褐色 (5YR5/4)・にぶい樺色 (5YR7/3)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)

のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片14点，石核2点の合計16点 (399.3g)である。接合資

料は， 2グループあり， Aは剥片8点，石核1点の合計9点 (179.2g)， Bは剥片5点，石核1点の合計

6点 (217.8g)である。

• Cl-173 :自然面は細かい穴が密で灰色 (5Y6/1)・にぶい赤褐色 (5YR5/3)，内部は褐灰色 (10YR5/1)・

にぶい赤褐色 (5YR4/3)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片7点 (6個体;44.9g)である。

接合資料は，剥片2点(l個体;5.0g)である。

• Cl-174 :自然面は平滑で、灰黄色 (2.5Y6/2)，内部は灰色(lOY4/1)・灰色 (5Y5/l)，節理は灰色 (5Y5/1)

のホルンフェルスである。本ブロックでは剥片1点(1.7g )の単独資料であるが，その他に同一母岩が

DI-BブPロックに l点ある。

qa 
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C l-Dブロック出土遺物分布(1)一石器別分布一第91図

C l-Dブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MO 合計

Cト154(OH)

01-169(SHD) 

01-170(SHE) 2 

o 1-171(SHE) 
Cト172(HO) 14 2 16 

01-173(HO) 7(6) 7(6) 

01-174(HO) 

合計 25(24) 4 29(28) 

第44表

C l-Dブロック石材別石器組成表

有 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

|頁岩D(SHD)

|頁岩E(SHE) 2 3 

チャート(OH)

ホルンフェル:>.(f叩》 22(21) 2 24(23) 

合計 25(24) 4 29(28) 

- 114-

第45表



C l-Dブロック2 

国富
市立170A

日副題1;
g巳

--fc1-49 

A 

イ院

{< 

{< 

事

も
"
を
に
f
p
g悪
事
義

* 

CH73A 

七1-5

建寧

j司自i~ 
CH54A 

4町1

Cl-Cブロックへ

* 

(1/80) 
。

6 CH72A 

• SHD 
• SHE 
• CH 
合 HO

*磯

1
1
1
1
戸
信
口
口
県
山

-
-
-
5
8
8
 

一-56.000m 
J 

C l-Dブロック出土遺物分布(2)一石材別分布一

.. 

第92図

石 材 個数 重量

流紋岩(RH) 11 168.7 
頁岩(SH) 24.0 
凝灰岩(TU) 9 436.4 
砂岩(SA) 55 1087.5 
4E』2 Eオ 76 1716.6 

C l-Dブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量

C1R-40 SA 2 24.9 
C1R-41 SA 11.9 

C1R-42 SA 8.8 
C1R-43 SA 1 11.3 
C1R-44 SA 1 6.8 
C1R-45 SA 1 23.3 
C1R-46 RH 7 101.9 
C1R-47 RH 2 24.2 
C1 R-48 RH 1 36.7 
C1R-49 RH 1 5.9 I 
C1R-50 SH 1 24.0 I 
C1R-51 TU 5 133.0 
C1R-52 TU 2 131.4 
C1R-53 TU 1 34.6 
D1R-3 SA 39.2 

第46表

母 岩 石材 個数 重量

C1 R-25 SA 5 108.6 
C1R-26 SA 7 62.9 
C1 R-27 SA 5 107.6 
C1R-28 SA 6 214.5 
C1R-29 SA 3 109.3 
C1R-30 SA 5 53.0 
C1 R-31 SA 4 65.9 
C1R-32 SA 3 27.9 
C1R-33 SA 1 34.1 
C1R-34 SA 1 47.1 
C1R-35 SA 1 19.9 
C1R-36 SA 42.4 
C1 R-37 SA 1 10.8 
C1R-38 SA 1 21.2 
C1R-39 SA 1 21.2 



第5節第4文化層

3)出土遺物(第95図1・2)

1は硬質轍密な頁岩， 2はホルンフェルスによる不定型な剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第95図3-7)

. CI-170 (第95図3-5) 灰白色 (5Y7/2) などの頁岩である。剥片1点，石核1点の合計2点で構

成される。 3は剥片1点 (4)，石核1点 (5)の接合資料である。小型の角礁を分割した剥片の節理状

の主要剥離面を打面と不定型な剥片を剥離している。

. CI-172 (第95図6・7) 黄灰色 (2.5Y5/1)などのホルンフェルスである。剥片14点，石核2点の合

計16点で構成される。接合資料は， 2グループある。 A (6)は剥片8点石核1点の接合資料である。

B (7)は剥片5点，石核1点の接合資料である。両者とも分割された焼成礁を素材として，同方向から

剥離している。同一母岩であるが，接合しない。

A A 

4

4

J

K

器

冊

目

副
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3

石

4
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， ... 

-‘会
・1

セ1-69 -完形被焼成磯・破損焼成礁(破損面非焼成)

・破損焼成磯(破損面被焼成)

.石器

市，・

(1/60) 2m 
。

(1/60) 2m 。
第93図 C l-Dブロック出土遺物分布(3) 

一喋石材別分布一

第94図 C l-Dブロック出土遺物分布(4) 
一喋焼成別分布一
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3 CI-Eブロック(第96-100図，第47-49表，カラー図版7)

1 )ブロックの概要

CI-Eブロックは，調査範囲北側のCI-04・05グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の北側縁

辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)に位置する。

ブロックの規模と形状は 長軸3m 短軸 1mの範囲に34点の石器・礁が分布する。 20cmほどの高低差

をもって包含されている(第96-99図)。

ブロックは，敵石3点 (2個体)，剥片l点石核1点の合計5点 (4個体)と蝶29点で構成される。

石器石材は，頁岩El点，砂岩1点ホルンフェルス 3点 (2個体)である。喋石材は安山岩1点(1母

岩;126.4 g )，流紋岩10点 (5母岩;583.2 g )，凝灰岩4点 (3母岩;856.0 g)，砂岩11点 (10母岩;

1.394.9 g)，ホルンフェルス 1点(1母岩;293.0 g)，粘板岩2点(1母岩;194.2 g)で，識別率は100%

である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，頁岩El母岩 (CI-175)，砂岩1母岩 (CI-176)，ホルン

フェルス 2母岩 (CI-177・178)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(5/5点)で

ある。

第47表 C l-Eブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

01-175(電HI;)

01-176(SA) 

01-177(HO) 2(1) 2(1) 

01-178(HO) 

合計 3(2) 5(4) 

第48表 C l-Eブロック石材別石器組成表

第49表 C l-Eブロック磯組成表

|母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石 材 個数 重量

C1R-29 SA 42.4 C1R-64 RH 4 44.7 安山岩(AN) 126.4 

C1R-54 SA 2 94.3 C1R-65 RH 2 117.7 流紋岩(RH) 10 583.2 

C1R-55 SA 262.3 C1R-66 RH 2 88.8 灘灰岩(TU) 4 856.0 

C1R-56 SA 322.1 Cl R-67 RH 58.6 砂岩(SA) 11 1394.9 

C1R-58 SA 331.1 C1R-68 TU 2 403.6 ホルンフヱルス(HO) 1 293.0 

C1R-59 SA 1 87.4 C1R-69 TU 1 272.5 その他(SU 2 194.2 

C1R-60 SA 97.0 Cl R-70 TU 1 179.9 4=h=‘ • 富十 29 3447.7 

Cl R-61 SA 1 65.4 Cl R-71 SL 2 194.2 

C1R-62 SA 62.6 C1R-72 RH 1 273.5 

Cl R-63 SA 1 30.2 C1R-73 AN 126.4 

C1R-75 HO 1 293.0 

- 118-
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. CI-175 :自然面は平滑で浅黄色(2.5Y7/4)の地に灰黄色(2.5Y6/2)の筋が入札内部は緑灰色(7.5GY5/1)

の地に灰白色 (10Y8/l)が混じる頁岩である。剥片1点 (5.5g)の単独資料である。

• CI-176 :自然面は比較的平滑でにぶい褐色 (7.5YR5/3)・灰褐色 (7.5YR5/2).内部はにぶい黄樺色

(lOYR7/3)・にぶい赤褐色 (5YR5/4)の砂岩である。被熱のためか全体的に赤褐色化している。敵石1

点 (33l.0g)の単独資料である。

. CI-I77 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰色 (N5/0)の地に灰黄褐色 (lOYR5/2)が混じり，

節理は灰色 (N5/0)の地に灰色 (5Y5/l)・灰褐色 (7.5YR4/2)・灰白色 (5Y8/2)が混じるホルンフェル

スである。石器群の内訳は，敵石2点(1個体;183.4 g)である。接合資料は，敵石2点(1個体;

183.4 g)である。

. CI-178 :自然面は平滑で暗灰黄色 (2.5Y5/2)・灰褐色 (7.5YR5/2).内部は灰白色 (5Y7/2).節理は

灰赤色 (2.5YR4/2)のホルンフェルスである。石核1点 (347.3g)の単独資料である。

3)出土遺物(第100図)

1は砂岩による敵石である。比較的細長い不定型な礁の両端に剥離痕を伴う敵打痕が見られる。敵打面

も赤化していることから，廃棄後の焼成と分かる。敵石を喋群用の素材に転用したのか単に廃棄後の被熱

によるものかは不明である。 2はホルンフェルスによる敵石である。接合して 1個体となる。比較的細長

い不定型な礁の下部に若干他の面と異なる痕跡が見られることから敵石としたが，その痕跡は非常に微妙

で，石核と剥片の可能性もある。

3は頁岩による縦長剥片である。

4はホルンフェルスによる石核である。断面が隅丸三角形の細長い礁の1辺を打面として，不定型な剥

片を剥離している。
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1 Cl-4ーシ5
C1-176 (SA) 
HS 
331.0g 

3 Cl-4-1-5 

(2/3) 

(3) 

C1-175 (SHE) 
FL 
5.5g 

5cm 

。

第100図 C l-Eブロック出土遺物

3 C l-Eブロック

4 Cl-4-3-8 
C1-178 (HO) 
CO 
347.3g 

(1/2) 
二二工二二

(1・2・4)

10cm 



第4文化層第5節

カラー図版7)(第101-106図，第50-52表，CI-Fブロック4 

1 )プロックの概要

CI-Fブロックは，調査範囲北側のCI-56・66グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほほ中

央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mである。

プロックの規模と形状は，直径1mの範囲に17点の石器・喋が分布する。出土層位は，

層にかけて， 40cmほどの高低差をもって包含されている(第101-105図)。

E層下部から班

ブロックは，加工痕ある剥片1点，剥片2点の合計3点と喋14点で構成される。石器石材は，流紋岩2

点，チャート 1点である。喋石材は，流紋岩1点(1母岩;85.0 g)，チャート 4点 (3母岩;66.5 g)， 

砂岩9点 (6母岩;214.5g)で，識別率はl∞%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は，流紋岩1母岩 (CI-24)，チャート 1母岩 (CI-112)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合はl∞% (3/3点)である。

• CI-24 :内部は灰白色 (lOY7/2)，節理は褐色 (7.5YR4/4)の流紋岩である。石器群の内訳は，加工痕

ある剥片1点，剥片1点の合計2点 (22.4g)である。

.Cl-112:内部は明緑灰色(10GY7/1)の地に暗灰色(N3/0)の筋が網目状に入り，節理は黄褐色(2.5Y5/4)

のチャートである。剥片1点 (3.7g)の単独資料である。

3)出土遺物(第106図)

1は流紋岩による加工痕ある剥片である。裏面右側縁の一部に調整加工を行っている。
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第5節第4文化層

第50表 C l-Fブロック母岩別石器組成表

第51表 C l-Fプロック石材別石器組成表

第52表 C l-Fブロック喋組成表

[母 岩 右材 個数

C1R-1 SA 3 

C1R-2 SA 2 

C1R-3 SA 
C1R-4 SA 
C1R-5 SA 

どゑ

o 
。

(2/3) 

重量

96.3 

36.2 

31.5 

22.2 

25.1 

1 Cl-ti&-28 
Cl-24 (RH) 
RF 
9.2g 

5cm 

母 岩

C1R-6 

C1R-11 

C1R-12 

C1R-13 

C1R-14 

第106図 C l-Fプロック出土遺物

石材 個数 重量

SA 3.2 

RH 85.0 

CH 2 19.6 

CH 37.4 

CH 9.5 

5 DI-Bブロック(第107-112図，第53-55表，カラー図版7・8・12，図版5)

1 )プロックの概要

DI-Bブロックは，調査範囲北側のDI-61・62・71-73・81-83・91・92グリッドに位置する。プロッ

クの立地は，台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は.長軸12m.短軸9mの範囲に146点の石器・礁が分布する。出土層位は.m 
層下部から羽層にかけて.70cmほどの高低差をもっているが，中心は町・ V層で30cmほどの高低差をもっ

て包含されている(第107-110図)。

ブロックは，ナイフ形石器3点，掻器2点.加工痕ある剥片1点，使用痕ある剥片1点，剥片27点，砕

片5点，石核4点の合計43点と礁103点で構成される。石器石材は，黒曜石G3点，安山岩3点，軟質の

-124 -
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第5節第4文化層

安山岩2点，頁岩B1点，頁岩C6点，頁岩D2点，頁岩E4点，チャート l点，ホルンフェルス11点，

璃瑠・玉髄10点である。喋石材は，安山岩1点(1母岩;2.7 g)，軟質の安山岩1点(1母岩;21.4 g)， 

流紋岩23点 (9母岩;978.9 g)，頁岩4点(1母岩;201.9 g )，チャート13点(1母岩;268.9 g)，凝灰

岩9点 (5母岩;257.9 g)，砂岩50点 (19母岩;1，394.5 g )，識別できなかった砂岩2点 (8.5g )で，識

別率は98%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは27母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩(Dl-4・5)，軟質の安山岩1母岩(Dl-19)， 

頁岩B1母岩 (Dl-6)，頁岩C6母岩 (Dl-7-12)，頁岩D2母岩 (Dl-13'14)，頁岩E4母岩 (Dl-15

-18)，チャート 1母岩 (Dl-20)，ホルンフェルス5母岩 (Cト174・Dl-21-24)，璃瑠・玉髄5母岩 (Dl-25
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5 D 1-Bプロック

-29)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は88%(38/43点)である。

• CI-174 :灰色 (10Y4/l)などのホルンフェルスである。母岩の特徴はCI-Dプロックで記したとおり

である。本プロックでは剥片1点 (19.6g)の単独資料であるが，その他に同一母岩がCI-Dプロックに

1点ある。

• DI-4 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・灰黄褐色 (10YR5/2)

の地に褐灰色 (10YR4/1)の筋が入る安山岩である。石核1点 (43.9g)の単独資料である。

• Dl-5 :灰オリープ色 (5Y5/2)の安山岩である。剥片1点 (2.0g)の単独資料である。

• DI-6 :暗灰黄色 (2.5Y4/2)の北関東産頁岩である。珪化度はやや低いが，硬質綾密な頁岩あるいは

嶺岡産頁岩の可能性もある。剥片1点 (7.7g)の単独資料である。

• DI-7 :内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に灰褐色 (5YR4/2)・黄灰色 (2.5Y4/1)が混じり，節理は黄

灰色 (2.5Y5/1) と暗赤褐色 (5YR3/3)の部分がある嶺岡産頁岩である。掻器1点 (5.3g)の単独資料

である。

• Dl-8 :暗灰黄色(2.5Y5/2)の地に黄灰色(2.5Y4/1)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。剥片1点(2l.0

g)の単独資料である。

• DI-9 :灰オリープ色 (7.5Y5/2)の地にオリープ灰色 (10Y4/2)が部分的に混じる嶺岡産頁岩であるが，

硬質轍密な頁岩あるいは凝灰岩の可能性もある。加工痕ある剥片1点 (3.7g)の単独資料である。

• DI-I0 :内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の地に黄灰色 (2.5Y5/1)が部分的に混じり，節理は黄褐色 (10YR5/6)

の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (13.1g )の単独資料である。

• Dl-11 :内部は灰黄色 (2.5Y6/2). 節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (2.6

g)の単独資料である。

• DI-12 :自然面は比較的平滑で， 自然面及び節理は褐色 (10YR4/4). 内部は黄灰色 (2.5Y4/1)・灰色

(5Y6/1)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (2.9g)の単独資料である。

• DI-13 :自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4). 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・にぶい黄

色 (2.5Y6/4)の地に褐灰色 (lOYR5/1)の斑が入る硬質轍密な頁岩である。ナイフ形石器1点 (2.5g) 

の単独資料である。

• DI-14 :自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は浅黄色 (2.5Y7/3)・にぶい黄櫨色 (10YR6/4)の硬

質轍密な頁岩である。掻器1点 (3.3g)の単独資料である。

• DI-15 :内部は浅黄色 (2.5Y7/3)• 新鮮な面は灰色 (N5/0) の頁岩である。ナイフ形石器 1 点 (5.7g) 

の単独資料である。

• DI-16 :内部は灰白色 (7.5Y7/2). 節理はオリーブ黄色 (5Y6/3). 新鮮な面は灰色 (N4/0)の頁岩で

ある。剥片1点 (29.4g)の単独資料である。

• Dl-17 :自然面は比較的平滑で灰黄褐色 (10YR5/2). 内部は灰色 (5Y6/1)・灰白色 (5Y7/2).新鮮な

面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片1点 (4.2g)の単独資料である。

• DI-18 :内部は灰色 (5Y6/1).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。若干珪化度が高いが.DI-17 

と同一母岩の可能性もある。剥片1点 (2.5g)の単独資料である。

• DI-19 :内部は灰白色 (5Y7/1)の地に浅黄色 (2.5Y7/4)が混じり，新鮮な面は灰白色 (N7/1)の軟

質な安山岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (2l.7g)である。
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第5節第4文化層

• Dl-20 :灰オリーブ色(5Y5/2)のチャートであるが，嶺岡産頁岩の可能性もある。ナイフ形石器1点(l.6

g)の単独資料である。

• Dl-21 :自然面は比較的平滑で灰黄褐色 (lOYR5/2)，内部は黄灰色 (2.5Y5/1)・にぶい褐色 (7.5YR5/4)

のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片1点，石核1点の合計2点(85.6g)である。接合資料は，

剥片1点，石核1点の合計2点 (85.6g)である。

• Dl-22 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地ににぶい黄樟色

(10YR7/3)・灰色 (5Y4/1)が混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)のホルンフェルスである。石

器群の内訳は，剥片1点，石核1点の合計2点 (21l.3g )である。

• Dl-23 :自然面は比較的平滑で灰色 (10Y4/1)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)，節理は暗灰黄色

(2.5Y4/2)，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片4点，石核1

点の合計5点 (34.8g)である。

• Dl-24 :内部は灰色 (N4/0)，節理は褐色 (lOYR4/4)のホルンフェルスである。剥片1点(l.2g )の

単独資料である。

• Dl-25 :明黄褐色 (10YR6/4)・灰白色 (2.5Y8/2)の地に赤褐色 (5YR4/6)が部分的に混じる璃瑠・

玉髄である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点剥片2点の合計3点 (19.0g)である。

• Dl-26 :自然面は粗い紙ヤスリ状で，自然面及び内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・玉髄である。石器

群の内訳は，剥片2点 (28.2g)である。

• Dl-27 :自然面は凹凸が激しく浅黄櫨色(10YR8/3)，内部はにぶい黄色(2.5Y6/4)の地に灰白色(5Y8/l)

が部分的に混じる璃瑠・玉髄である。剥片 1点 (23.2g)の単独資料である。

. Dl-28 :浅黄色 (2.5Y6/4)・浅黄色 (2.5Y7/4)の地に灰白色 (5Y8/1)が部分的に混じる璃瑠・玉髄で

ある。 Dl-28を媒介としてDl-26-28が同一母岩としてまとめられるかもしれない。石器群の内訳は，剥

片2点 (7.lg)である。

. Dl-29 :自然面は凹凸が激しく灰白色 (5Y8/2)・褐色 (7.5YR4/4)，内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)・暗

赤褐色 (5YR3/4)・灰白色 (5Y812)の璃瑠・玉髄である。剥片 1点 (7.3g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，産地不明の黒曜石の砕片3点(0.6g)，安山岩の砕片1点(0.3g)， 

璃瑠・玉髄の砕片1点 (0.3g)がある。

3)出土遺物(第111図，第112図17)

1は硬質轍密な頁岩による部分加工あるいはー側縁加工のナイフ形石器である。打面側を先端として，

左側縁に調整加工を行っている。 2はチャートによる部分加工のナイフ形石器である。打面側を先端とし

て，右側縁の下部に調整加工を行っている。 3は頁岩による部分加工のナイフ形石器である。横長剥片を

横位に用い，右側縁の下部に調整加工を行っている。

4は嶺岡産頁岩による掻器である。不定型な剥片を横位に用い，左側縁から末端の一部にかけて直角に

近い調整加工を行っている。 5は硬質轍密な頁岩による掻器である。打面を除くほぼ全周に直角に近い調

整加工を行っている。

6は嶺岡産頁岩による加工痕ある剥片である。表面右側縁，裏面上部と右側縁に調整加工を行っている。

表面の直角に近い加工に比べ，裏面側の加工はより鋭角である。掻器の可能性もある。

7は璃瑠・玉髄による使用痕ある剥片である。右側縁に微細な剥離痕が見られる。
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5 D l-Bフ事ロック

8は頁岩. 9・13は璃瑠・玉髄. 10は安山岩.11・12は嶺岡産頁岩. 14は軟質な安山岩による剥片であ

る。 8-10は縦長剥片. 11-14は不定型な剥片である。

15・17はホルンフェルス. 16は安山岩による石核である。 15・17は打面と作業面を入れ替えながら，求

心的な剥離作業により，不定型な剥片を剥離している。 16は小型で扇平な礁の先端側に，交互剥離による

剥離痕が残る。

第53表 D 1-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

C1-174(HO) 

DI-4(AN) 

DI-5(AN) 

DI-6(SHB) 

DI-7(SHC) 

Dl-J!(SIf_C) 

DI-9(SHC) 

D1-10(SHC) 11 

D1-11(SHC) 

D1-12(SHC) 

D1-13(SHD) 

D1-14(SHD) 

DI-15(SHE) 

D1-16(SHE) 

Dト17(SHE)

D1-18(SHE) 

D1-19(TO) 2 2 

DI-20(CH) 

DI-21(HO) 2 

DI-22(HO) 2 

DI-23(HO) 4 5 

DI-24(HO) 

DI-25(CC) 2 3 

DI-26(CC) 2 2 

DI-27(CC) 

DI-28(CC) z 2 

DI-29(CC) 

lその他(OBG) 3 3 

lその他(AN)
その他(CC)

合計 3 2 27 5 4 43 

第54表 D 1-Bブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計|
黒堕賓G(OBG) 3 31 

安山岩(AN) 31 

安山岩(TO) 2 21 

頁岩B(SHB)

頁岩C(SHC) 4 

頁岩D(SHD) 2 

頁岩E(SHE) 1 3 4 

チャート(CH)

ホルンフ:J: J("'~(~由〉 8 3 11 

高官自・玉髄(CC) 8 10 

合計 3 2 27 5 4 43 

円

J



第5節第4文化層

官爵自《
V
Q
V
 

Ovmぽ
vnv 

恥
U
Vζ~1 
c::> 

Dl-72-65 
DH3(SHD) 
KN 
2.5g 

2 Dl-72-45 
Dl-20(CH) 
KN 
1.6g 

〈ご〉 43箆(SHC)

9 窃@~匂白 ð-~-~
ζ語丞 D1ー1哨HD)~

Q盃芸員 RP(SHC) 〈こ〉 ZE  。
~ 3.3g ミ 3.7g

3 Dl-82-46 
DH5(SHE) 
KN 
5.711: 

く〉

11 Dト82-30
Dl-8(SHC) 
FL 
21.0g ζ三フ8 町-83-40 刊誌ヶ ， I .t 

9 Dl-71-81 
Dl-27 (CC) 
FL 
23.2g 

12 Dl-72-83 
DHO(SHC) 
FL 
13.1g 

15 Dl-72-63 
Dl-23(HO) 
CO 
21.0g ζこコ 4空ヲ

ー〉
13 Dl-71-73 
Dl-26 (CC) 
FL 
18.8g ζ 三二ご〉

16 Dl-73-20 
Dl-4(AN) 
CO 
43.9g 。14 Dl-71-68 

DH9(TO) 
FL 
16.6g 

(2/3) 10crn 

仁三二三
第111図 D 1-Bブロック出土遺物(1)
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rj 

。

19 01-71-79 

(2/3) 

01-21A(HO) 
FL 
17.3g 

17 01-83-38 
01-22 (HO) 
CO 
2ω.7g 

10cm 

第112図 D l-Bブロック出土遺物(2) 

- 133-

5 D 1-Bブロック

18 19+20 
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第5節第4文化層

4)接合資料とその関連資料(第112図18-20)

• DI-21 (第112図18-20) 黄灰色 (2.5Y5/l)などのホルンフェルスである。剥片1点，石核1点の合

計2点で構成される。 18は剥片1点 (19)，石核1点 (20)の接合資料である。硬質轍密ではあるが，節

理状の面を多く含む質の悪い礁を素材として，不定型な剥片を剥離している。あるいは喋群の素材の可能

性もある。

第55表 D l-Bブロック喋組成表

母 岩 石材 {回数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材

C1R-25 SA 48.0 01 R-15 SA 1 23.5 01R-30 TO 
01R-1 SA 6 206.2 01 R-16 SA 17.4 01 R-31 SH 
01R-2 SA 6 145.9 01 R-17 SA 5.5 01 R-32 TU 
01R-3 SA 5 119.6 01 R-18 SA 3.3 01R-33 TU 
01R-4 SA 5 169.9 01 R-19 RH 6 334.8 01 R-34 TU 
01R-5 SA 5 136.0 01R-20 RH 3 139.6 01R-35 TU 
01R-6 SA 2 72.4 01 R-21 RH 4 161.2 01R-36 TU 
01R-7 SA 2 59.0 01 R-22 RH 4 191.2 その他 SA 
01R-8 SA 3 108.8 01R-23 RH 2 18.1 
01R-9 SA 4 102.5 
01R-10 SA 2 13.1 
01 R-11 SA 2 35.9 
01 R-12 SA 24.4 
01 R-13 SA 47.3 
01 R-14 SA 55.8 

01R-24 RH 24.5 

01R-25 RH 90.3 
01R-26 RH 13.9 
01 R-27 RH 5.3 
01R-28 CH 13 268.9 
01R-29 AN 2.7 

石 材

安山岩(AN)
安山岩(TO)

流紋岩(RH)

頁岩(SH)
チャート(CH)

凝灰岩(TU)

砂岩(SA)
4巨』ヨ 富十

6 C2-Cブロック(第113--117図，第56--58表，カラー図版8・13)

1 )ブロックの概要

個数 重量

21.4 
4 201.9 
4 99.8 

2 103.7 
1 29.3 
1 21.5 
1 3.6 
2 8.5 

個数 重量

2.7 
21.4 

23 978.9 

4 201.9 
13 268.9 
9 257.9 
52 1403.0 
103 3134.7 

C2-Cブロックは，調査範囲北側のC2-09・19，D2-00・10グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地のほぼ中央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は40mである。

ブロックの規模と形状は 長軸9m 短軸6mの範囲に30点の石器・礁が分布する。出土層位は， III層

下部から町・ V層にかけて， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第113~116図)。

ブロックは，ナイフ形石器1点，剥片13点，砕片2点，石核2点の合計18点と喋12点で構成される。石

器石材は，安山岩7点，頁岩El点，ホルンフェルス10点である。礁石材は，軟質の安山岩3点 (2母岩;

218.4 g)，流紋岩3点 (2母岩;48.5g)，凝灰岩3点 (3母岩;79.7 g)，砂岩3点 (2母岩;105.6 g)で，

識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは9母岩を識別した。内訳は，安山岩2母岩 (C2-11・12)，頁岩El母岩 (C2-13)，ホ

ルンフェルス 6 母岩 (C2-14~16 ・ 18~20) である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は94%(17/18 

点)である。

. C2-11 :暗灰黄色 (2.5Y5/2)，新鮮な面は暗灰色 (N4/0)の安山岩である。石器群の内訳は，ナイフ形

石器1点，剥片1点の合計2点(10.1g)である。接合資料は，ナイフ形石器1点，剥片1点の合計2点(10.1

g)である。
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C 2-Cブロック

自然面及び内部は暗灰黄色(2.5Y4/2)，新鮮な面は暗灰色(N3/0)

の頁岩である。砕片 1点 (0.1g ) 

6 

. C2-12 :自然面は粗い紙ヤスリ状で，

の安山岩である。石器群の内訳は，剥片4点 (3l.2g )である 0

・C2-13:内部は灰白色 (7.5Y7/2)，新鮮な面は灰色 (N4/0) の単独

資料である。

自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)・灰黄色 (2.5Y7/2)・灰色 (10Y6/2)，

のホルンフェルスである。石器群の内

• C2-14 :自然面は平滑で、，

節理はにぶい黄色 (2.5Y6/4)・灰色 (7.5Y4/l)・褐色 (lOYR4/6)

訳は，剥片2点石核1点の合計3点 (114.6g ) である。

自然面及び内部は灰色 (5Y6/l)のホルンフェルスである。石核1点(23.6g) • C2-15 :自然面は平滑で，

の単独資料である。

. C2-16 :灰色 (7.5Y6/1)の地に灰白色 (7.5Y712)が縞状に入るホルンフェルスである。剥片 1点 (17.0

g)の単独資料である。
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第4文化層第5節

内部は灰色 (5Y6/l)，節理は褐色 (lOYR4/6)のホ

である。接合資料は，剥片2点 (23.8g) 

. C2-18 :自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y6/2)，

ルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片3点 (64.0g) で

のホ

ある。

. C2-19 :自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y4/2)，内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)・灰色 (7.5Y5/1)

ルンフェルスである。剥片1点 (5.1g)の単独資料である。

自然面及び内部は灰白色 (5Y7/2)・灰色 (5Y5/1)のホルンフェルス. C2-20 :自然面は比較的平滑で、，

である。剥片1点 (19.0g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の砕片1点 (0.5g)がある。

3)出土遺物(第117図1-7) 

1-4は長幅比がほぼ1:1の不定型な剥片，1は安山岩， 2-5はホルンフェルスによる剥片である。

5は横長剥片である。
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6 C 2-Cブロック
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第117図 C 2-Cブロック出土遺物
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6 C 2-Cプロック

6'7はホルンフェルスによる石核である。 6は板状の剥片の平坦な節理を打面として，小型で不定型

な剥片を剥離している。 7は素材の主要剥離面を打面として，小型で、不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第117図8-10)

• C2-11 (第117図8-10) 暗灰黄色 (2.5Y5/2)などの安山岩である。ナイフ形石器1点，剥片1点の

合計2点で構成される。 8はナイフ形石器1点 (10).剥片1点 (9)の接合資料である。 9はナイフ形

石器の調整剥片である。 10は横長剥片を横位に用い，基部に鋸歯状の粗い調整加工を行っている。

第56表 C 2-Cブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL 

C2-11(AN) 

C2-12(州) 4 

C2-13(SHE) 

C2-14(HO) 2 

C2-15(HO) 

C2-16(HO) 1 

C2-18(HO) 3 

C2-19(HO) 

C2-20(HO) 

その他(AN)

合計 13 

第57表 C 2-Cプロック石材別石器組成表

第58表 C 2-Cブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 石 材

C2R-3 SA 2 22.1 |安山岩(TO)

C2R-4 SA 83.5 涜紋岩(開-1)

C2R-5 TO 2 91.6 瞳里遺伺J)

C2R-6 TO 126.9 砂岩(SA)

D1R-19 RH 23.9 4E23 h 計

7 C2-Dブロック(第118-122図，第59-61表，カラー図版8)

1 )ブロックの概要

CH 。。 SM SP MB MC 合計
2 

4 

3 

3 

2 2 18 

個数 重量

3 218.4 

3 48.5 

3 79.7 

3 105.6 
12 452.2 

C2-Dブロックは，調査範囲北側のC2-37-39・48グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の西

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸6m.短軸3mの範囲に8点の石器・喋が散漫な状態で分布する。出土

層位は.m層下部からW・V層にかけて.20cmほどの高低差をもって包含されている(第118-121図)。
ブロックは，剥片4点と喋4点で構成される。石器石材は，安山岩2点，ホルンフェルス 2点である。

喋石材は，軟質の安山岩1点(1母岩;15.4 g).流紋岩1点(1母岩;25.4 g).砂岩2点 (2母岩;69.9 

g)で，識別率は100%である。
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7 C 2-Dプロック

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は.安山岩1母岩 (C2-21)，ホルンフェルス 1母岩 (Cl-l64)

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(4/4点)である。

• CI-I64 :浅黄色 (2.5Y7/4)などのホルンフェルスである。母岩の特徴はC1-Cプロックで記したとお

りである。石器群の内訳は，剥片2点 (14.2g)である。その他に同一母岩がCI-Cプロックに2点ある0

・C2-21:自然面は紙ヤスリ状で.自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)，新鮮な面は灰色 (N5/0)の安

山岩である。石器群の内訳は，剥片2点 (2.9g)である。

3)出土遺物(第122図)

1は安山岩， 2はホルンフェルスによる不定型な剥片である。

A --ic2-38 →E2・

ロ

---fc2-48 十α
ロ TO

。RH
• SA 

2m 。
(1/1∞) 

-石器

第120図 C 2-Dプロック出土遺物分布(3) 
一喋石材別分布一

。。可7
ζ31CHH  

C2-21 (AN) 
FL 
1.6g 

。

2 C2-38-3 。
(2/3) 

C1-164(HO) 
FL 
8.4g 

5cm 

第122図 C 2-Dプロック出土遺物

A ーた2鳴 --ic2却

--ic2-48 +C2・
-破損焼成礎(破損面非焼成)

-破損焼成礁(破損面被焼成)

-破損非焼成聖書
2m 。

(1/100) 
-石器

第121図 C 2-Dプロック出土遺物分布(4) 
一喋焼成別分布一
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第5節第4文化層

第59表 C 2-Dブロック母岩別石器組成表

第60表 C 2-Dブロック石材別石器組成表

第61表 C 2-Dブロック喋組成表

8 D2-Aブロック(第123~127図第62~64表カラー図版8 ・ 13)

1 )ブロックの概要

D2-Aブロックは，調査範囲北側のDI-94，D2-04・14グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸6m，短軸4mの範囲に12点の石器・礁が分布する。出土層位は， m層
下部から町・ V層にかけて， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第123-126図)。

ブロックは，削器1点，剥片4点の合計5点と喋7点で構成される。石器石材は，頁岩El点，チャー

ト1点砂岩1点，ホルンフェルス 2点である。喋石材は，流紋岩1点(l母岩;31.6g)，凝灰岩2点(l

母岩;12.2 g)，砂岩4点 (4母岩;99.1 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは5母岩を識別した。内訳は，頁岩E1母岩 (D2-1 )，チャート 1母岩 (D2-2)，砂岩

1母岩 (D2-3)，ホルンフェルス 2母岩 (D2-4・12)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割

合は100% (5/5点)である。

. D2-1 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (7.5Y5/1)・灰白色 (7.5Y7/2)，節理は明黄褐色

(2.5Y7/6)・灰白色 (2.5Y8/l)の頁岩である。剥片1点 (66.9g )の単独資料である。

. D2-2 :自然面は浅い爪形の裂痕が密で，自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の地に灰白色 (2.5Y7/l)

が部分的に混じるチャートである。本ブロックでは削器1点 (3.1g)の単独資料であるが， D2-Cブロッ

クの剥片1点と接合している。

• D2-3 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部はにぶい褐色(7.5YR5/3)の砂岩である。剥片1点(49.8

g)の単独資料である。

• D2-4 :自然面は細かい穴が密で灰黄褐色 (10YR4/2)・にぶい赤褐色 (2.5YR41 4) ，内部は黄灰色

(2.5Y4/1)・にぶい赤褐色 (2.5YR4/4)のホルンフェルスである。剥片1点 (21.9g )の単独資料である。
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D2-Aブロック8 

内• D2-12 :自然面は比較的平滑で、にぶい褐色 (7.5YR5/3)・にぶい樺色 (7.5YR6/4)・灰色 (5Y5/1).

の単のホルンフェルスである。本ブロックでは剥片1点 (124.0g) 部は灰色 (5Y5/l)・灰色 (5Y6/1)

D2-Bブロックの剥片4点，石核1点の合計5点と接合している。独資料であるが，

3)出土遺物(第127図1) 

1は頁岩による横長剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第127図2-4)

(第127図2-4) 黄灰色 (2.5Y4/l)などのチャートである。本ブロックでは削器1点の単独

2は削器1点 (3)と剥片1点(4 ) 

• D2-2 

4→ 3の順に上方向から剥離して

4はD2-Cブロックから出土している。

の接合資料である。資料である。

3は調整加工を行っている。なお，いる。
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第125図 D 2-Aブロック出土遺物分布(3)
一喋石材別分布一

第126図 D 2-Aプロック出土遺物分布(4)
一喋焼成別分布一

第62表 D 2-Aプロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
02-1(SHE) 

D2-2(CH) 

Q2-3(SA) 

02-4(HO) 

02-12(HO) 

合計 」ー 4 5 

第63表 D2-Aブロック石材別石器組成表

有 材 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

|頁岩E(SHE)

|チャート(CH)

砂岩(SA)

ホルンフ%J~;>.(I咽〉 2 z 
合計 4 5 

第64表 D 2-Aブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量

D1R-1 SA 25.9 

D2R-1 SA 17.0 

D2R-10 SA 14.7 

D2R-25 ru 2 12.2 

D2R-31 SA 41.5 

D2R-40 RH 31.6 
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8 D 2-Aブロック

1 02-14-14 
02-1 (SHE) 
FL 
66.9g 

臨むbO命。 GJG4(屯ブ ) 

2 3+4 
02-2A(CH) 
4.8g 

ζ三コ

。

3 02-4-14 
02-2A(CH) 
SS 
3.1g 

第127図 D 2-Aブロック出土遺物

(2/3) 

9 D2-Bブロック(第128--133図，第65--67表，カラー図版8・13)

1 )ブロックの概要

10cm 

D2-Bブロックは，調査範囲北側のD2-06・15・16・24・25グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸10m，短軸4mの範囲に83点の石器・喋が分布する。出土層位は， rn層

下部を中心として， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第128-131図)。

ブロックは，剥片17点 (15個体)，砕片3点，石核1点の合計21点 (19個体)と喋62点で構成される。

石器石材は，流紋岩1点，頁岩C1点，頁岩D2点，チャート 2点，粘板岩1点，ホルンフェルス14点 (12

個体)である。喋石材は，流紋岩2点(1母岩;38.1 g)，頁岩1点(1母岩;125.8 g)，凝灰岩10点 (4

母岩;274.4 g)，砂岩47点 (21母岩;954.0 g)，ホルンフェルス 1点(1母岩;20.9 g)，識別できなかっ

た砂岩1点 (3.0g)で，識別率は98%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは13母岩を識別した。内訳は，流紋岩1母岩 (D2-5)，頁岩C1母岩 (D2-6)，頁岩D

2母岩 (D2-7・8)，チャート 2母岩 (D2-9・10)，粘板岩1母岩 (D2-11)，ホルンフェルス 6母岩 (D2-12

-17)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(21121点)である。

• D2-5 :灰白色 (5Y8/2)・にぶい黄色 (2.5Y6/4)の流紋岩である。剥片1点(1.8g )の単独資料である 0

・D2-6:自然面は平滑で黒褐色 (2.5Y3/2)，内部の表皮に近い部分は褐色 (lOYR4/4)，内部は灰オリ

ーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。剥片1点 (12.6g)の単独資料である。

. D2-7 :自然面は凹凸が激しく，自然面及び内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)，節理は褐色 (lOYR4/4)

の硬質轍密な頁岩である。剥片1点 (19.0g )の単独資料である。

. D2-8 :灰色 (5Y4/1)・灰オリーブ色 (5Y5/2)・灰色 (5Y6/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片1点(1.9
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内部は灰オリ

自然面は平滑で暗赤

その他に同一母岩がD2-Cブロックに 1点ある。

第4文化層

g)の単独資料である。

• D2-9 :自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)・暗灰黄色 (2.5Y4/2)・黄褐色 (10YR5/6). 

ーブ色 (5Y5/3)・灰色 (5Y4/l)のチャートである。剥片1点 (11.1g)の単独資料である。

• D2-10 :自然面は平滑で、黄褐色 (2.5Y5/3)・灰白色 (2.5Y8/2).内部は灰白色 (2.5Y8/2)・暗灰黄色

(2.5Y5/2)のチャートである。砕片1点 (0.9g )の単独資料である。

• D2-11 :自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/4). 内部は灰色 (5Y5/l)の資料，

褐色 (7.5R3/2)・褐灰色 (7.5YR4/l)• 内部は黄灰色 (2.5Y4/1) の地に灰黄色 (2.5Y6/2) ・にぶい褐色

(7.5YR5/3)が縞状に入り，節理は褐灰色 (7.5YR4/1)の資料など母岩内での変異のある粘板岩である。

本ブロックでは剥片1点(1.9g )の単独資料であるが，
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D 2-Bブロック9 

などのホルンフェルスである。母岩の特徴はD2-Aブロックに記したとおりで. D2-12 :灰色 (5Y5/l)

ある。石器群の内訳は，剥片4点(3個体).石核1点の合計5点(4個体:207.8g)である。接合資料は，

石核1点の合計5点 (207.8g)がD2-Aブロックの剥片 1点と接合している。

内部は灰色 (7.5Y4/l)・灰

剥片4点，

• D2-13 :自然面は比較的平滑でにぶい褐色 (7.5YR5/3)・褐色 (7.5YR4/3). 

色 (7.5Y6/1)・にぶい褐色 (7.5YR5/4)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片3点 (2個体;

のホルンフェルスである。

である。

内部は灰色 (5Y5/l)

である。接合資料は，剥片3点 (2個体:73.6 g) 

. D2-14 :自然面は平滑で、灰色 (5Y5/1)・灰色 (5Y6/1). 

石器群の内訳は，剥片2点 (9.7g) 

73.6 g) 

である。

• D2-15 :灰色 (5Y5/l)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片1点，砕片1点の合計2点 (4.5

である。接合資料は，剥片2点 (9.7g) 

である。g) 

のホルンフェルスである。剥片1内部は灰黄色 (2.5Y6/2). D2-16 :自然面は平滑で褐色 (7.5YR4/3). 

の単独資料である。点(1.3g ) 
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9 D 2-Bブロック

. D2-17 :自然面は平滑で灰黄色 (2.5Y6/2).内部は黄灰色 (2.5Y6/1)のホルンフェルスである。砕片

1点(1.4g )の単独資料である。

3)出土遺物(第132図1) 

1は嶺岡産頁岩による不定型な剥片である。

4)接合資料とその関連資料(第132図2-7.第133図)

・D2-14(第132図2-4) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。剥片2点で構成される。 2は

剥片2点 (3・4)の接合資料である。 3→ 4の順に剥離している。

そ三三三ろ
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第133図 D 2-Bブロック出土遺物(2) 
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9 D 2-Bブ、ロック

. D2-13 (第132図5-7) 灰色 (7.5Y4/1)などのホルンフェルスである。剥片3点 (2個体)で構成

される。 5は剥片3点 (2個体 ;6・7)の接合資料である。比較的扇平な礁を素材として， 7→6の順

に剥離している。 6は2点が接合して 1個体となる。

. D2-12 (第133図) 灰色 (5Y5/1)などのホルンフェルスである。剥片4点 (3個体)，石核1点の合

計5点 (4個体)で構成される。 8は剥片5点 (4個体;9 -12)，石核1点 (13)の接合資料である。

拳大の角礁をチャンク状に分割したものである。 9は2点が接合して1個体となる。なお， 10はD2-Aブ

ロックから出土している。

第65表 D 2-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
D2-5(RH) 

D2-6(SHC) 

D2-7(SHD) 

D2-8(SHD) 

D2-9(CH) 

D2-10(CH) 

D2-11(Sυ 

D2-12(HO) 4(3) 5(4) 

D2=-U(Hill 3(2) 3(2) 

D2・14(HO) 2 2 

D2-15(HO) 2 

D2-16(HO) 

D2-17(HO) 

合計 17(15) 3 21(19) 

第66表 D 2-Bブロック石材別石器組成表

宥 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

流紋岩(RH)

|頁岩C(SHC)

|頁岩D(SHD) 2 2 

チャート(_CH) 2 

粘板岩(Sυ

ホルンフIJI，.~(~由〉 11(9) 2 14(12) 

合計 17(15) 3 21(19) 

第67表 D 2-Bブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 | 母 岩 石材 個数 重量 石 材 個数 重量

D2R-2 SA 3 D2R-17 SA 29.9 流紋岩(RH) 2 38.1 

D2R-3 SA 4 76.6 D2R-18 SA 29.3 |頁岩(SH) 125.8 

D2R-4 SA 5 71.8 D2R-19 SA 20.9 |灘灰岩(刊) 10 274.4 

D2R-5 SA 2 71.2 D2R-20 SA 0.8 砂岩(SA) 48 957.0 I 
D2R-6 SA 7 125.1 D2R-21 SA 21.4 ホルンフエルス(HO) 20.9 

D2R-7 SA 5 101.8 D2R-22 SA 12.4 dEhZ • 自十 62 1416.2 

D2R-8 SA 2 27.6 D2R-23 RH 2 38.1 

D2R-9 SA 2 67.1 D2R-24 SH 125.8 

D2R-l0 SA 4 88.7 D2R-25 TU 7 90.0 

D2R-ll SA 2 9.8 D2R-26 TU 125.8 

D2R-12 SA 44.9 D2R-27 TU 38.7 

D2R-13 SA 1 16.4 D2R-28 TU 1 19.9 

D2R-14 SA 11.5 D2R-29 HO 20.9 

D2R-15 SA 25.0 その他 SA 1 3.0 

D2R-16 SA 24.6 
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カラー図版8・13，図版5)(第134-138図，第68-70表，D2-Cプロック10 

1 )プロックの概要

D2-Cプロックは，調査範囲北側のDI-92・93.D2-02・03・13グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mである。

ブロックの規模と形状は，長軸9m.短軸7mの範囲に116点の石器・喋が分布する。出土層位は.

層下部からw.v層を中心として.30cmほどの高低差をもって包含されている(第134-137図)。
プロックは，加工痕ある剥片2点，剥片15点，砕片5点，石核3点の合計25点と喋91点で構成される。

石器石材は，黒曜石Al点，安山岩3点，頁岩C3点，頁岩El点，チャート 2点，粘板岩9点，砂岩1

点，ホルンフェルス3点，瑞瑠・玉髄2点である。傑石材は，安山岩2点(1母岩;29.3 g).流紋岩22

点 (11母岩;952.8g).凝灰岩18点 (5母岩;632.1 g).砂岩40点 (14母岩;688.2g). 
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D 2-Cブロック10 

識別率は93%で識別できなかった流紋岩5点 (5.5g)・砂岩1点 (0.8g) で，3点(1母岩;122.4 g)， 

ある。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは16母岩を識別した。内訳は，黒曜石A1母岩 (D2-18)，安山岩2母岩 (D2-19・20).

頁岩C2母岩 (D2-21・22)，頁岩E1母岩 (D2-23)，チャート 2母岩 (D2-2・24)，粘板岩4母岩 (D2-11・

25~27) ，砂岩 1 母岩 (D2-28)，ホルンフェルス 1母岩 (D2-29)，璃瑠・玉髄2母岩 (D2-30・31)である。

である。(22/25点)母岩識別した石器の石器総数に対する割合は88%

• D2-2 :黄灰色 (2.5Y4/1)などのチャートである。母岩の特徴はD2-Aブロックに記したとおりである。

D2-Aブロックの削器l点と接合している。の単独資料であるが，本ブロックでは剥片1点(1.7g ) 
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10 D 2-Cブロック

• D2-1l :黄灰色 (2.5Y4/1) などの粘板岩である。母岩の特徴はD2-Bブロックに記したとおりである。

本ブロックでは加工痕ある剥片 1点 (15.3g )の単独資料であるが，その他に同一母岩がD2-Bブロック

に1点ある。

• D2-18 :黒灰色半透明の黒曜石である。ゆ 1mmほどの灰色と淡樺色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と

考えられる。剥片1点(1.8g )の単独資料である。

• D2-19 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の安山岩である。石器群の内

訳は，剥片2点 (26.5g)である。

• D2-20 :自然面は粗い紙ヤスリ状で，自然面及び内部は灰色(5Y4/1)の安山岩である。剥片 1点(1.7g ) 

の単独資料である。

• D2-21 :自然面は比較的平滑で、，自然面及び節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)，内部は灰オリーブ色

(5Y612)の嶺岡産頁岩である。石核 1点 (11.0g )の単独資料である。

• D2-22 :自然面は比較的平滑で、オリーブ褐色 (2.5Y4/3)，内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)・暗オリーブ

灰色 (2.5GY4/1)，節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (5.6g)の単独資料

である。

• D2-23 :にぶい黄褐色 (lOYR5/3)の頁岩である。砕片 1点 (0.5g)の単独資料である。

• D2-24 :自然面は爪形の裂痕が密で 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，節理状の内部はにぶい黄

褐色(10YR4/3)のチャートであるが，硬質轍密な頁岩あるいは嶺岡産頁岩の可能性もある。石核1点(10.8

g)の単独資料である。

• D2-25 :自然面は平滑で、赤褐色(lOR4/3)，内部は灰色 (N4/0)・灰色 (7.5Y4/1)，節理はにぶい黄糧

色 (lOYR6/3)の粘板岩である。石器群の内訳は，剥片4点，砕片2点の合計6点 (18.4g )である。接

合資料は，剥片3点，砕片 1点の合計4点 (17.7g)である。

• D2-26 :自然面は平滑で、灰褐色 (7.5YR4/2)，内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/1)の粘板岩である。剥片

1点(1.5g )の単独資料である。

• D2-27 :自然面は平滑で灰色 (5Y4/1)・にぶい赤褐色 (5YR4/4)，内部はオリーブ灰色 (5GY5/1)・灰

色 (N4/0)，節理は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の粘板岩である。剥片1点 (5.6g)の単独資料である。なお，

D2-25-27は部分的に共通する箇所が見られることから，同一母岩としてまとめるべきであったかもしれ

ない。

• D2-28 :内部は灰色 (5Y6/1)・灰オリーブ色 (5Y6/2)，節理はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，新鮮な面は褐

色 (10YR5/1)の砂岩である。剥片 1点 (19.6g)の単独資料である。

• D2-29 :自然面は細かい穴が密で灰色 (5Y5/1)の地に灰色 (5Y6/1)・灰黄褐色 (10YR5/2)・黒褐色

(lOYR3/1)が部分的に混じり，内部は灰色 (5Y5/1)の地に灰色 (5Y6/1)が部分的に混じるホルンフ

ェルスである。石核1点 (56.8g)の単独資料である。

• D2-30 :自然面は平滑で明赤褐色 (5YR5/6)，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・玉髄である。加工痕

ある剥片1点 (5.6g)の単独資料である。

• D2-31 :浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・玉髄である。剥片 1点(1.0g )の単独資料である。 D2-30と同一

母岩の可能性が高い。

なお，母岩分類できなかった資料に，嶺岡産頁岩の剥片 1点 (0.7g)，ホルンフェルスの砕片2点 (0.4

- 155-



第5節第4文化層

g)がある。

3)出土遺物(第138図1-7)

1は粘板岩による加工痕ある剥片である。表面末端と裏面左側縁に調整加工を行っている。 2は璃瑠・

玉髄による加工痕ある剥片である。裏面右側縁に鋸歯状の調整加工を行っている。

第68表 D 2-Cブロック母岩別石器組成表

母岩書号 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF Bl OA HX PT HS AS Fl OH 。。 SM SP MB MO 合計
02-2(OH) 1 

P2-11(Sυ 

02・18(OBA)

02-19(AN) 2 2 

02-20(AN) 1 1 

P2-21(SHO) 

02-22(SHO) 1 

02-23(SHE) 

02-24(OH) 

02-25(Sυ 4 z 8 

02-26(Sl) 

02-27(Sυ 

02-28(SA) 

02-29(HO) 

02-30(00) 1 

02-31(00) 

|その他(SHO)

その他(HO) 2 2 

合計 2 15 5 3 25 

第69表 D 2-Cブロック石材別石器組成表

宥 材 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF Bl OA HX PT HS AS Fl OH 00 SM SP MB MO 合計

鳳瞳右A(OBA)

安山岩(州) 3 3 

頁岩O(SHO) 2 3 

，.岩E(SHE)

17-1-ート(QH) z 
|粘板岩(Sυ 自 z 9 

砂岩(SA) t 

ホルンフzル̂(t咽3 2 3 

竃瑠・玉髄(00) z 
合計 2 15 5 3 25 

第70表 D2-Cブロック喋組成表

|母 岩 石材 個数 重量 |母 岩 石材 個数 重量

C2R-3 SA 18.5 D2R-39 SA 6.5 

D1R-l SA 62.2 D2R-40 RH 7 182.0 

D1R-2 SA 2 33.1 D2R-41 RH 6 111.8 

D1R-3 SA 12.8 D2R-42 RH 63.2 

D1R-20 RH 30.9 D2R-43 RH 137.5 

D1R-32 TU 3.7 D2R-44 RH 135.3 

D2R-30 SA 13 233.7 D2R-45 RH 36.0 

D2R-31 SA 12 156.0 

D2R-32 SA 2 34.4 

D2R-33 SA 57.1 

D2R-34 SA 2 5.3 

D2R-35 SA 11.8 

D2R-36 SA 30.5 

D2R-37 SA 21.2 
D2R-38 SA 5.1 

D2R-46 RH 226.2 

D2R-47 RH 7.0 

D2R-48 RH 1 7.4 

D2R-49 RH 15.5 

D2R-50 AN 2 29.3 

D2R-51 TU 5 225.1 

D2R-52 TU 6 238.6 

D2R-53 TU 5 64.9 

石 材 個数 重量

安山岩(刷) 2 29.3 

流紋岩(RH) 27 958.3 

l灘灰岩{刊) 18 632.1 

砂岩(SA) 41 689.0 

ホルンフヱルス(HO) 3 122.4 

合 針 91 2431.1 
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3は砂岩による石刃状の縦長剥片である。 4は安山岩による不定型な剥片である。

5はチャート， 6はホルンフェルス， 7は嶺岡産頁岩による石核である。 5・6は打面と作業面を入れ

替えながら，小型で不定型な剥片を剥離している。 7は90度の打面転移を行いながら，小型で不定型な剥

片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第138図8-12)

• D2-25 (第138図8-12) 灰色 (N4/0)などの粘板岩である。剥片4点，砕片2点の合計6点で構成

される。 8は剥片3点 (9・10・12)，砕片1点 (11)の接合資料である。 9→10→11の順に上方向から

剥離した後， 180度打面を転移して12を剥離している。 9. 10は小型な石刃状の縦長剥片， 12は石刃状の

縦長剥片である。

11 E6-Aプロック(第139-143図，第71-73表，カラー図版8，図版6)

1 )プロックの概要

E6-Aプロックは，調査範囲南側のE6-31'32・41-43・51-53グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地のほほ中央で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸9m，短軸7mの範囲に142点の石器・喋が分布する。出土層位は， m 
層から町・ V層にかけて， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第139-142図)。

ブロックは，加工痕ある剥片2点，剥片10点，石核1点の合計13点と喋129点で構成される。石器石材は，

安山岩1点，頁岩C6点，頁岩D2点，頁岩El点，チャート 2点，璃璃・玉髄1点である。喋石材は，

流紋岩18点 (11母岩;302.6g)，チャート16点 (10母岩;264.5g)，凝灰岩18点 (11母岩;532.2g)，砂

岩40点 (26母岩;1，128.6 g ) ，ホルンフェルス6点 (4母岩;213.5 g)，花両岩1点(l母岩;72.5 g)， 

識別できなかった流紋岩3点 (2.4g)・凝灰岩16点 (590.9g)・砂岩11点 (42.0g)で，識別率は77%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，安山岩1母岩 (E6-1)，頁岩C1母岩 (E6-2)，頁岩D

2母岩 (E6-3・4)，頁岩El母岩 (E6-5)，チャート 2母岩 (E6-6・7)，璃瑠・玉髄1母岩 (E6-8) 

である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(13/13点)である。

. E6-1 :自然面は爪形の裂痕が粗で，自然面及び内部は黒褐色 (10YR3/2)の安山岩である。加工痕あ

る剥片 1点 (2.1g)の単独資料である。

. E6-2 :自然面は比較的平滑で，自然面及び節理は褐色 (7.5YR4/4)，内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)

の地に灰オリーブ色 (5Y5/3)・褐灰色 (10YR4/1)・暗オリーブ灰色 (5GY3/1)が混じる嶺岡産頁岩で

ある。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片5点の合計6点 (28.1g)である。

. E6-3 :自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)，内部は灰色 (5Y5/1)の硬質轍密な頁岩であるが，

嶺岡産頁岩の可能性もある。剥片1点 (2.6g)の単独資料である。

. E6-4 :自然面は平滑で灰色 (5Y4/1)，内部は灰色 (5Y4/1)・褐色 (7.5YR4/3)の硬質轍密な頁岩で

ある。剥片1点 (0.7g)の単独資料である。

• E6-5 :灰黄色 (2.5Y6/2)の頁岩であるが，流紋岩の可能性もある。剥片1点 (2.4g )の単独資料で

ある。
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11 E6-Aプロック

. E6-6 :自然面は爪形の裂痕が粗で，自然面及び節理は灰黄褐色 (10YR4/2). 内部はオリープ灰色

(2.5GY5/1)の地に黒色の筋が入るチャートであるが，嶺岡産頁岩の可能性もある。剥片1点 (4.8g)

の単独資料である。

. E6-7 :自然面は比較的平滑で， 自然面及び節理は暗赤色 (10R3/4). 内部は暗赤褐色 (10R3/2)の地

に暗オリーブ灰色 (5GY3/1)が部分的に混じるチャートであるが，硬質轍密な頁岩あるいは嶺岡産頁岩

の可能性もある。石核1点 (14.6g )の単独資料である。

. E6-8 :浅黄色 (2.5Y7/4)の璃瑠・玉髄である。剥片1点(1.6g )の単独資料である。
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第143図 E 6-Aブロック出土遺物

第71表 E 6-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 。。 SM SP MB MO 合計
E6-1(AN) 

E6-Z(SHO) 1 5 s 
E6-3(SHD) 

E6-4(SHD) 

E6-5(SHE) 

E6-~(OH) 

E6-7(OH) 

E6-8(00) 

合計 z 10 13 

第72表 E 6-Aプロック石材別石器組成表

宥 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 。。 SM SP MB MO 合計
安山岩(州}

|頁宕O(SHO) 5 6 

|頁岩D(SHD) 2 z 
|頁岩E(SHE)

チャート(OH) z 
環瑠・玉髄(00)

合計 2 10 13 



第5節第4文化層

第73表 E 6-Aプロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

E6R-1 SA 3 82.9 E6R-26 SA 3.4 E6R-51 TU 2 34.0 
E6R-2 SA 3 59.0 E6R-27 RH 6 77.1 E6R-52 TU 2 57.7 
E6R-3 SA 3 59.1 E6R-28 RH 2 21.9 E6R-53 TU 3 76.5 
E6R-4 SA 2 113.7 E6R-29 RH 2 37.3 E6R-54 TU 52.5 
E6R-5 SA 2 30.9 E6R-30 RH 54.8 E6R-55 TU 31.6 
E6R-6 SA 5 84.2 E6R-31 RH 28.5 E6R-56 TU 12.6 
E6R-7 SA 2 24.5 E6R-32 RH 38.2 E6R-57 TU 19.4 

E6R-8 SA 2 11.5 E6R-33 RH 19.4 E6R-58 TU 8.3 
E6R-9 SA 254.5 E6R-34 RH 10.9 E6R-59 HO 3 66.1 
E6R-10 SA 130.5 E6R-35 RH 6.9 E6R-60 HO 99.8 
E6R-11 SA 62.9 E6R-36 RH 5.2 E6R-61 HO 30.4 
E6R-12 SA 14.5 E6R-37 RH 2.4 E6R-62 HO 17.2 
E6R-13 SA 21.2 E6R-38 CH 6 62.7 E6R-63 GR 72.5 
E6R-14 SA 21.7 E6R-39 CH 2 26.7 その他 RH 3 2.4 
E6R-15 SA 24.0 E6R-40 CH 81.7 その他 TU 16 590.9 
E6R-16 SA 35.6 E6R-41 CH 30.3 その他 SA 11 42.0 

E6R-17 SA 24.0 E6R-42 CH 29.8 
E6R-18 SA 18.6 
E6R-19 SA 10.1 
E6R-20 SA 7.8 
E6R-21 SA 10.7 
E6R-22 SA 3.6 
E6R-23 SA 4.1 
E6R-24 SA 9.9 

E6R-43 CH 9.6 
石材 個数 重量

E6R-44 CH 5.1 
流敏岩(RH) 21 305.0 

E6R-45 CH 7.5 
CH 

チャート(CH) 16 264.5 
E6R-46 5.6 

|灘灰岩(TU) 34 1123.1 
E6R-47 CH 5.5 

|砂岩(SA) 51 1170.6 
E6R-48 TU 2 77.8 

ホルンフzルス(HO) 6 213.5 
E6R-49 TU 2 60.4 

|その他(GR) 72.5 
E6R-25 SA 5.7 E6R-50 TU 2 101.4 

A目.... 計 I129 I 314叫 2 

3)出土遺物(第143図)

1は安山岩による加工痕ある剥片である。末端に調整加工を行っている。 2は嶺岡産頁岩による加工痕

ある剥片である。裏面末端に調整加工を行っている。

3は頁岩による剥片である。

4はチャートによる石核である。 90度の打面転移を行いながら，小型で不定型な剥片を剥離している。

12 D7-Aプロック(第144-148図，第74-76表，カラー図版9，図版6)

1 )プロックの概要

D7-Aブロックは，調査範囲南側のD7-79グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の東側縁辺部で，

傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

プロックの規模と形状は，長軸2m，短軸1mの範囲に31点の石器・礁が分布する。出土層位は， m層
を中心として， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第144-147図)。

プロックは，使用痕ある剥片1点と喋30点で構成される。石器石材は，黒曜石Bl点である。喋石材は.

流紋岩8点 (5母岩;200.5g)，チャート 9点 (5母岩;163.5 g)，凝灰岩1点(l母岩;100.7 g)，砂

岩12点 (7母岩;282.2 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは1母岩を識別した。内訳は，黒曜石Bl母岩 (D7-1)である。母岩識別した石器の石

器総数に対する割合は100%(111点)である。
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第5節第4文化層

. D7-1 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φ1阻

ほどの黄白色の爽雑物を含む。信州和田峠峠産と考えられる。使用痕ある剥片1点 (4.7g )の単独資料

である。

3)出土遺物(第148図)

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。裏面右側縁の上部に微細な剥離痕が見ら

れるが，偶発的な剥離痕の可能性もある。むしろ表面左側縁の比較的大きな剥離痕が主要剥離面を切って

いる可能性が高く，加工痕ある剥片あるいは石核とした方が良いかもしれない。

-Fq 
〈フ 1

。 (2/3) 

07-79-2 
07-1 (088) 
UF 
4.7g 

5cm 

第148図 D 7-Aブロック出土遺物

第74表 D 7-Aブロック母岩別石器組成表

第75表 D 7-Aブロック石材別石器組成表

第76表 D 7-Aブロック疎組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩

D7R-1 SA 63.1 I D7R-11 

D7R-2 SA 2 33.5 I D7R-12 

D7R-3 SA 2 37.4 D7R-13 

D7R-4 SA 2 67.9 D7R-14 

D7R-5 SA 35.8 D7R-15 

D7R-6 SA 6.1 D7R-17 

D7R-7 RH 51.2 E7R-3 

D7R-8 RH 1 50.7 E7R-44 

D7R-9 RH 3 38.6 

D7R-10 RH 30.7 

石材 個数 重量 石 材 個数 重量

CH 2 33.3 流紋岩(RH) 8 200.5 

CH 23.7 チャート(c:H) 9 163.5 

CH 4 26.3 灘灰岩(TU) 100.7 

CH 41.9 砂岩(SA) 12 282.2 

CH 38.3 4E当ヨh 言十 30 746.9 

TU 100.7 

SA 3 38.4 

RH 2 29.3 
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図版6)カラー図版9・13，第77-79表，(第149-157図，E7-Aブロック13 

1 )ブロックの概要

ブロックの調査範囲南側のE7-40・41・50・51・60-62・71グリッドに位置する。E7-Aブロックは，

傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mで、ある。立地は，台地の東側縁辺部で，

E
 

長軸10m.短軸5mの範囲に324点の石器・喋が分布する。出土層位は，ブロックの規模と形状は，

中心はE層で、40cmほどの高低差をもって包70cmほどの高低差をもっているが，層からV層下部にかけて，
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ブロックは，加工痕ある剥片4点剥片26点 (25個体)，砕片4点石核6点の合計40点 (39個体)と

喋284点で構成される。石器石材は，黒曜石B22点，安山岩10点，頁岩C1点，頁岩El点，凝灰岩3点(2

個体)，粘板岩1点，璃瑠・玉髄2点である。喋石材は，流紋岩69点 (26母岩;2，785.8 g ) ，頁岩4点 (3

チャート45点 (14母岩;1，491.4 g ) ，凝灰岩43点 (16母岩;1，378.1 g ) ，砂岩66点 (39母岩;

2，208.3 g)，ホルンフェルス12点 (4母岩;135.5 g)，花両岩2点(1母岩;111.9 g )，識別できなかった

流紋岩11点 (26.5g)・チャート 2点(1.2g )・凝灰岩12点 (8.1g)・砂岩16点 (95.8g)・花両岩2点 (0.7

母岩;60.1 g)， 
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13 E 7-Aフーロック

g)で，識別率は85%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは17母岩を識別した。内訳は，黒曜石B10母岩(E7-1-9・11)，安山岩1母岩(E7-12)， 

頁岩C1母岩 (E7-13)，頁岩E1母岩 (E7-14)，凝灰岩1母岩 (E7-15)，粘板岩1母岩 (E7-16)，~馬瑠・

玉髄2母岩 (E7-17・18)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は95%(38/40点)である。
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第5節第4文化層

• E7-1 :自然面は紙ヤスリ状の部分と凹凸の激しい部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような

半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片

2点 (19.8g)である。接合資料は，剥片2点 (19.8g)である。

• E7-2 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明

な黒曜石である。 φ3mmほどの気泡を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (10.5g)の単独

資料である。

. E7-3 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は黒色不透明の黒曜石である。

信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (1l.3g )の単独資料である。

. E7-4 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入

る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (10.9g)の単独資料である。

. E7-5 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片 1点の合計2点(2.7

g)である。

. E7-6 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州

和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片1点.石核1点の合計2点 (17.lg)である。

第77表 E 7-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP E5 55 GR DR PQ RF UF BL DA HX PT H5 A5 FL CH 。。 5M 5P MB MC 合計
E7-1(OBB) 2 2 

E7-2(OBB) 

E7-3(OBB) 

E7-4(OBB) 

E7-5(OBB) 2 

E7-6(OBB) 2 

E7・7(OBB) 2 4 6 

E7-8(OBB) 

E7-9(OBB) 

E7-l1(OBB) 3 3 

E7-12(AN) 10 10 

E7-13(5HC) 

E7-14(5HE) 

E7-15(TU) 3(2) 3(2) 

E7-16(5υ 

E7-17(CC) 

E7・18(CC)

その他(OBB) 2 2 

合計 4 26(25) 4 6 40(39) 

第78表 E 7-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP E5 55 GR DR PQ RF UF BL DA HX PT H5 A5 FL CH CO 5M 5P MB MC 合計

黒曜右8(OBB) 3 13 E 4 22 

安山岩(AN) 10 10 

|頁岩C(5HC)

|頁岩E(5HE)

|灘灰岩(TU) 3(2) 3(2) 

粘板岩(5υ

車両面・玉髄(CC) E 2 

合計 4 26(25) 4 6 40(39) 
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13 E7-Aフ守ロック

. E7-7 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入

る黒曜石である。 φ2mmほどの爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕

ある剥片2点，剥片4点の合計6点 (21.7g )である。

. E7-8 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。剥片 1点 (2.4g )の単独資料である。

. E7-9 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (2.0g)の単独資料である。

• E7-11 :自然面は紙ヤスリ状の部分と凹凸の激しい部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような

半透明な地に黒色の縞が入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片3点

(15.1 g)である。

. E7-12 :自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)，新鮮な面は灰色 (N4/0)の安

山岩である。石器群の内訳は，剥片10点 (61.8g )である。

第79表 E 7-Aブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

E7R-1 SA 7 379.4 E7R-41 RH 8 186.8 E7R-82 TU 4 195.7 

E7R-2 SA 2 84.5 E7R-42 RH 6 89.4 E7R-83 TU 2 109.1 
E7R-3 SA 4 49.2 E7R-43 RH 4 211.3 E7R-84 TU 2 288.2 
E7R-4 SA 2 92.9 E7R-44 RH 4 44.1 E7R-85 TU 4 67.3 
E7R-5 SA 2 59.5 E7R-45 RH 2 103.2 E7R-86 TU 3 74.7 

E7R-6 SA 4 132.5 E7R-46 RH 2 103.9 E7R-87 TU 2 44.4 
E7R-7 SA 2 263.9 E7R-47 RH 2 80.1 E7R-88 TU 12 35.4 
E7R-8 SA 3 59.5 E7R-48 RH 2 68.5 E7R-89 TU 92.2 

E7R-9 SA 3 113.3 E7R-49 RH 4 44.5 E7R-90 TU 71.8 
E7R-10 SA 37.4 E7R-50 RH 3 17.0 E7R-91 TU 123.0 
E7R-11 SA 2 72.4 E7R-51 RH 2 55.4 E7R-92 TU 70.7 
E7R-12 SA 2 54.4 I E7R-52 RH 2 72.4 E7R-93 TU 1 13.1 
E7R-13 SA 1 14.9 I E7R-53 RH 17.3 E7R-94 TU 3.7 
E7R-14 SA 10.8 I E7R-54 RH 10 171.0 E7R-95 SH 1 6.4 
E7R-15 SA 1 15.0 I E7R-55 RH 322.8 E7R-96 HO 4 75.4 
E7R-16 SA 2 40.6 E7R-56 RH 83.4 E7R-97 HO 4 27.4 
E7R-17 SA 1 13.1 E7R-57 RH 157.6 E7R-98 HO 3 24.3 
E7R-18 SA 1 12.1 E7R-58 RH 73.1 E7R-99 GR 2 111.9 
E7R-19 SA 2 21.9 E7R-59 RH 44.8 E7R-100 SA 25.2 
E7R-20 SA 2 12.5 E7R-60 RH 75.9 E7R-117 TU 4 62.0 
E7R-21 SA 2 13.1 E7R-61 RH 19.8 E7R-122 TU 1 3.9 
E7R-22 SA 1 7.8 E7R-62 RH 4.8 E7R-165 SA 2 15.3 
E7R-23 SA 87.0 E7R-63 RH 2.9 E7R-166 HO 1 8.4 
E7R-24 SA 68.5 E7R-64 CH 17 744.8 |その他 RH 11 26.5 
E7R-25 SA 106.8 E7R-65 CH 5 406.8 その他 CH 2 1.2 
E7R-26 SA 99.1 E7R-66 CH 4 82.1 |その他 TU 12 8.1 
E7R-27 SA 39.6 E7R-67 CH 6 83.4 |その他 SA 16 95.8 
E7R-28 SA 1 48.4 E7R-68 CH 3 55.4 その他 GR 2 0.7 
E7R-29 SA 22.0 E7R-69 CH 2 44.5 
E7R-30 SA 1 22.8 E7R-70 CH 22.4 
E7R-31 SA 25.7 E7R-71 CH 21.2 
E7R-32 SA 14.0 E7R-72 CH 9.3 石 材 個数 重量

E7R-33 SA 11.2 E7R-73 CH 13.3 流紋岩(RH) 80 2812.3 

E7R-34 SA 8.9 E7R-74 CH 4.0 |頁岩(SH) 4 60.1 

E7R-35 SA 20.1 E7R-75 CH 1.5 チャート(CH) 47 1492.6 

E7R-36 SA 13.8 E7R-76 CH 1.3 灘灰岩(TU) 55 1386.2 

E7R-37 SA 19.2 E7R-77 CH 1.4 砂岩(SA) 82 2304.1 

E7R-38 RH 4 280.6 E7R-78 SH 2 49.2 ホルンフヱルス(HO) 12 135.5 

E7R-39 RH 2 202.2 E7R-80 SH 4.5 その他(GR) 4 112.6 

E7R-40 RH 2 253.0 E7R-81 TU 3 122.9 4E』3 計 284 8303.4 
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第5節第4文化層

• E7-13 :灰オリープ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。加工痕ある剥片1点 (2.0g)の単独資料である 0

・E7-14:内部は灰オリープ色 (7.5Y6/2)・暗灰黄色 (2.5Y5/2). 節理はにぶい樺色 (7.5YR6/4)の頁岩

である。砕片1点 (0.4g)の単独資料である。

• E7-15 :自然面は平滑でにぶい黄樺色 (10YR6/3).内部はにぷい褐色 (7.5YR5/4)・灰黄色 (2.5Y6/2).

節理は灰褐色 (7.5YR4/2)・灰色 (N6/0)の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片3点 (2個体;7.2 g) 

である。接合資料は，剥片2点(l個体;4.2g)である。

• E7-16 :黒褐色 (2.5Y3/1)の粘板岩である。砕片1点 (0.1g)の単独資料である。

• E7-17 :自然面は平滑で樺色 (7.5YR6/6).内部は浅黄櫨色 (10YR8/3)の璃瑠・玉髄である。石核1

点 (28.0g)の単独資料である。

• E7-18 :自然面は平滑で黄褐色 (10YR5/6)・褐色 (10YR4/4).内部は浅黄糧色 (10YR8/3)の璃瑠・

玉髄である。石核1点 (18.8g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の砕片2点 (0.4g)がある。

3)出土遺物(第156図，第157図13・14)

1-3は信州和田峠周辺産の黒曜石. 4は嶺岡産頁岩による加工痕ある剥片である。 1は末端の一部，

2は右側縁. 3. 4は左側縁に調整加工を行っている。

5は信州和田峠周辺産の黒曜石. 6' 7は安山岩. 8は凝灰岩による不定型な剥片である。

9 . 10は璃瑠・玉髄. 11-14は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。 9は小型で扇平な喋を分
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13 E 7-Aプロック

割した石核である。 10・11は素材の主要剥離面側で1枚不定型な剥片を剥離している。 12・14は打面と作

業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。 13は素材の主要剥離面を打面として，不定型な剥

片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第157図15-17)

. E7-1 (第157図15-17) 薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州

和田峠周辺産と考えられる。剥片2点で構成される。 15は剥片2点 (16・17)の接合資料である。 17を剥

離した後， 90度打面を転移して， 18を剥離している。

14 E7-Bブロック(第158-162図，第80-82表，カラー図版9，図版6)

1 )ブロックの概要

E7-Bプロックは，調査範囲南側のE7-70・71・80・81グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

プロックの規模と形状は，長軸7m，短軸4mの範囲に77点の石器・礁が分布する。出土層位は， III層

を中心として， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第158-161図)。

プロックは，ナイフ形石器3点，加工痕ある剥片3点，使用痕ある剥片6点 (4個体)，剥片19点，砕

片2点石核7点 (6個体)の合計40点 (37個体)と喋37点で構成される。石器石材は.黒曜石B38点 (35

個体)，頁岩Dl点頁岩El点である。磯石材は，流紋岩8点 (8母岩;235.3g)，チャート 2点(1

母岩;18.8 g)，凝灰岩7点 (5母岩;152.l g)，砂岩19点 (15母岩;434.3 g)，ホルンフェルス 1点(1

母岩;5l.5 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは17母岩を識別した。内訳は，黒曜石B15母岩 (E7-19-33)，頁岩Dl母岩 (E7一34)，

頁岩El母岩 (E7-35)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は85%(34/40点)である。

. E7-19 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は黒色不透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられ

る。石核1点 (8.9g)の単独資料である。

. E7-20 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の筋が入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (9.2g)の単独資料である。

• E7-21 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の筋が入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。 E7-20と同一母岩の可能性がある。石器群の内訳は，石

核2点(1個体;10.6 g)である。接合資料は，石核2点(1個体;10.6 g)である。

• E7-22 :自然面は凹凸があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に筋が入る黒曜石である。

ゆ3mmほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (7.3g)の単独資料である。

. E7-23 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒色のモヤが入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(l.5g )の単独資料である。

. E7-24 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φ3阻

ほどの爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片1点，石核1点の合計2点

(10.4 g )である。

• E7-25:薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。本ブロックでは
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使用痕ある剥片1点 (4.0g)の単独資料であるが，その他にE7-Cブロックに 1点ある。

. E7-26 :自然面は平滑な部分と多少凹凸の部分があり 自然面及び内部は半透明な地に灰色のモヤが入

る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，石核1点の合計

2点 (5.9g)である。

. E7-27 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の筋状のモ

ヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片2

点，砕片1点の合計4点 (9.9g )である。

• E7-28 :薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φ2凹ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周

辺産と考えられる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片2点(1個体)，剥片1点の合計3点(2個体;4.2g) 

である。接合資料は，使用痕ある剥片2点(1個体;2.7 g)である。

• E7-29 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明

な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器1点(1.6g )の単独資料である。

. E7-30 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入

る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片2点 (4.7g )である。

• E7-31 :自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，加工痕ある剥片l点，使用痕ある剥片3

点 (2個体)，剥片4点の合計9点 (8個体;9.5g)である。接合資料は，使用痕ある剥片2点(1個体;

2.3g)である。

. E7-32 :黒褐色不透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (3.2g) 

の単独資料である。

• E7-33 :自然面は凹凸があり， 自然面及び内部は黒褐色不透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考

えられる。 E7-32と同一母岩の可能性がある。剥片1点 (10.2g)の単独資料である。

. E7-34 :内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の地に浅黄色 (2.5Y7/3)が部分的に混じり，節理は褐色 (7.5Y4/3)，

新鮮な面は黄灰色 (2.5Y4/1)の硬質轍密な頁岩である。剥片 1点 (9.1g)の単独資料である。

• E7-35 :内部は灰色 (5Y5/1)・にぶい黄色 (2.5Y6/3)，節理はにぶい黄色 (2.5Y6/3)，新鮮な面は暗灰

色 (N3/0)の頁岩である。剥片1点 (19.3g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片5点，砕片1点の合計6点 (2.5

g)がある。

3)出土遺物(第162図)

1-3は信州和田峠周辺産の黒曜石による二側縁加工あるいは部分加工のナイフ形石器である。 1は石

刃状の縦長剥片の末端を先端として，右側縁と左側縁下部に調整加工を行っている。 2は横長剥片を横位

に用い，左側縁と右側縁下部に調整加工を行っている。 3は石刃状の縦長剥片の打面側を先端として，右

側縁下部と左側縁上部に調整加工を行っている。なお，左側縁から末端にかけて自然面が残っており，形

態上は二側縁加工のナイフ形石器と同等である。

4-6は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。 4は末端の一部， 5は右側縁， 6は

表面右側縁，裏面両側縁の一部に調整加工を行っている。

7-10は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。 7は両側縁， 9は末端の一部， 10は

。。
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第5節第4文化層

左側縁に微細な剥離痕が見られる。 8は左側縁の一部に微細な剥離痕が見られるが，右側縁の比較的大き

な剥離痕が主要剥離面を切っている可能性が高く，加工痕ある剥片とした方が良いかもしれない。

11は頁岩， 12は硬質綾密な頁岩， 13は信州和田峠周辺産の黒曜石による剥片である。 11は石刃状の縦長

剥片， 12・13は不定型な剥片である。

14-19は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。 14・15は打面と作業面を入れ替えながら，小型

で不定型な剥片を剥離している。 16-19は小型な剥片を素材として，小型で不定型な剥片を数枚剥離して

いる。 19は2点が接合して1個体となる。

第80表 E 7-Bプロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

E7-19(OBB) 

E_7-20(QBB) 

E7-:21(QBB) 2(1) 2(1) 

E7-22(OBB) 

E7-23(OBB) 

E7-24(QBB) 2 

E7-25(OBB) 

E_7-26(OBB) 2 

E7-27(OBB) 2 4 

E7-28(OBB) 2(1) 3(2) 

E7-29(OBB) 

E7-3日正OBB) 2 2 

E7-31(OBB) 3(2 4 9(8) 

E7-32(OBB) 1 

E7-33(OBB) 

E7-34(剖0)

E7-35(SHE) 

その他(OBB) 5 自

合計 3 3 6(4) 19 217(6) 40(37) 

第81表 E 7-Bブロック石材別石器組成表

第82表 E 7-Bプロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石 材 個数 重量

E7R-4 SA 12.9 E7R-l08 SA 15.1 流紋岩(RH) B 235.3 

E7R-8 SA 3 72.7 E7R-l09 SA 5.5 チャート(OH) 2 18.8 

E7R-22 SA 3.3 E7R-ll0 SA 5.4 |滋灰岩(刊) 7 152.1 

E7R-39 RH 64.3 E7R-lll SA 3.2 砂岩(SA) 19 434.3 

E7R-42 RH 29.9 E7R-112 SA 1.5 ホルンフェルス(HO) 51.5 

E7R-44 RH 6.3 E7R-113 RH 52.4 4回』 計 37 892.0 

E7R-50 RH 1 15.0 E7R-114 RH 19.3 

E7R-54 RH 23.0 E7R-115 RH 25.1 

E7R-l00 SA 2 63.3 E7R-116 CH 2 18.8 

E7R-l0l SA 48.1 E7R-117 TU 3 36.5 

E7R-l02 SA 2 20.8 E7R-118 TU 66.3 

E7R-l03 SA 94.8 E7R-119 TU 1 37.8 

E7R-l05 SA 51.5 E7R-120 TU 1 6.7 

E7R-l06 SA 22.8 E7R-121 TU 4.8 

E7R-l07 SA 13.4 E7R-123 HO 51.5 
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15 E7-Cブロック(第163-168図，第83-85表，カラー図版9・13，図版6)

1 )ブロックの概要

15 E 7-Cブロック

E7-Cブロックは，調査範囲南側のE7-81・91， E8-01グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸7m，短軸4mの範囲に116点の石器・礁が分布する。出土層位は， m 
層を中心として， 30cmほどの高低差をもって包含されている(第163-167図)。

ブロックは，加工痕ある剥片 1点，使用痕ある剥片 1点，剥片11点，砕片 1点，石核5点の合計19点と

喋97点で構成される。石器石材は，黒曜石B12点，軟質の安山岩 1点，頁岩Dl点，頁岩E1点，凝灰岩

2点砂岩2点である。牒石材は，流紋岩35点 (20母岩;1，217.l g)，頁岩 1点(1母岩;6.9 g)，チャ

ート 9点 (8母岩;189.2 g)，凝灰岩10点 (7母岩;238.4 g)，砂岩36点 (29母岩;1，076.2 g ) ，ホルンフ

エルス 1点(1母岩;17.0 g)，識別できなかった流紋岩4点 (33.2g )・凝灰岩1点 (0.5g)で，識別率

は95%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは13母岩を識別した。内訳は，黒曜石B7母岩 (E7-25・36・41-45)，軟質の安山岩1

母岩(E7-37)，頁岩Dl母岩(E7-38)，頁岩El母岩(E7-39)，凝灰岩1母岩(E7-40)，砂岩2母岩(E7-46・

47)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(19/19点)である。

• E7-25 :薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。母岩の特徴は

E7-Bブロックに記したとおりである。本ブロックでは使用痕ある剥片 1点(6.8g)の単独資料であるが，

その{也にE7-Bブロックに L点ある。

• E7-36 :薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，

剥片4点(1.4g )である。

• E7-37 :にぶい黄色 (2.5Y6/4)の軟質な安山岩である。砕片 1点 (0.2g )の単独資料である 0

・E7-38:灰黄色 (2.5Y7/2)の硬質轍密な頁岩である。剥片 1点 (0.5g)の単独資料である。

. E7-39 :内部は黄灰色(2.5Y4/l)・暗灰黄色(2.5Y5/2)・にぶい赤褐色(5YR4/4)，節理は灰黄色(2.5Y6/2)

の頁岩である。剥片 1点 (4.6g)の単独資料である。

• E7-40 :自然面は平滑で黄灰色(2.5Y5/l)・黄灰色(2.5Y4/1)，内部は灰色(5Y6/1)の地に浅黄色(2.5Y7/4)

が部分的に混じり，節理はにぶい黄櫨色 (10YR6/3)の凝灰岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片

1点，剥片1点の合計2点(11.1g)である。

. E7-41 :自然面は紙ヤスリ状で凹凸があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石であ

る。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点(1O.lg)の単独資料である。

• E7-42 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒色の筋が入る黒曜石で

ある。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(10.0g )の単独資料である。

• E7-43 :自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入

る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.0g )の単独資料である。

. E7-44 :自然面は紙ヤスリ状で凹凸があり，自然面及び内部は黒色不透明な部分と半透明な部分がある

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，石核2点(31.1g)である。接合資料は，

石核2点 (31.1g)である。
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15 E 7-Cプロック

第83表 E 7-Cブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL OA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MO 合計
E7-25(OBB) 

E7-36(OBB) 4 4 

E7-37(TO) 

E7-38(SHO) 

E7-39(SHE) 1 

E7-ω(TU} 2 

E7-41(OBB) 

E7-42(OBB) 

E7-43(OBB) 

E7-44(OBB) z 2 

E7-絡(OBB) z 2 

E7-46(SA) 

E7-47(SA) 

合計 11 5 19 

第84表 E 7-Cブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR OR PQ RF UF BL OA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

黒曜石8(OBB) 6 5 12 

安山岩(TO)

頁岩D(SI:IO)

貰砦E(SHE)

選医岩iIU) 1 2 

砂岩(SA) 2 2 

合計 11 5 19 

第85表 E 7-Cブロック喋組成表

|母 岩 石材 個数 重量 | |母 岩 石材 個数 重量 |母 岩 石材 個数 重量

D7R-1 SA 15.4 I E7R-132 RH 58.4 E7R-162 CH 8.7 

D7R-2 SA 66.3 E7R-133 RH 41.6 E7R-163 TU 25.6 

D7R-3 SA 25.7 E7R-134 RH 30.2 E7R-164 TU 13.7 

D7R-6 SA 49.7 E7R-135 RH 16.0 E7R-166 HO 17.0 

D7R-7 RH 40.4 E7R-136 CH 34.5 E8R-32 TU 2 24.6 

D7R-8 RH 39.6 E7R-137 CH 22.9 E8R-259 SA 24.4 

D7R-12 CH 14.9 E7R-138 CH 18.4 E9R-152 SA 2 23.2 

E7R-2 SA 3 147.1 E7R-139 CH 10.1 |その他 RH 4 33.2 

E7R-3 SA 2 43.5 E7R-140 CH 2 6.1 その他 TU 0.5 

E7R-4 SA 41.1 E7R-141 TU 86.6 

E7R-5 SA 2 91.2 E7R-142 TU 1.1 

E7R-6 SA 2 92.3 E7R-144 SA 23.8 

E7R-10 SA 52.4 E7R-145 SA 39.5 

E7R-13 SA 1 35.2 E7R-146 SA 1 14.6 I 

E7R-14 SA 58.9 E7R-147 SA 20.2 I 

E7R-17 SA 18.4 E7R-148 SA 3.0 

E7R-18 SA 50.1 E7R-149 SA 7.6 

E7R-38 RH 5 99.9 E7R-150 SA 15.0 

E7R-41 RH 2 48.8 E7R-151 SA 23.3 

E7R-44 RH 3 54.9 E7R-152 RH 9 162.3 石材 個盤 重量

E7R-79 SH 6.9 E7R-153 RH 102.3 流紋岩(時i) 39 1250.3 

E7R-81 TU 2 55.8 E7R-154 RH 36.0 頁岩(SH) 6.9 

E7R-100 SA 2 50.1 E7R-155 RH 46.5 チャート(CH) 9 189.2 

E7R-117 TU 2 31.0 E7R-156 RH 47.2 |灘灰岩(刊) 11 238.9 

E7R-126 SA 29.6 E7R-157 RH 36.4 |砂宕(SA) 36 1076.2 

E7R-127 SA 6.7 E7R-158 RH 38.3 ホルンフ%}L-ス(HO) 17.0 

E7R-128 SA 4.8 E7R-159 RH 44.3 合 計 97 2778.5 

E7R-129 SA 1 3.1 E7R-160 RH 1 24.3 

E7R-130 RH 167.1 E7R-161 CH 73.6 

E7R-131 RH 82.6 
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第5節第4文化層

• E7-45 :自然面は平滑で，自然面及び内部は黒灰色半透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えら

れる。石器群の内訳は，石核2点 (9.3g)である。接合資料は，石核2点 (9.3g)である。

• E7-46 :灰色 (5Y5/1)の砂岩である。剥片1点 (6.0g)の単独資料である。

. E7-47 :内部はオリーブ黄色 (5Y6/3). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の砂岩である。剥片1点(1.9g ) 

の単独資料である。

3)出土遺物(第168図1-3)

1は凝灰岩による加工痕ある剥片である。裏面末端に調整加工を行っている。

ζ二三
1 E7--91-102 
E7-40(TU) 
RF 
10.3g 

〈司

7品巴
くコ

偽

~臨圏魁
ゆ

思捗

。

4 5+6 
E7-45A(OBB) 
9.3g 

7 8+9 
E7-44A(OBB) 
31.1g 

(2/3) 10cm 

ミミタ

遅3
6込

得F

2 E7-81-5 
E7-25 (OBB) 
UF 
6.8g 

G
@
 

3 E7--91-41 
E7-41 (OBB) 
CO 
10.lg 

5 E7--91-21 
E7-45A (OBB) 
CO 
5.9g 

可ト1-42
E7-45A(OBB) 
CO 
3.4g 

8 E8-1-7 
E7-44A(OBB) 
CO 
18.4g 

9 E7--91--91 
E7-44A(OBB) 
CO 
12.7g 

第168図 E 7-Cブロック出土遺物
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15 E 7-Cブロック

2は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。左側縁に微細な剥離痕が見られる。

3は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。剥片を素材として，求心的な剥離作業により，小型

で不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第168図4-9)

. E7-45 (第168図4-6) 黒灰色半透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石核2点

で構成される。 4は石核2点 (5・6)の接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら，剥離作業を

続けていた石核が2つに欠損した後も， 6は欠損面を打面として，小型で不定型な剥片を剥離している 0

・E7-44(第168図7-9) 黒色不透明な部分と半透明な部分がある黒曜石である。信州和田峠周辺産

と考えられる。石核2点で構成される。 7は石核2点 (8・9)の接合資料である。打面と作業面を入れ

替えながら，剥離作業を続けていた石核が2つに欠損した後も， 9は欠損面を打面として，小型で不定型

な剥片を剥離している。

16 E8-Aブロック(第169-171図，第86-88表，カラー図版9)

1 )ブロックの概要

E8-Aブロックは，調査範囲南側のE7-92，E8-02・03グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸0.5mの範囲に3点の石器・礁が分布する。出土層位は， m 
層からV層にかけて， 20cmほどの高低差をもって包含されている(第169・170図)。
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第5節第4文化層

ブロックは，加工痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点と喋1点で構成される。石器石材は，黒曜石A

1点，黒曜石B1点である。喋石材は，凝灰岩1点(1母岩;10.8 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは2母岩を識別した。内訳は，黒曜石A1母岩 (E8-2).黒曜石B1母岩 (E8-1)であ

る。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(2/2点)である。

. E8-1 :薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.2g) 

の単独資料である。

. E8-2 :内部は黒灰色不透明，節理は淡黄色 (2.5Y8/3)の黒曜石である。 φ1凹ほどの黄灰色の爽雑

物を含む。栃木県高原山産としたが，神津島産あるいは産地不明とした方が良いかもしれない。加工痕あ

る剥片1点 (7.3g)の単独資料である。

3)出土遺物(第171図)

1は栃木県高原山産の黒曜石による加工痕ある剥片である。右側縁の一部に調整加工を行っている。

亡コ
。

1 E8-3-1 

(2/3) 

E8-2(OBA) 
RF 
7.3g 

5cm 

第171図 E 8-Aブロック出土遺物

第86表 E 8-Aブロック母岩別石器組成表

第87表 E 8-Aブロック石材別石器組成表

第88表 E 8-Aブロック喋組成表

|母 岩|石材 l個数|重量|
|E8R-1 I TU I 1 I 10.8 I 
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17 E8-Bブロック(第172-176図 第89-91表，カラー図版9)

1 )ブロックの概要

17 E8-Bブロック

E8-Bブロックは，調査範囲南側のE7-90.E8-00・01・11・12・21グリッドに位置する。ブロックの

立地は，台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸9m.短軸4mの範囲に10点の石器・礁が分布する。出土層位は. m層

を中心として.30cmほどの高低差をもって包含されている(第172-175図)。

ブロックは，剥片2点，石核2点の合計4点と喋6点で構成される。石器石材は，黒曜石B4点である。

礁石材は，チャート 3点 (2母岩;79.2 g).砂岩2点 (2母岩;115.3 g)，ホルンフェルス 1点(1母岩;

7.6 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは4母岩を識別した。内訳は，黒曜石B4母岩 (E8-3 -6)である。母岩識別した石器

の石器総数に対する割合は100% (4/4点)である。

. E8-3 :自然面は凹凸があり，自然面及び内部は半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州

和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (13.7g)の単独資料である。

. E8-4 :自然面は紙ヤスリ状で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒色と黒灰色の筋

が入る黒曜石である。ゆ 5阻ほどの黄灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点(8.l

g)の単独資料である。

. E8-5 :半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(0.8

g)の単独資料である。 E8-3と同一母岩の可能性が高い。

. E8-6 :半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。 E8-3と同

一母岩の可能性がある。剥片 1点 (0.8g )の単独資料である。

3)出土遺物(第176図)

1 . 2は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。 1は小型で不定形な礁を素材として，打面と作

第89表 E 8-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

E8-3(OBB) 

E8-4(OBB) 

E8-5(OBB) 

E8-6(OBB) 

合計 21 1 21ー 4 

第90表 E 8-Bブロック石材別石器組成表

第91表 E 8-Bブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量

EBR-2 SA 37.6 

EBR-3 CH 2 53.7 

EBR-4 CH 25.5 

EBR-257 SA 77.7 

EBR-25B HO 7.6 

- 189-



第4文化層第5節

A →E8-O: 

* ロ
骨

* セト13一同-12

一信8-01
申

→E8-00 

* 争
2 * 

古t11一同-10

ロ. 固

* 

* 4m 。世間* 一同-21

L

O

E

 

円

C

P

-

ロ

*

I
l
l
s
g
B
 

(1/100) 

一一一56.5∞m

* 
一一一55.500m

E 8-Bブロック出土遺物分布(1)一石器別分布一

華
事*ロ

第172図

* 
ロ

A 
--ta-02 →Ea-Ol 

* 

一同

* . 
4静

* 

* イE8-13一民12

* 

セι11オEa-l0

. . 

* 

イE8-

.088 

*磯

→E8-21 * 4m (1/100) 。制ド

1
l
l
E
O
B
B
 

一一騎.5∞m

』一一55.500m

E 8-Bプロック出土遺物分布(2)一石材別分布一

- 190一

* 華
調ド*・

第173図

* 



17 E 8 -Bブロック

業面を入れ替えながら，小型で不定型な剥片を剥離している。頭部に微細な剥離痕が見られる。また，裏

面側の自然面は剥離面の可能性もあるが，パテイナの差から自然面とした。 2は小型で不定形な喋から剥

離した剥片の主要剥離面を打面として，小型で不定型な剥片を剥離している。
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第5節第4文化層

18 E8-Cプロック(第177-182図，第92-94表，カラー図版9・13，図版6)

1 )ブロックの概要

E8-Cブロックは，調査範囲南側のE8-30-34・43グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の東

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸13m，短軸4mの範囲に119点の石器・礁が分布する。出土層位は， III 

層からV層下部にかけて， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第177-181図)。

ブロックは，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片3点，剥片9点，砕片3点，石核6点の合計23点と

喋96点で構成される。石器石材は，黒曜石B20点，頁岩Dl点，チャート 1点，ホルンフェルス l点であ

る。喋石材は，流紋岩19点 (10母岩;1，005.7 g )，チャート14点 (8母岩;151.0 g)，凝灰岩21点 (11母岩;

745.4g)，砂岩29点 (13母岩;1，012.6 g ) ，ホルンフェルス11点 (8母岩;461.1 g)，識別できなかった凝

灰岩1点 (0.1g)・砂岩1点(1.6g )で，識別率は98%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは14母岩を識別した。内訳は，黒曜石B11母岩(E8-7・8・10-18)，頁岩Dl母岩(E8-19)，

チャート 1母岩 (E8-20)，ホルンフェルス 1母岩 (E8-21)である。母岩識別した石器の石器総数に対す

る割合は83%(19/23点)である。

• E8-7 :自然面は凹凸があり，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な地に黒灰色の縞が入る黒曜

石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点

(11.6 g )である。接合資料は，使用痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点 (11.6g )である。

• E8-8 :薄墨を流したような半透明な地に灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えら

れる。石器群の内訳は，使用痕ある剥片1点，石核2点の合計3点 (8.4g )である。接合資料は，使用

痕ある剥片1点，石核2点の合計3点 (8.4g)である。

• E8-10 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が多数

入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (3.2g)の単独資料である。

. E8-11 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明

な地に黒灰色のモヤが部分的に入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点

(4.4 g )の単独資料である。

• E8-12 :薄墨を流したような透明な地に黒灰色の縞が部分的に多数入る黒曜石である。信州和田峠周辺

産と考えられる。剥片 l点 (2.5g)の単独資料である。

• E8-13 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.8g )の単独資料である。

• E8-14 :黒灰色半透明な黒曜石である。ゆ 1凹ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えら

れる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片1点の合計2点 (8.3g)である。

. E8-15 :薄墨を流したような地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。 φlmmほどの灰色の爽雑物を含む。

信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (5.3g)の単独資料である。

• E8-16 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明

な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (4.4g)の単独資

料である。
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18 E 8-Cブ、ロック

. E8-17 :自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は黒灰色半透明で、白濁したような黒曜石である。信州

和田峠周辺産と考えられる。石核 1点 (7.0g)の単独資料である。

. E8-18 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入

る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片2点(1.8g )である。

. E8-19 :自然面は比較的平坦でにぶい黄櫨色 (10Y7/3)，内部及び節理は灰白色 (2.5Y8/2)の地に黄灰

色 (2.5Y5/1)が部分的に混じる硬質轍密な頁岩である。剥片1点(17.7g)の単独資料である。

第92表 E 8-Cブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
E8-7(OBB) z 
E8-8(OBB) 2 3 

E8-10(0BB) 

E8-11(OBB) 

E8-12(OBB) 

E8-13(OBB) 

E8-14(OBB) 2 

E8-15(OBB) 

1;8_-16(OBB) 
E8-17(OBB) 

E8-18(OBB) 2 E 

E8-19(SHD) 

E8-20(CH) 

E8-21(HO) 
その他(OBB) 3 4 

合計 2 3 9 3 B 23 

第93表 E 8-Cブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
黒曜右8(OBB) E 3 7 3 5 20 

|頁岩D(SHD)

チャート(CH)

ホルンフェ J~;>'('也〉

合計 2 3 9 3 6 23 

第94表 E 8-Cブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量
E7R-3 SA 2 32.6 EBR-22 RH 45.0 EBR-42 HO 2 90.4 

E7R-15 SA 19.7 EBR-23 RH 4B.2 EBR-43 HO 3B.1 

E7R-101 SA 40.0 EBR-24 RH 16.1 EBR-44 HO 62.5 
E7R-123 HO B9.4 EBR-25 CH 6 75.7 EBR-45 HO 74.0 
EBR-5 SA 9 325.9 EBR-26 CH 11.5 EBR-46 HO 3.4 
EBR-6 SA 5 131.9 EBR-27 CH 9.9 EBR-47 HO 2.5 

EBR-7 SA 3 101.B EBR-2B CH 5.B EBR-114 CH 21.3 

EBR-9 SA 100.1 EBR-29 CH 1.7 EBR-115 CH 2 24.1 

EBR-10 SA B5.2 EBR-30 CH 1.0 EBR-156 TU 23.6 
EBR-11 SA 5B.4 EBR-31 TU 5 43.1 EBR-259 SA 2 2B.4 

EBR-12 SA 24.5 EBR-32 TU 4 40.7 I |その他 TU 0.1 
EBR-13 SA 33.7 EBR-33 TU 2 177.0 その他 SA 1.6 
EBR-14 SA 30.4 EBR-34 TU 2 44.6 
EBR-15 RH 6 25B.3 

EBR-16 RH 3 99.9 

EBR-17 RH 60.9 

EBR-1B RH 2 73.6 

EBR-19 RH 2 14.3 

EBR-20 RH 224.4 

EBR-21 RH 165.0 

EBR-35 TU 19.5 

EBR-36 TU 2 43.4 I 

EBR-37 TU 12B.9 

EBR-3B TU 74.7 

EBR-39 TU 72.1 

EBR-40 れJ 77.B 
EBR-41 HO 3 100.B 

石 材 個数 重量
流紋岩(RH) 19 1005.7 

チャート(CH) 14 151.0 

瞳医岩(TU) 22 745.5 
砂岩(SA) 30 1014.2 

ホルンフェルス(HO) 11 461.1 
4Eh2a • Bt 96 3377.5 
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18 E 8-Cブロック

• E8-20 :自然面は概して平坦だが，一部に爪形の裂痕が密に見られ，自然面・内部・節理は灰色(5Y4/l)・

灰オリーブ色 (5Y4/2)が縞状に混じるチャートである。石核1点 (200.5g)の単独資料である。

. E8-21 :灰色 (7.5Y5/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (0.9g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片1点，砕片3点の合計4点(1.8

g)がある。

3)出土遺物(第182図1-8) 

1・2は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。 1は左側縁に調整加工を行っている。

2は打面の左側に樋状剥離痕が見られる。

3は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。左側縁に微細な剥離痕が見られる。また，

打面側に見られる微細な剥離痕も主要剥離面を切っている可能性がある。さらに，新旧関係は不明である

が，器体左側の自然面は階段状になっており，その稜線には表面方向からの微細な剥離痕が見られる。

4は硬質轍密な頁岩による縦長剥片である。末端が極度の蝶番状で，縦断面は「し」の字状である。

5-7は信州和田峠周辺産の黒曜石. 8はチャートによる石核である。 5は90度の打面転移を行いなが

ら，小型で、不定型な剥片を剥離している。 6.7は剥片を素材として，小型で不定型な剥片を剥離してい

る。加工痕ある剥片の可能性もある。 8は打面と作業面を入れ替えながら，不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第182図9-15) 

• E8-7 (第182図9-11) 薄墨を流したような透明な地に黒灰色の縞が入る黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点で構成される。 9は使用痕ある剥片1

点 (10).剥片 1点 (11)の接合資料である。 10を剥離した後.90度打面を転移して.11を剥離している。

10は右側縁の一部に微細な剥離痕が見られる。

. E8-8 (第182図12-15) 薄墨を流したような半透明な地に灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点，石核2点の合計3点で構成される。 12は使用痕ある剥片

1点 (13).石核2点 (14・15)の接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら. 13を含む不定型な

剥片を剥離している。 13は打面と左側縁の一部に微細な剥離痕が見られる。 14・15は欠損後も. 15は図上

裏面側で，小型で、不定型な剥片を剥離している。 14は図上裏面の器体中央の稜線に欠損面を切る剥離痕が

見られる。

19 E8-D ブロック(第183~187図，第95~97表，カラー図版 9 ，図版 7)

1 )ブロックの概要

E8-Dブロックは，調査範囲南側のE8-41・42・51・52グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mで、あるO

ブロックの規模と形状は，長軸5m.短軸2mの範囲に15点の石器・礁が分布する。出土層位は. rn層

下部からW層にかけて.30cmほどの高低差をもって包含されている(第183-186図)。

ブロックは，ナイフ形石器3点，使用痕ある剥片1点，剥片2点の合計6点と蝶9点で構成される。石

器石材は，黒曜石B6点である。喋石材は，流紋岩5点 (3母岩;304.1 g ).チャート 2点 (2母岩;

91.9 g).砂岩2点 (2母岩;30.7 g)で，識別率は100%である。
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19 E 8 -Dブロック

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは3母岩を識別した。内訳は，黒曜石B3母岩 (E8-9・22・23)である。母岩識別した

石器の石器総数に対する割合は100%(6/6点)である。

. E8-9 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。ナイフ形石器1点 (5.3g)の単独資料である。

• E8-22 :自然面は平滑で、， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，使用痕ある剥片 1点，剥片2点の合計4点 (9.0

g)である。

. E8-23 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。ナイフ形石器1点(1.9g )の単独資料である。自然面の若干の相違などから母岩を

分けたが， E8-9・22・23は同一母岩の可能性がある。

マ' ~斗

刷局 ~--~~~G 匂~Sζう 1E8-51 ~ 2 ~~~!-;~ 

f¥34E:12bBB) 

E8-23 (OBB) E8-22 (OBB) 

とご込 KN KN 
1.9g 

3 E酢41-4 UF 
〈こ〉 1. 7g 

く:j-~州O阿 5gム KN ζ二〉
5.3g 

てプ
10cm 。

(2/3) 

第187図 E 8-Dブロック出土遺物

第95表 E 8-Dブロック母岩別石器組成表

第96表 E 8-Dブロック石材別石器組成表

第97表 E 8-Dブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量

E8R-48 SA 23.6 

E8R-49 SA 1 7.1 

E8R-50 RH 206.6 

E8R-51 RH 2 38.4 

E8R-52 RH 2 59.1 

ハ可
d



第4文化層

3)出土遺物(第187図)

1-3は信州和田峠周辺産の黒曜石による切出形あるいは二側縁加工のナイフ形石器である。

第5節

1 . 2は

打面を基部として，両側縁に調整加工を行っている。 1は切出形で 打面が残っている。 3は横長剥片を

横位に用い，左側縁と右側縁下半部に調整加工を行っている。右側縁上半部に微細な剥離痕が見られる。

4は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。右側縁に微細な剥離痕が見られる。

(第188・189図，第98表，図版6)E8-Eプロック20 

1)プロックの概要

E8-Eプロックは，調査範囲南側のE8-44・53グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の東側縁

辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は. 5mの直線上に4点の礁が分布する。出土層位は，

ほどの高低差をもって包含されている(第188・189図)。

プロックは，喋4点で構成される。喋石材は，

チャートによる礁のみで，石器はない。

E層を中心として.30cm 

で，識別率は100%でチャート 4点 (4母岩;56.2 g) 

ある。本プロックは，
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第98表 E 8-Eブロック磯組成表

21 E8-Fプロック(第190-195図，第99-101表，カラー図版9，図版7)

1 )ブロックの概要

20 E 8-Eブロック

E8-Fブロックは，調査範囲南側のE8-46・54-56・64グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸8m.短軸5mの範囲に225点の石器・離が分布する。出土層位は. III 

層からV層にかけて.60cmほどの高低差をもって包含されている(第190-194図)。

ブロックは，ナイフ形石器I点，削器1点，加工痕ある剥片1点，使用痕ある剥片3点，剥片20点，石

核2点の合計28点と喋197点で構成される。石器石材は，黒曜石B26点，頁岩El点，鳴瑠・玉髄1点で

ある。喋石材は，安山岩2点 (2母岩;55.7 g). 流紋岩22点 (18母岩;862.6 g). 頁岩5点 (3母岩;

9l.8 g). チャート47点 (33母岩;894.7 g).凝灰岩27点(16母岩;1.334.0 g ) .砂岩77点 (42母岩;2.282.9 

g ).ホルンフェルス11点 (10母岩;27l.8 g).識別できなかった流紋岩1点 (0.3g)・チャート 5点 (10.0

g)で，識別率は97%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは17母岩を識別した。内訳は，黒曜石B15母岩 (E8-24-35・48・59・60).頁岩El母

岩(E8-36).璃瑠・玉髄1母岩 (E8-37)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(28/28 

点)である。

• E8-24 :自然面は紙ヤスリ状で凹凸があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色

のモヤが入る黒曜石である。 φlmm-2mmほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。

石器群の内訳は，剥片3点 (3.3g )である。

. E8-25 :自然面は凹凸が激しい部分と平滑な部分があり，自然面及ぴ内部は薄墨を流したような半透明

な黒曜石である。 φ2凹ほどの黄灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，

剥片1点，石核1点の合計2点 (9.8g)である。

• E8-26 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が多数

入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (6.7g)の単独資料である。

• E8-27 :薄墨を流したような透明な地に灰色の筋が入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。

ナイフ形石器1点(l.6g )の単独資料である。

• E8-28 :薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，

使用痕ある剥片 1点，剥片8点の合計9点 (8.9g)である。

• E8-29 :自然面は平滑で、，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜

石である。信州和田峠周辺産と考えられる。削器1点 (4.7g )の単独資料である。
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21 E 8-Fブロック
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第5節第4文化層
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• E8-30 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が部分

的に多数入る黒曜石である。 φ3mmほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1

点 (6.1g)の単独資料である。

. E8-31 :自然面は紙ヤスリ状で爪形の裂痕が粗な部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流

したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点 (3.0g)の単独資料である 0

・E8-32:自然面は紙ヤスリ状で爪形の裂痕が密で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜

石である。信州和田峠周辺産と考えられる。 E8-31と同一母岩の可能性がある。剥片1点 (4.6g )の単独

資料である。

• E8-33 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な地に黒灰色のモヤが縞状に入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点 (2.3g)の単独資料である。

• E8-34 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は黒灰色半透明な黒曜石である。 φ1mmほどの灰色の

爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (10.8g)の単独資料である。

. E8-35 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点 (2.5g)の単独資料である。

• E8-36 :浅黄色 (2.5Y7/3)の地に暗灰黄色 (2.5Y5/2)が部分的に混じる頁岩である。剥片1点 (0.7g) 

の単独資料である。

. E8-37 :内部はにぶい黄糧色 (lOYR7/4)の地に黄褐色 (lOYR5/6)が部分的に混じり，全体に黒灰色

の粒が入札新鮮な面は灰白色 (10YR8/l)の璃瑠・玉髄である。剥片1点 (6.2g)の単独資料である。
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21 E 8-Fブロック

• E8-48 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φlmm

ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点 (3.0g)の単独資料である。

• E8-59 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な地に黒色・黒褐色のモヤ

が縞状に入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点 (6.2g)の単独資料

である。

. E8-60 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は黒色不透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考

えられる。剥片 1点 (2.7g)の単独資料である。

3)出土遺物(第195図)

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による部分加工のナイフ形石器である。右側縁上半部に調整加工を行っ

ている。
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第5節第4文化層

2は信州和田峠周辺産の黒曜石による削器である。 2重パテイナの痕跡が残る石器の二次利用に関する

資料である。ところで，黒曜石の場合，新規の欠損であっても，水和層の発達などの風化によって，若干

光沢が鈍くなることもあるが，この資料についてはガジリと思われるより新しい光沢が観察されることか

ら，その可能性は低いと思われる。さて，図上左側の2面が，石刃の表面両側縁の一部と裏面左側縁に調

整加工痕が残る当初のもので，全体がローリングしている。その後，この資料が原石(素材)として，原

産地で，あるいは遺跡に持ち込まれて，右側の2面に図示したように，折断され，末端と両側縁の一部に

調整加工が行われている。これらの調整加工と折断面は当初のパティナとは異なり，光沢がある。このよ

うに元の素材は，石器で、はなかったかというような資料は他にも散見されるが，現在でも原産地周辺の沢

筋では前者のような石器や石器に類似した資料を採集することが可能で、ある。

3は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。末端の一部に調整加工を行っている。

4-6は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。 4は両側縁の末端側， 5は裏面両側

縁の末端側に微細な剥離痕が見られる。 6は打面側に左側面の折断面を切る微細な剥離痕が見られる。

7・8は信州和田峠周辺産の黒曜石よる縦長剥片である。 9は璃瑠・玉髄による横長剥片である。

10・11は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。小型な剥片を素材として，不定型な剥片を剥離

している。 10は打面側に微細な剥離痕が見られる。

第99表 E 8-Fブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF 8L DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP M8 MC 合計
E8-24(088) 3 3 

E8-25(088) 2 

E8-Z6{Os8) 

E8-27(088) 

E8-28(088) 8 9 

E8-29(088) 

E8-30(088) 

E8-31(088) 

1:8-32(088) 
E8-33(088) 

E8-34(088) 

E8-35(088) 

E8-36(SHE) 

~l!-~7(CC) 

E8-48(088) 

E8-59(088) 

E8-60(088) 

合計 3 20 2 28 

第100表 E 8-Fブロック石材別石器組成表
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第101表 E 8-Fプロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 右材 個数 重量 母 岩 石材

D7R-2 SA 1 6.4 E8R-96 SA 1 1.1 E8R-141 CH 
E8R-5 SA 11 171.8 E8R-97 RH 2 170.4 E8R-142 CH 

E8R-17 RH 48.2 E8R-98 RH 3 66.1 E8R-143 CH 
E8R-32 TU 20.2 E8R-99 RH 2 17.0 E8R-144 CH 
E8R-35 TU 49.0 E8R-100 RH 105.4 E8R-145 SH 

E8R-43 HO 3.6 E8R-101 RH 106.5 E8R-146 SH 
E8R-57 SA 6 689.4 E8R-102 RH 29.2 E8R-147 SH 
E8R-58 SA 4 77.3 E8R-103 RH 1 85.5 E8R-148 AN 
E8R-59 SA 4 108.3 E8R-104 RH 45.2 E8R-149 AN 
E8R-60 SA 4 173.4 E8R-105 RH 48.1 E8R-150 TU 
E8R-61 SA 2 111.6 E8R-106 RH 22.5 E8R-151 TU 
E8R-62 SA 2 84.1 E8R-107 RH 30.7 E8R-152 TU 
E8R-63 SA 3 127.7 E8R-108 RH 24.7 E8R-153 TU 
E8R-64 SA 3 55.6 E8R-109 RH 15.2 E8R-154 TU 
E8R-65 SA 2 30.9 E8R-110 RH 20.2 E8R-155 TU 
E8R-66 SA 2 78.4 E8R-111 RH 13.7 E8R-156 TU 
E8R-67 SA 3 53.5 E8R-112 RH 1 9.8 E8R-157 TU 
E8R-68 SA 2 15.4 E8R-113 RH 4.2 E8R-158 TU 
E8R-69 SA 64.4 E8R-114 CH 9 172.8 E8R-159 TU 
E8R-70 SA 53.3 E8R-115 CH 3 51.6 E8R-160 TU 
E8R-71 SA 27.3 E8R-116 CH 2 102.7 E8R-161 TU 
E8R-72 SA 17.3 E8R-117 CH 2 46.4 E8R-162 TU 
E8R-73 SA 28.2 E8R-118 CH 2 18.9 E8R-163 TU 
E8R-74 SA 18.5 E8R-119 CH 37.8 E8R-164 HO 
E8R-75 SA 17.6 E8R-120 CH 1 54.7 E8R-165 HO 

E8R-76 SA 16.0 E8R-121 CH 71.2 E8R-166 HO 
E8R-77 SA 14.6 E8R-122 CH 32.2 E8R-167 HO 
E8R-78 SA 13.8 E8R-123 CH 24.9 E8R-168 HO 
E8R-79 SA 10.6 E8R-124 CH 19.5 E8R-169 HO 
E8R-80 SA 27.5 E8R-125 CH 20.8 E8R-170 HO 
E8R-81 SA 28.9 E8R-126 CH 14.4 E8R-171 HO 
E8R-82 SA 14.3 E8R-127 CH 20.1 E8R-172 HO 
E8R-83 SA 24.3 E8R-128 CH 23.5 E8R-218 CH 
E8R-84 SA 25.4 E8R-129 CH 24.6 E8R-221 CH 
E8R-85 SA 17.5 E8R-130 CH 16.2 |その盤 RH 
E8R-86 SA 17.0 E8R-131 CH 11.6 その他 CH 
E8R-87 SA 8.5 E8R-132 CH 26.2 
E8R-88 SA 12.5 E8R-133 CH 10.8 石材
E8R-89 SA 10.7 E8R-134 CH 14.3 |安山j岩{刷)
E8R-90 SA 9.0 E8R-135 CH 9.4 流敏岩(RH)
E8R-91 SA 7.9 E8R-136 CH 17.2 |頁岩(SH)
E8R-92 SA 2.9 E8R-137 CH 7.4 |型ート(CH)
E8R-93 SA 6.4 E8R-138 CH 9.9 漉灰岩(TU)

E8R-94 SA 1.3 E8R-139 CH 3.9 砂岩(SA)
E8R-95 SA 2.3 E8R-140 CH 4.3 ホルンフエルス俳句}

4E』ヨ 計

22 E8-Gプロック(第196-201図，第102-104表，カラー図版10，図版7)

1 )プロックの概要

21 E 8-Fプロック

個数 重量

1.9 
1.6 

4.2 
2.5 

3 61.6 
9.5 
20.7 
27.5 

28.2 
103.2 

3 479.3 
4 22.3 
2 131.0 
3 174.8 
3 89.7 
2 87.5 
72.2 
25.1 
40.6 
20.0 

7.2 
8.4 
3.5 

2 110.2 
55.0 

46.4 
20.0 
12.3 
9.0 
7.6 
5.0 
2.7 

2 15.6 
1.6 
0.3 

5 10.0 

個数 重量

2 55.7 
23 862.9 
5 91.8 
52 904.7 
27 1334.0 
77 2282.9 
11 271.8 
197 5803.8 

E8-Gブロックは，調査範囲南側のE8-85・86・95・96グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地

の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は10mである。

ブロックの規模と形状は，直径6mの範囲に219点の石器・礁が分布する。出土層位は. m層から羽層

にかけて.50cmほどの高低差をもっているが，中心はE層で30cmほどの高低差をもって包含されている(第

196-2∞図)。
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ブロックは，ナイフ形石器1点，加工痕ある剥片4点，使用痕ある剥片2点，剥片8点，砕片3点，石

核1点の合計19点と喋200点で構成される。石器石材は，黒曜石B17点，軟質の安山岩1点，凝灰岩1点

である。喋石材は，流紋岩21点 (10母岩;909.7g)，頁岩5点 (3母岩;129.6 g)，チャート27点 (9母岩;

470.9 g)，凝灰岩7点 (4母岩;272.4 g)，砂岩98点 (38母岩;1.705.5 g ) ，ホルンフェルス26点(10母岩;

769.5 g)，識別できなかった凝灰岩1点 (0.1g)・砂岩15点 (67.1g)で，識別率は92%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは12母岩を識別した。内訳は，黒曜石BlO母岩(E8-38-47)，軟質の安山岩1母岩(E8-49)，

凝灰岩1母岩 (E8-50)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は84% (16/19点)である。

• E8-38 :自然面は紙ヤスリ状の部分と平滑な部分があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明

な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点，剥片2点の合

言十4点 (11.2g )である。

• E8-39 :自然面は紙ヤスリ状で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に灰色のモヤが入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片2点 (6.8g)である 0

・E8-40:自然面は紙ヤスリ状で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の縞が入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。使用痕ある剥片1点 (31.4g)の単独資料である。

• E8-41 :薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器1点

(3.0 g )の単独資料である。

. E8-42 :自然面は紙ヤスリ状で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の筋が入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.7g )の単独資料である。

• E8-43 :自然面は平滑で 自然面及び、内部は若干褐色がかった黒色不透明の黒曜石である。信州和田峠

周辺産と考えられる。剥片1点(1.7g )の単独資料である。

• E8-44 :自然面は紙ヤスリ状で凹凸があり，自然面及び内部は黒灰色半透明の黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。剥片1点 (2.0g)の単独資料である。

• E8-45 :薄墨を流したような透明な地に灰色の筋が入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。

剥片1点(1.5g )の単独資料である。

• E8-46:自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明で光沢のない黒曜石であ

る。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点 (2.8g)の単独資料である。

• E8-47 :灰白色半透明で光沢のない黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (2.8g) 

の単独資料である。光沢を失ったのは，被熱によるものと思われる。

• E8-49:自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/4)の地ににぶい褐色 (7.5YR5/4)・灰黄褐色 (10YR6/2)が部

分的に混じり，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)，新鮮な面は灰白色 (2.5Y7/1)の軟質な安山岩である。石核1

点 (77.4g)の単独資料である。

• E8-50 :自然面は平滑で浅黄色 (5Y7/3)，内部は灰白色 (5Y7/2)の凝灰岩である。使用痕ある剥片1

点 (5.6g )の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の砕片3点 (0.4g )がある。
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3)出土遺物(第201図)

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による二側縁加工のナイフ形石器である。左側縁と右側縁下半部に調整

加工を行っている。左側縁については，主要剥離面とは直接新旧関係はないが，基部側での切合関係から

判断した。

2-5は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。 2は表面左側縁と裏面左側縁. 3は

末端と右側縁に調整加工を行っているが，比較的大きな剥離痕が見られることから，石核からの転用かも

しれない。 4は右側面の折断面に調整加工を行っている。 5は右側面の末端側に調整加工を行っているが、

主要剥離面とは直接新旧関係がないので、剥片とした方が良いかもしれない。

6は信州和田峠周辺産の黒曜石による使用痕ある剥片である。 6は表面左側縁の下部、裏面左側縁の上

部と右側縁、 7は凝灰岩による使用痕ある剥片である。右側縁に微細な剥離痕が見られる。

8は信州和田峠周辺産の黒曜石よる不定型な剥片である。

9は軟質な安山岩による石核である。不定型な礁を素材として，打面と作業面を入れ替えながら，不定

型な剥片を剥離している。

ζコ
モ鞍

畠留品
ζ命 5fヂB)

選~-Q

。2iFZL) 2.9g 
R
U
 

刊
佃

a
M
A
M
d
 

a
u
A
u
e
-

e
e
a
σ
F
r

マ，

E
E
E
E
B
n
4
E
 

an『

b
 ζコ

一......--z-=7)::

(2/3) 5cm 

E8-96-12 ~ 7 E8-砕 10
即仰回)~込3 5f5m) 
UF 
31-4E5.6E  

ζ三〉
8 E8-86-3 
E8-47 (OBB) 
FL 
2.8g 

9 E8-96-31 
E8-49 (TO) I 
CO 
77.4g 

。

第201図 E 8-Gブロック出土遺物

ワム
M



第5節第4文化層

第102表 E 8-Gプロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

E吐亘氏OI3B) 2 z 4 

~Q-39(OBB) 2 z 
E8-40(OBB) 

E8-41(OBB) 

E8-42(OBB) 

E8-43(OBB) 

E8-44(QBB) 1 

E8-45(OBB) 

E8-46(OBB) 1 

E8-47(OBB) 1 

EQ-49(TO) 

E8-5倒TU)

|その他(OBB) 3 3 

合計 4 2 8 3 19 

第103表 E 8-Gブロック石材別石器組成表

第104表 E 8-Gブロック喋組成表

量 岩 石棺 個数 重量 母 岩 石材 |個数 重量 母 岩 石材 個数 重量
E8R-8 SA 3 26.4 E8R-202 SA 2 14.3 E8R-232 HO 5 136.5 

E8R-173 SA 2 62.5 E8R-203 SA 17.4 E8R-233 HO 3 155.1 

E8R-174 SA 5 116.5 E8R-204 SA 9.0 E8R-234 HO 5 102.9 

E8R-175 SA 18.6 E8R-205 SA 6.6 E8R-235 HO 3 102.2 

E8R-176 SA 15 226.0 E8R-206 SA 6.5 E8R-236 HO 68.2 

E8R-177 SA 4 117.5 E8R-207 RH 3 274.3 E8R-237 HO 2 71.8 

E8R-178 SA 5 97.2 E8R-208 RH 9 200.1 E8R-238 HO 3 18.8 

E8R-179 SA 4 56.3 E8R-209 RH 2 96.7 E8R-239 HO 2 40.9 

E8R-180 SA 5 42.1 E8R-210 RH 194.9 E8R-240 HO 66.9 

E8R-181 SA 5 51.9 E8R-211 RH 48.1 E8R-241 HO 6.2 

E8R-182 SA 4 58.5 E8R-212 RH 34.6 E9R-59 CH 29.6 

E8R-183 SA 4 64.7 E8R-213 RH 29.7 E9R-94 SA 2 35.5 

E8R-184 SA 3 62.8 E8R-214 RH 16.6 E9R-95 SA 6.6 

E8R-185 SA 2 13.2 E8R-215 RH 8.6 E9R-96 SA 30.4 

E8R-186 SA 2 13.0 E8R-216 RH 6.1 その他 TU 0.1 

E8R-187 SA 13.4 E8R-217 CH 3 108.7 その飽 SA 15 67.1 

E8R-188 SA 2 18.5 E8R-218 CH 2 15.8 

E8R-189 SA 2 5.6 E8R-219 CH 3 33.9 

E8R-190 SA 8 34.1 E8R-220 CH 9 95.0 

E8R-191 SA 196.8 E8R-221 CH 5 42.7 

E8R-192 SA 1 58.4 E8R-222 CH 84.1 石 材 個数 重量
E8R-193 SA 1 47.5 E8R-223 CH 35.1 涜敏岩(RH) 21 909.7 
E8R-194 SA 1 24.1 E8R-224 CH 2 26.0 |頁岩(SH) 5 129.6 
E8R-195 SA 35.5 E8R-225 SH 3 81.3 チャート(OH) 27 470.9 
E8R-196 SA 10.4 E8R-226 SH 25.6 |凝灰岩(TU) 8 272.5 
E8R-197 SA 31.2 E8R-227 SH 22.7 砂岩(5.刈 113 1772.6 
E8R-198 SA 27.0 E8R-228 TU 4 47.7 ホルンフ:J:/~ス(HO) 26 769.5 I 
E8R-199 SA 27.2 E8R-229 TU 116.3 I 合計 200 ~Z4.8j 
E8R-200 SA 15.9 E8R-230 TU 79.8 

四 R-201 SA 1 6.4 E8R-231 TU 28.6 



23 E 8-Hプロック

23 E8-Hプロック(第202--206図，第105--107表，カラー図版10・13，図版7)

1 )プロックの概要

E8-Hブロックは，調査範囲南側のE8-92-94，E9-02-04グリッドに位置する。プロックの立地は，

台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は30mである。

プロックの規模と形状は，長軸9m，短軸5mの範囲に41点の石器・礁が分布する。出土層位は， m層
から羽層にかけて， 60cmほどの高低差をもって包含されている(第202-205図)。

ブロックは，ナイフ形石器2点，加工痕ある剥片1点，剥片9点，砕片5点，石核1点の合計18点と磯

23点で構成される。石器石材は，黒曜石A3点，黒曜石B9点，軟質の安山岩4点.凝灰岩1点，ホルン

フェルス 1点である。喋石材は，流紋岩2点 (2母岩;210.7 g)，チャート 2点 (2母岩;36.7 g)，凝灰

岩2点 (2母岩;385.8 g)，砂岩15点 (12母岩;1.003.5 g ) ，ホルンフェルス2点 (2母岩;25.3 g)で，

識別率はl∞%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは8母岩を識別した。内訳は，黒曜石Al母岩 (E8-52)，黒曜石B4母岩 (E8-51・53-

55)，軟質の安山岩1母岩 (E8-56)，凝灰岩1母岩 (E8-57)，ホルンフェルス 1母岩 (E8-58)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は94%(17/18点)である。

. E8-51 :薄墨を流したような半透明な地に灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えら

れる。石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，剥片2点，砕片2点の合計5点 (7.3g)である。

. E8-52 :黒色不透明の黒曜石である。 φlmmほどの黄灰色の爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。石器群の内訳は，加工痕ある剥片1点，剥片1点，砕片1点の合計3点 (6.3g)である。

• E8-53 :薄墨を流したような透明な黒曜石である。 φ1凹ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺

産と考えられる。ナイフ形石器1点 (4.4g)の単独資料である。

. E8-54 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は若干褐色がかった黒色不透明な黒曜石である。信州和田峠

周辺産と考えられる。剥片1点 (6.2g)の単独資料である。

. E8-55 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.7g )の単独資料である。

• E8-56 :自然面は平滑で，自然面及び節理はにぶい黄櫨色 (lOYR6/4)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)

が混じり，内部は浅黄色 (2.5Y7/4)の地に灰白色 (5Y7/1)が部分的に混じる軟質な安山岩である。石

器群の内訳は，剥片3点石核1点の合計4点 (100.7g)である。接合資料は，剥片1点，石核1点の

合計2点 (73.8g)である。

• E8-57:にぶい黄櫨色 (10YR5/4)の凝灰岩である。砕片1点 (0.3g)の単独資料である。

• E8-58:内部は灰色 (7.5Y6/1)，節理は浅黄色 (2.5Y7/3)のホルンフェルスである。剥片1点 (3.8g) 

の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の砕片 1点 (0.1g)がある。

3)出土遺物(第206図1-5)

1 . 2は信州和田峠周辺産の黒曜石による二側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を横位に用い，

lは右側縁と左側縁下半部， 2は左側縁と右側縁下半部に調整加工を行っている。

3は栃木県高原山産の黒曜石による加工痕ある剥片である。右側縁の一部に調整加工を行っている。
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4は信州和田峠周辺産の黒曜石. 5はホルンフェルスによる剥片である 0

4)接合資料とその関連資料(第206図6-10)

. E8-56 (第206図6-10) 浅黄色 (2.5Y7/4)などの軟質な安山岩である。剥片3点，石核1点の合計

4点で構成される。 6は剥片1点(7 ).石核1点 (8)の接合資料である。 9.10は接合しなかった同

一母岩の剥片である。
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第105表 E 8-Hブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM 
E8-51(OBB) 2 2 

E8-52(OBA) 

~_-53(OBB) 

E8:-54(OBB) 

E8-55(OBB) 

E8-56(TO) 3 

E8-57(TU) 

E8:-58(HO) 

その他(OBB)

合計 2 9 5 

第106表 E 8-Hブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM 

患躍有A(OBA)

黒曜右8(OBB) 2 4 3 

安山岩(TO) 3 

凝灰岩(TU)

ホルン7xルス{ト拍〉

合計 2 9 5 

第107表 E 8-Hブロック磯組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石材 個数

E7R-9 SA 35.3 EBR-248 RH 178.7 流紋岩(RH) 2 

E8R-150 TU 357.3 E8R-249 RH 32.0 チャート(CH) 2 

E8R-176 SA 1 3.5 E8R-252 CH 32.4 凝灰岩(TU) 2 

E8R-187 SA 1 18.9 E8R-253 CH 4.4 砂岩(SA) 15 

E8R-233 HO 10.5 EBR-254 HO 14.8 ホルンフヱルス(HO) 2 

E8R-243 SA 2 251.3 E8R-255 SA 28.9 合 計 23 

E8R-244 SA 3 23.6 E8R-256 TU 28.4 

E8R-245 SA 195.7 E9R-10 SA 35.9 

E8R-246 SA 164.2 E9R-94 SA 41.1 

E8R-247 SA 174.0 E9R-95 SA 31.1 

24 E9-Aブロック(第207~213図，第108~ 1l0表，カラー図版10 ・ 13，図版 7)

1 )ブロックの概要

SP MB MC 合計

5 

3 

4 

18 

SP MB MC 合計

9 

4 

18 

重量

210.7 

36.7 

385.8 

1003.5 

25.3 

1662.0 

E9-Aブロックは，調査範囲南側のE9-03・04・13・14・23グリッドに位置する。ブロックの立地は，

台地の東側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸7m，短軸6mの範囲に235点の石器・礁が分布する。出土層位は， III 

層から困層にかけて， 60cmほどの高低差をもって包含されている(第207-211図)。

ブロックは，加工痕ある剥片2点，使用痕ある剥片2点，敵石2点(l個体)，剥片15点，砕片1点

石核6点 (5個体)の合計28点 (26個体)と喋207点で構成される。石器石材は，黒曜石B21点 (20個体)， 

凝灰岩2点(l個体)，ホルンフェルス 5点である。喋石材は.流紋岩45点 (25母岩;1.969.7 g )，頁岩1

点(l母岩;49.0 g)，チャート11.点 (8母岩;303.0 g)，凝灰岩22点 (18母岩;1.448.0 g ) ，砂岩85点 (45

母岩;3，063.9 g )，ホルンフェルス22点 (13母岩;598.0 g)，識別できなかった流紋岩2点 (16.8g)・砂

岩16点 (58.8g)・ホルンフェルス 3点 (7.5g)で，識別率は90%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは14母岩を識別した。内訳は，黒曜石B10母岩 (E9-1-1O)，凝灰岩1母岩 (E9-11)，
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E 9-Aブロック出土遺物分布(1)一石器別分布一第207図

E 9-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH 。。 SM SP MB MC 合計
E9-1(OBB) z 5 8 

E9-2(OBB) 2(1) 2(1) 

E9-3(OBB) 

E9-4(OBB) 

E9-5可OBB) 1 

E9-6(OBB) 

E9-7(OBB) 

E9-8(OBB) 

E9-9(OBB) 

1::9~1 0(0BB) 

E9-11(TU) 2(1) 2(1) 

E9-12(HO) 1 z 
E9-13(HO) 1 

E9-14(HO) z 
|その他(OBB) 2 3 

合計 」 2 2 2(1) 15 o{ID 28(26) 
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第208図 E 9-Aブロック出土遺物分布(2)一石材別分布一

第109表 E 9-Aブロック石材別石器組成表

ホルンフェルス 3母岩(E9-12-14)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は89%(25/28点)

である。

• E9-1 :自然面は凹凸があり，黒灰色不透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群

の内訳は，加工痕ある剥片 1点，使用痕ある剥片2点，剥片5点の合計8点(24.8g)である。接合資料は，

加工痕ある剥片1点，剥片1点の合計2点 (8.4g )である。

• E9-2 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は透明な地に黒色の縞が多数入る黒曜石である。自然

面及び内部は信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，石核2点(l個体;8.9g)である。接

ハ可
d



第5節第4文化層

H

H

H

U

A

O

滞

日
H

C

U

F

U

T

・c
u

U

H

T

，h

。
.
.
.
.
.
 AW

・

A 

古ふ15

E9R-15A 

主.23 イE9-25

。 (1180) 4m E9R-8A 
E9R-42A 

第209図 E 9-Aブロック出土遺物分布(3)一磯石材別分布(1)一

E9R-47A E9R-7A 

。RH ~ / '('¥"-.._凪ゐ ¥ ¥ ¥ ¥ y~、-....._.下式//¥ 三三，，_E8R-218A 

• SH 
E7R-1A 

• CH 

• TU 

• SA 

合 HO

-石器

→EH3 

E7R-42A 

A 

。 (1/80) 4m E9R-67A 

第210図 E 9-Aブロック出土遺物分布(4)ー喋石材別分布(2)ー

-220-



24 E 9-Aプロック

合資料は，石核2点(1個体;8.9g)である。

. E9-3 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。 φ2mm-3皿

ほどの灰色の爽雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石核1点 (11.7g )の単独資料である。

• E9-4 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが部分的に

縞状に入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (4.0g)の単独資料で

ある。

• E9-5 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。石核1点 (7.7g)の単独資料である。

• E9-6 :自然面は平滑で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。剥片1点 (3.0g)の単独資料である。

• E9-7 :自然面は平滑で，自然面及び内部は若干褐色がかった黒色不透明な黒曜石である。信州和田峠

周辺産と考えられる。剥片1点 (4.3g)の単独資料である。

• E9-8 :薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考え

られる。剥片1点 (3.4g)の単独資料である。

• E9-9 :薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが縞状に入る黒曜石である。信州和田峠周辺産

と考えられる。剥片1点(1.3g )の単独資料である。

. E9-10 :自然面は紙ヤスリ状で凹凸があり，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色

のモヤが部分的に点在する黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片1点(1.9g )の単独資

料である。

一国-13

-完形被焼成模

企破損焼成諜(破損面非焼成)

・破損焼成穣(破損面被焼成)

ロ完形非焼成諜

‘破損非焼成穣

.石器
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。
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• E9-11 :自然面は平滑で，自然面及び内部は灰オリーブ色(7.5Y6/2)の凝灰岩である。石器群の内訳は，

敵石2点(l個体;106.0 g)である。接合資料は，敵石2点(l個体;106.0 g)である。

. E9-12 :自然面は比較的平滑で、にぶい褐色 (7.5YR6/3)・にぶい褐色 (7.5YR5/4)・褐灰色 (7.5YR5/l)• 

内部及び新鮮な面は灰色 (5Y5/l)・浅黄色 (2.5Y7/3)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片

1点，石核1点の合計2点 (89.9g)である。接合資料は，剥片1点，石核1点の合計2点 (89.9g)で

ある。

. E9-13 :自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y6/l).節理はにぶい黄褐色 (lOYR5/4)のホルン

フェルスである。剥片1点 (13.2g)の単独資料である。

• E9-14 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)のホルンフェルスである。石器群の

内訳は，剥片1点石核1点の合計2点 (152.5g)である。接合資料は，剥片1点，石核1点の合計2

点 (152.5g)である。

第110表 E 9-Aブロック喋組成表

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量
E7R-1 SA 19.8 E9R-28 SA 36.6 E9R-68 TU 232.0 
E7R-2 SA 2 48.1 E9R-29 SA 42.2 E9R-69 TU 155.5 
E7R-7 SA 56.7 E9R-30 SA 1 25.7 E9R-70 TU 99.8 
E7R-8 SA 2 13.0 E9R-31 SA 26.6 E9R-71 TU 68.4 
E7R-41 RH 20.2 E9R-32 SA 6.3 E9R-72 TU 149.2 
E7R-42 RH 46.4 E9R-33 SA 15.2 E9R-73 TU 83.2 
E7R-45 RH 57.5 E9R-34 SA 11.9 E9R-74 TU 53.3 
E7R-53 RH 1 32.5 E9R-35 SA 27.6 E9R-75 TU 45.0 
E7R-64 CH 3 71.1 E9R-36 SA 14.7 E9R-76 TU 46.2 
E8R-83 TU 1 61.7 E9R-37 SA 16.6 E9R-77 TU 19.7 
E8R-218 CH 1 20.2 E9R-38 SA 16.8 E9R-78 TU 13.6 
E8R-232 HO 1 37.9 E9R-39 SA 11.7 E9R-79 TU 3.7 
E8R-256 TU 1 33.8 E9R-40 SA 3.0 E9R-80 TU 4.4 
E9R-1 SA 6 121.8 E9R-41 RH 4 277.3 E9R-81 TU 1 0.8 
E9R-2 SA 7 270.8 E9R-42 RH 8 127.7 E9R-82 HO 6 52.2 
E9R-3 SA 2 99.2 E9R-43 RH 2 375.9 E9R-83 HO 2 170.0 
E9R-4 SA 3 67.6 E9R-44 RH 5 139.4 E9R-84 HO 3 58.5 
E9R-5 SA 5 178.4 E9R-45 RH 2 113.3 E9R-85 HO 2 146.8 
E9R-6 SA 4 54.2 E9R-46 RH 2 31.5 E9R-86 HO 51.9 
E9R-7 SA 3 131.9 E9R-47 RH 2 52.0 E9R-87 HO 1 34.8 
E9R-8 SA 2 183.0 E9R-48 RH 2 78.8 E9R-88 HO 13.5 
E9R-9 SA 2 93.5 E9R-49 RH 2 64.8 E9R-89 HO 1 10.1 
E9R-10 SA 2 35.2 E9R-50 RH 1 244.0 E9R-90 HO 1 5.0 
E9R-11 SA 2 62.7 E9R-51 RH 1 35.7 E9R-91 HO 4.3 
E9R-12 SA 3 63.2 E9R-52 RH 33.5 E9R-92 HO 8.2 
E9R-13 SA 2 27.7 E9R-53 RH 35.8 E9R-93 HO 4.8 
E9R-14 SA 2 81.1 E9R-54 RH 14.3 E9R-121 RH 47.7 
E9R-15 SA 2 46.5 E9R-55 RH 12.5 E9R-152 SA 2 81.1 
E9R-16 SA 2 37.5 E9R-56 RH 1.9 E9R-153 RH 7.7 
E9R-17 SA 4 31.2 E9R-57 RH 61.9 E9R-154 RH 0.8 
E9R-18 SA 2 44.4 E9R-58 RH 1 56.6 [その他 RH 2 16.8 
E9R-19 SA 210.6 E9R-59 CH 2 53.7 |その他 SA 16 58.5 
E9R-20 SA 177.0 E9R-60 CH 57.3 その他 HO 3 7.5 
E9R-21 SA 117.8 E9R-61 CH 1 27.0 
E9R-22 SA 138.4 
E9R-23 SA 109.1 

E9R-62 CH 1 50.5 
E9R-63 CH 1 21.6 石 材 個数 重量

E9R-24 SA 60.7 I 
E9R-25 SA 49.6 

E9R-64 CH 1 1.6 
E9R-65 SH 49.0 

流紋岩(RH) 47 1986.5 
|頁岩(SH) 49.0 

E9R-26 SA 1 53.9 
E9R-27 SA 1 43.3 I 

E9R-66 TU 4 99.3 
E9R-67 TU 2 278.4 

チャート(CH) 11 303.0 
|滋灰岩(TU) 22 1448.0 
砂岩(SA) 101 3122.4 
ホルンフヱJレス(HO) 25 605.5 
合 富十 207 7514.4 
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24 E 9-Aブロック

なお，母岩分類できなかった資料に，信州和田峠周辺産の黒曜石の剥片2点，砕片1点の合計3点(1.8

g)がある。

3)出土遺物(第212図1-8) 

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。裏面末端の一部に調整加工を行っている。

ミ翠&

og雪-~
く二二フ iγ(0回)

事塾警も

伊
国以
亡〉1iFlおよ8)

A
Y
T
 

品
。

2 E!r-3-8 
E!r-13-26 
E!r-ll A (TU) 
HS 
106.0g 

更す
~ 7 

，苅 t咽，、(/.、y

… ，  
一

健診

志弁3仁 J 大 ))} 9 

… … 

'- ¥、也<1'，1

一一、~，~，
11 E!r-14-10 
E!r-1A (088) 
FL 
4.1g 

亡こ〉

E多

額調

くこ〉ア
5 E!r-14-122 
E!r-13 (HO) 
FL 
13.2g 

gf司じ
E!r-13-43 
E!r-14-88 
E!r-2A (088) 
CO 
9.0g 

8!日1j;;

タ下
半戸

〈〉 12E11ゐ8)10+11 
E!r-1A(088) 
8.5g 

b42込
Cこ~

南
沙
べ
a

J

H
畑

「
¥
¥
、
一
争
判
F
-ぼ

/

ー

¥
h
E
E
U
3

。
(2/3) 10cm 

第212図 E 9-Aブロック出土遺物(1)
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24 E 9-Aブロック

2は凝灰岩による敵石である。下端部に浅い敵打痕が見られる。上半部は欠損している。

3・4は信州和田峠周辺産の黒曜石. 5はホルンフェルスによる不定型な剥片である。

6-8は信州和田峠周辺産の黒曜石による石核である。 6は小型な剥片を素材として，不定型な剥片を

剥離している。 7は小型で比較的厚手の剥片を素材として.90度の打面転移を行いながら，小型で、不定型

な剥片を剥離している。 2点が接合して1個体となる。 8は小型な剥片を素材として，求心的な剥離作業

により不定型な剥片を剥離している。両端に加工痕とも考えられる剥離痕が見られる。

4)接合資料とその関連資料(第212図9-13.第213図)

. E9-1 (第212図9-13) 黒灰色不透明の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。加工痕あ

る剥片1点，使用痕ある剥片2点，剥片5点の合計8点で構成される。 9は加工痕ある剥片1点 (10). 

剥片1点 (11)の接合資料である。 10→11の順に上方向から剥離している。 11は裏面右側縁の一部に調整

加工を行っている。 12・13は接合しなかった同一母岩の使用痕ある剥片である。 12は打面側.13は末端に

微細な剥離痕が見られる。

. E9-12 (第213図14-16) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。剥片1点，石核1点の合計2

点で構成される。 14は剥片1点 (15).石核1点 (16)の接合資料である。不定型な磯を素材として，不

定型な剥片を剥離している。

. E9-14 (第213図17-19) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。剥片1点，石核1点の合計2

点で構成される。 17は剥片1点 (18).石核1点 (19)の接合資料である。細長い不定型な礁の長軸と短

軸方向でそれぞれ1枚ずつ不定型な剥片を剥離した後.90度打面を転移し長軸の平坦面を打面として，

小型で、寸詰まりの剥片を剥離している。

25 E9-Bブロック(第214-220図，第111-113表，カラー図版10・13，図版7)

1 )ブロックの概要

E9-Bブロックは，調査範囲南側のE9-15・16・26グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の東

側縁辺部で，傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は10mで、ある。

ブロックの規模と形状は，長軸4m.短軸3mの範囲に104点の石器・磯と 2m離れて1点の磯が分布

する。出土層位は. II層からV層にかけて.60cmほどの高低差をもっているが，中心はE層で20cmほどの

高低差をもって包含されている(第214-218図)。

ブロックは，削器2点(1個体).加工痕ある剥片2点，敵石1点，剥片10点，石核1点の合計16点 (15

個体)と喋89点で構成される。石器石材は，黒曜石BI0点頁岩E1点，砂岩5点 (4個体)である。喋

石材は，流紋岩19点 (15母岩;2.008.3 g ).チャート 8点 (7母岩;244.6 g ).凝灰岩5点 (4母岩;

619.0 g).砂岩47点 (29母岩;2.493.1 g ) .ホルンフェルス7点 (5母岩;614.7 g). 識別できなかった砂

岩3点 (6.4g )で，識別率は97%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは9母岩を識別した。内訳は，黒曜石B6母岩 (E9-15-20).頁岩El母岩 (E9-21). 

砂岩2母岩 (E9-22・23)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(16/16点)である 0

・E9-15:自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片1点 (3.5g)の単独資料である。
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第218図 E 9-Bブロック出土遺物分布(5 )一喋詳細分布一

• E9-16 :自然面は平滑で 自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤがえる黒曜

石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点(1.8g)の単独資料である。

• E9-17 :自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に灰色のモヤが入る

黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片2点 (7.4g)である。

• E9-18 :自然面は平滑で，自然面及び内部は黒灰色半透明な黒曜石である。 φ1皿ほどの黄灰色の爽雑

物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片l点，剥片1点の合計2点

(6.0 g)である。

. E9-19 :自然面はスリガラス状で，自然面及び内部は薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片2点 (5.1g)である。

• E9-20 :自然面はスリガラス状で，自然面及び内部は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色のモヤが

入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片2点(1.3g)である。

. E9-21 :自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰白色 (2.5Y8/2)の頁岩である。石核1点 (53.2g ) 
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25 E 9 -Bブロック

の単独資料である。

. E9-22 :自然面は平滑で灰白色 (5Y7/2)の部分とにぶい黄褐色 (lOYR5/4)に変色した部分があり，

内部も灰白色 (5Y7/2)の部分とにぶい赤褐色 (5YR5/3)に変色した部分があり，節理は灰黄色 (2.5Y7/2)

の砂岩である。変色は被熱によるものと思われる。石器群の内訳は，削器2点(l個体).剥片2点の合

計4点 (3個体;234.5 g) である。接合資料は，削器2点(1個体).剥片2点の合計4点 (3個体;

fi~ 
くご〉

1 EIH6-1 
E~15(OBB) 
RF 
3.5g 

。駅匂
ζご〉

。

2 E~16-49 
E~18(OBB) 
RF 
4.8g 

(2/3) 
二工二

(1・2・4・5)

10c冊

5 E~16-51 
E~21 (SHE) 
co 
53.2g 

。

第219図 E 9-Bブロック出土遺物(1)
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第5節第4文化層

234.5 g)である。

• E9-23 :自然面は比較的平滑で、' 自然面及び内部はにぶい赤褐色 (5YR5/4)・黄灰色 (2.5Y4/1)の砂

岩であるが，被熱により変色したものと思われる。敵石1点 (604.9g)の単独資料である。

3)出土遺物(第219図)

1 . 2は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片である。 1は末端から右側縁の一部にかけて

調整加工を行っており 阿部位に微細な剥離痕が見られる。 2は左側縁と右側縁の一部に調整加工を行っ

ている。右側縁の加工は扶入状で，同部位に微細な剥離痕が見られる。

3は砂岩による敵石である。両端に浅い敵打痕が見られる。

4は信州和田峠周辺産の黒曜石による不定型な剥片である。

5は頁岩による石核である。打面と作業面を入れ替えながら，小型で不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料(第220図)

• E9-22 (第220図) 灰白色 (5Y7/2)などの砂岩である。削器2点(1個体)，剥片2点の合計4点 (3

個体)で構成される。 6は削器2点(1個体;9)，剥片2点 (7・8)の接合資料である。扇平な礁を

7と8・9の2つに分割し 9は末端に粗い調整加工を行っている。 8は削器の調整剥片である。なお，

9は欠損面も含め，全体が被熱により変色している。

，.(~.. t::J; 
A
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6 7-9 
E9-22A(8A) 
234.4g 

f一一一一づ 7 E9-16ーお
E9-22A(8A) 
FL 
79.5g 
グ一一万 9 E9-15-25 

E9-15-26 
E9-22A(8A) 
88 
152.6g 

。 (1/2) 10cm 

第220図 E 9-Bブロック出土遺物(2) 

- 230一



25 E 9-Bプロック

第111表 E 9-Bブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL CH CO SM SP MB MC 合計

E9-15(OBB) 

E9-16(OBB) 

E9-17(OBB) 2 

E9-18(Q目白1 1 

E9-19(OBB) z 
IE9-2ぽOBB) z 
E9-21(SHE) 

!，Q-22(SAl 2(1) ， 
日-23(Sぬ

合計 2(1) 2 .....! 10 

第112表 E 9-Bプロック石材別石器組成表

第113表 E 9-Bブロック喋組成表
母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 |母 岩 石材

E8R-173 SA 2 381.3 E9R-116 SA 160.0 E9R-141 CH 

E8R-175 SA 124.2 E9R-117 SA 99.5 E9R-142 CH 

E8R-232 HO 2 56.1 E9R-118 SA 28.7 E9R-143 TU 
E9R-94 SA 4 206.1 E9R-119 SA 1 21.1 E9R-144 TU 

E9R-95 SA 4 80.3 E9R-120 SA 1 10.7 E9R-145 TU 

E9R-96 SA 2 64.9 E9R-121 RH 3 214.5 E9R-146 TU 

E9R-97 SA 4 65.3 E9R-122 RH 2 186.7 E9R-147 HO 
E9R-98 SA 5 37.0 E9R-123 RH 2 108.4 E9R-148 HO 

E9R-99 SA 2 63.9 E9R-124 RH 222.3 E9R-149 HO 

E9R-100 SA 2 49.5 E9R-125 RH 312.3 E9R-150 HO 

E9R-101 SA 2 219.4 E9R-126 RH 191.1 その他 SA 

E9R-102 SA 122.9 E9R-127 RH 263.2 

E9R-103 SA 135.2 E9R-128 RH 169.3 

E9R-104 SA 63.5 E9R-129 RH 232.0 
E9R-105 SA 1 17.0 E9R-130 RH 39.1 

E9R-106 SA 32.8 E9R-131 RH 20.1 
E9R-107 SA 20.9 E9R-132 RH 32.8 石材

E9R-108 SA 18.1 E9R-133 RH 10.3 流敏岩{時i)

E9R-109 SA 20.7 E9R-134 RH 4.3 チャート{CH)

E9R-110 SA 4.1 E9R-135 RH 1.9 |灘灰繕{刊)

E9R-111 SA 1.8 E9R-136 CH 2 94.5 砂岩(SA)

E9R-112 SA 3.7 E9R-137 CH 65.1 ホルンフ%J~ス{ト咽}

E9R-113 SA 111.6 E9R-138 CH 48.1 合 計

E9R-114 SA 171.0 E9R-139 CH 10.7 
E9R-115 SA 157.9 E9R-140 CH 10.7 

26 D9-Aプロック(第221--228図，第114-116表，カラー図版10，図版7)

1)プロックの概要

1 

1 

z 
2 

2 

2 

1 

4(3)1 

1 

16(15)1 

個数 重量

10.3 

5.2 
2 97.0 I 
301.1 

1 138.5 

82.41 

2 18.6 

299.7 

171.4 

68.9 

3 6.4 

個数 重量

19 2008.3 
自 244.6 
5 619.0 

50 2499.5 

7 614.7 

89 5986.1 I 

D9-Aブロックは，調査範囲南側のD9-64・74グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中

央部で，傾斜変換点(台地の縁辺)までの距離は50mである。

プロックの規模と形状は，長軸6m.短軸3mの範囲に349点の石器・磯が分布する。出土層位は. m 

層からw.v層にかけて.60cmほどの高低差をもっているが，中心はE層で20cmほどの高低差をもって包
含されている(第221-227図)。

ブロックは，削器2点(1個体).使用痕ある剥片1点，剥片3点，砕片6点，石核1点の合計13点 (12

-231ー
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26 D 9-Aブロック
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個体)と喋336点で構成される。石器石材は，黒曜石A4点 (3個体)，黒曜石G2点，頁岩B1点チャ

ート l点，凝灰岩2点，砂岩1点，ホルンフェルス2点である。喋石材は，流紋岩4点(3母岩;715.6g)， 

頁岩12点 (4母岩;475.7 g)，チャート25点 (8母岩;462.2 g)，凝灰岩28点 (6母岩;1，686.7 g )，砂岩

168点 (43母岩;4，482.7 g ) ，ホルンフェルス54点 (6母岩;1，171.9 g ) ，識別できなかった流紋岩5点 (7.4

g)・チャート 5点 (3.9g)・砂岩31点 (115.1g)・ホルンフェルス4点 (2.1g)で，識別率は87%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは9母岩を識別した。内訳は，黒曜石A1母岩 (D9-1)，黒曜石G1母岩 (D9-2)，頁

岩B1母岩 (D9-3)，チャート 1母岩 (D9-4)，凝灰岩2母岩 (D9-5・6)，砂岩1母岩 (D9-7)，ホ

~ 。すア
銀 tむ マ夢(ftf
てごコ

3 D9-74-98 
D9-4(CH) 

2 D岳喧4-ii2
c:::::::=ごごフ Dト1(OBA) 

UF CO 

2.0g 1.9g 

10cm 必挙 EttZ叫 (2/3) 
。

ss 
9.2g 

第228図 D 9-Aブロック出土遺物

第114表 D 9-Aブロック母岩別石器組成表

母岩番号 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 。。 SM SP MB MO 合計
D9-1(0BA) 2(1 4(3 

09三2{OBG) z 2 

D9-3(SHB) 

D9-4(OH) 

D9-5(TU) 

D9-c6{TU) 

D9-7(SA) 

D9-8(HO) 

D9-9(HO) 

食 at 2(1) 3 6 13(12 

第115表 D 9-Aブロック石材別石器組成表

右 材 KN TP PO KP ES SS GR DR PQ RF UF BL DA HX PT HS AS FL OH 00 SM SP MB MO 合計

黒曜石(OBA) 2(1) 4(3) 

黒曜右G(OBG) z 2 

頁岩B(SHB)

チャート(OH)

漉灰岩(TU) 2 2 

砂岩(SA)

ホルンフzルスO咽〉 2 

合計 2(1) 3 自 13(12) 
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26 D 9-Aプロック

ルンフェルス2母岩 (D9-8・9)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(13/13点)

である。

.D9-1 :自然面は平滑で，自然面及び内部は黒色不透明の黒曜石である。 φ1皿-2皿ほどの黄灰色の

爽雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。石器群の内訳は，削器2点(1個体).使用痕ある剥片1点，

剥片1点の合計4点 (3個体;12.4 g)である。接合資料は，削器2点(1個体;9.2g)である。

• D9-2 :黒灰色半透明の黒曜石である。産地は不明である。石器群の内訳は，砕片2点 (0.1g)である 0

・D9-3:自然面は平滑で，自然面及び内部はにぶい黄糧色 (10YR6/4)・にぶい黄糧色 (10YR6/3)の

北関東産頁岩である。剥片1点 (2.6g)の単独資料である。

• D9-4 :自然面は比較的平滑で灰黄褐色(10YR5/2).内部は暗灰色(N3/0).節理は灰黄褐色(10YR5/2)

のチャートである。石核1点(1.9g )の単独資料である。

• D9-5 :明オリーブ灰色 (5GY7/1)の凝灰岩である。砕片1点 (0.1g)の単独資料である 0

・D9-6:灰オリープ色 (5Y6/2)の凝灰岩である。砕片1点 (0.3g)の単独資料である。

• D9-7 :灰オリープ色 (5Y5/2)の砂岩である。砕片1点 (0.3g)の単独資料である。

• D9-8 :内部は灰オリープ色 (5Y5/2).節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)のホルンフェルスである。剥

片1点 (0.9g)の単独資料である。

• D9-9 :内部は灰色 (5Y4/1). 節理はにぶい赤褐色 (5YR4/3)のホルンフェルスである。砕片 1点 (0.3

g)の単独資料である。

第116表 D9-Aブロック喋組成表

母 岩 石材 個聖堂 重量 |母 岩 石__j!軍監 重量 母 岩 石材 個数 重量

D9R-1 SA 23 407.2 D9R-31 SA 57.8 D9R-61 TU 78.3 
D9R-2 SA 11 424.8 D9R-32 SA 52.4 D9R-62 TU 33.1 
D9R-3 SA 6 278.9 D9R-33 SA 55.1 D9R-63 TU 25.2 
D9R-4 SA 14 357.2 D9R-34 SA 2 26.7 D9R-64 TU 1.8 
D9R-5 SA 11 240.0 D9R-35 SA 13.6 D9R-65 HO 8 191.5 
D9R-6 SA 5 281.4 D9R-36 SA 24.2 D9R-66 HO 27 347.2 
D9R-7 SA 4 111.1 D9R-37 SA 30.2 D9R-67 HO 2 189.8 
D9R-8 SA 5 261.6 D9R-38 SA 3.5 D9R-68 HO 2 11.3 
D9R-9 SA 11 227.7 D9R-39 SA 9.2 D9R-69 HO 7 198.3 
D9R-10 SA 8 140.2 D9R-40 SA 18.5 D9R-70 HO 8 233.8 
D9R-11 SA 3 127.5 D9R-41 SA 17.6 |その他 RH 5 7.4 
D9R-12 SA 3 55.6 D9R-42 SA 5.9 |その他 CH 5 3.9 
D9R-13 SA 7 135.8 D9R-43 SA 7.4 |その他 SA 31 115.1 
D9R-14 SA 3 38.2 D9R-44 RH 2 38.9 その他 HO 4 2.1 
D9R-15 SA 3 60.0 D9R-45 RH 295.4 
D9R-16 SA 3 34.0 D9R-46 RH 381.3 
D9R-17 SA 3 55.8 D9R-47 CH 6 121.7 
D9R-18 SA 3 47.2 D9R-48 CH 6 100.2 
D9R-19 SA 2 69.6 D9R-49 CH 3 101.5 
D9R-20 SA 7 79.5 D9R-50 CH 4 61.5 
D9R-21 SA 2 40.1 D9R-51 CH 3 7.7 石材 個数 重量

D9R-22 SA 2 30.3 D9R-52 CH 50.9 流敏岩(RH) 9 723.0 
D9R-23 SA 2 23.3 I D9R-53 CH 12.2 |頁岩(SH) 12 475.7 
D9R-24 SA 3 35.0 D9R-54 CH 6.5 チャート(CH) 30 466.1 
D9R-25 SA 5 65.4 D9R-55 SH 8 180.9 瞳医岩(TU) 28 1686.7 
D9R-26 SA 206.5 D9R-56 SH 2 10.9 砂岩(SA) 199 4597.8 
D9R-27 SA 101.0 D9R-57 SH 282.9 ホルンフエルス(HO) 58 1174.0 
D9R-28 SA 118.2 D9R-58 SH 1.0 合 1+ 336 9123.3 
D9R-29 SA 71.5 D9R-59 TU 15 635.5 
D9R-30 SA 36.0 D9R-60 TU 9 912.8 
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3)出土遺物(第228図)

1は栃木県高原山産の黒曜石による削器である。末端から左側縁にかけて急角度の調整加工を行ってい

る。上部が欠損している。

2は栃木県高原山産の黒曜石による使用痕ある剥片である。末端に微細な剥離痕が見られる。

3はチャートによる石核である。小型で不定型な三角錐状の剥片を素材として，表面に主要剥離面を切

る細かい剥離痕が見られる。

27 D9-Bブロック(第229図，第117・118表，カラー図版10)

1 )ブロックの概要

D9-Bブロックは，調査範囲南側のD9-89グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部で，

傾斜変換点(台地の縁辺)まで、の距離は30mである。

D9-89グリッドから4点の石器が20cmほどの高低差をもって出土している。

ブロックは，ナイフ形石器1点，角錐状石器1点，剥片2点の合計4点で構成される。石器石材は，黒

曜石B4点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは1母岩を識別した。内訳は，

黒曜石Bl母岩 (D9-1O)である。母岩識別し

た石器の石器総数に対する割合は100%(4/4点)

である。

. D9-10 :薄墨を流したような半透明な黒曜石

である。 φ2皿ほどの灰色の爽雑物を含む。

信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳

は，ナイフ形石器1点，角錐状石器1点，剥片

2点の合計4点 (9.0g)である。

3)出土遺物(第229図)

。

Lと，.， 1 D9-89-2 
ム D9-10(088)

KN 
2.4g 

(2/3) 5cm 

D 

ζごミ

2 Dト89-4
D9-10(088) 
KP 
4.5g 

第229図 D 9-Bブロック出土遺物

1は信州和田峠周辺産の黒曜石によるー側縁加工のナイフ形石器である。打面側を基部として，左側縁

に急角度の調整加工を行っている。

2は信州和田峠周辺産の黒曜石による角錐状石器である。横長剥片を横位に用い，両側縁に急角度で鋸

歯状の調整加工を行っている。

第117表 D 9-Bブロック母岩別石器組成表

第118表 D 9-Bブロック石材別石器組成表
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第119表 ブロック別喋分類

様分類 A B 
ブロック名 点数 点数比 点数 点数比 点数

01-0 

01-0 1.3首 56 73.7弘 19 

01-E 2 6.9首 24 82.8同 3 

01-F 9 64.3首 5 

01-8 44 42.7首 57 

02-0 7 58.3% 5 

02-D 25.0% 2 

02-A 14.3% 6 

02-8 2 3.2% 30 48.4% 29 

02-0 1.1% 36 39.6覧 50 

E6-A 4 3.1% 72 55.8目 51 

07-A 2 6.7% 10 33.3拍 18 

E7-A 3 1.1% 121 42.6覧 155 

E7-8 2.7目 7 18.9目 29 

E7-0 5 5.2弛 37 38.1弛 55 

E8-A 

E8-8 16.7% 16.7目 4 

E8-0 4 4.2弛 17 17.7首 69 

E8-0 11.1% 8 

E8-E 4 

E8-F 23 11.7% 62 31.5% 102 

E8-G 7 3.5% 103 51.5国 90 

E8-H 4.3% 自 26.1目 16 

E9-A 5 2.4首 80 38.6目 120 

E9-8 13 14.6弛 29 32.6見 47 

09-A 5 1.5弛 159 47.3也 170 

ブロック外 2 

合計 81 3.8胃 912 42.5見 1118 

第120表 ブロック別様遺存率
議遺存率 a b 

ブロック名 点蛍 点数比 点鼓 点数比 点蛍
01-0 
01-0 1.3国 75 
01-E 2 6.9目 6 20.7% 21 
01-F 14 
01-8 1.0明 101 
02-0 12 
02-0 4 
02-A 7 
02-8 3 4.8% 1.6首 57 
02-0 2 2.2:百 1.1唱 83 
E6-A 4 3.1弧 0.8首 116 
07-A 2 6.7覧 3 10.0首 25 
E7-A 4 1.4% 8 2.8% 244 
E7-8 2.7% 2.7首 35 
E7-0 5 5.2% 4 4.1唱 84 
E8-A 
E8-8 16.7目 5 
E8-0 4 4.2見 2 2.1目 88 
E8-0 11.1首 8 
邸宅 4 
E8-F 27 13.7首 自 4.6唱 158 
E8-G 7 3.5目 0.5% 186 
E8→4 4.3% 4 17.4冒 18 
E9-A 6 2.9唱 11 5.3目 189 
E9-B 13 14.6世 10 11.2唱 66 
09-A 5 1.5覧 2 0.6冒 314 
ブロック外 2 
合計 90 4.2覧 64 3.0首 1918 

第121表 ブロック別母岩復元率
母岩復元率 a b 

ブロ立ク名 1 f量崇位 f畢岩数比 佳員数|母語教比i母岩数
01-0 
01-0 3.3目 3 10.0見 26 
01-E 2 10.0% 6 30.0目 12 
01-F 10 
01-8 2.7目 5 13.5目 31 
02-0 4 
02-0 4 
02-A 
02-8 3 10.7弛 3.6弛 23 
02-0 3 11.5也 5 19.2弛 18 
E6-A 4 6.3目 1.6目 58 
07-A 3 18品目 日 37.5司 7 
E7-A 5 5.0目 21 20.8目 75 
E7-8 4.5目 4.5% 20 
E7-0 5 12.5弛 4 10.0四 30 
E8-A 
E8-8 20'.0% 4 
E8-0 4 9.3覧 5 11.6目 33 
E8-0 16.7弛 5 
E8-E 4 
E8-F 27 23.3目 19 16.4% 70 
E8-G 8 11.4見 5 7.1% 57 
E8→4 8.3% 4 33.3% 7 
E9-A 自 6.3% 13 13.5% 76 
E9-B 13 22.8% 11 19.3岨 33 
09-A 5 7.0也 9 12.7冒 57 
ブロック外 50.0弛
合計 94 10'.6見 120 13.5弘 668 

c D 

点数比 点数 点数比

100回日弛

25.0唱

10.3唱

35.7百
55.3弛 1.0'弛

41.7百

50.0% 

85.7判

46.8% 1.6唱

54.9% 1.1% 

39.5弘

60.0百

54.6唱 0.4也

78.4% 

56.7弘

100.0世

66.7首

71.9弛

88.9弛

100.0百

51.8也 6 3.mも

45.0% 
69.6首

58.0% 0.5首

52.8明

50.6明

100.0唱

52.1百 11 0.5首

c d 

点数比 点敏 点数比
100.0弛
98.7目
72.4目
100.0唱
98.1也 1.0首
100.0% 
100.0目
100.0世
91.9也 1.6首
91.2目 5 5.5百
89.9覧 8 6.2弛
83.3覧
85.9% 28 9.9弧
94.6首
86.6% 4 4.1% 
100.0目
83.3% 0.0覧
91.7冒 2 2.1唱
88.9首
100.0% 
80.2% 3 1.5弛
93.0覧 6 3.0覧
78.3% 
91.3百 0.5首
74.2% 
93.5% 15 4.5覧
100.0% 
89.4弛 74 3.4也

c d 

|母岩数比 母岩数i母岩敷比
100.0見
86.7目
60.0% 
100.0国
83.8% 
100'.0見
100.0胃
100.0% 
82.1弛 3.6% 
69.2首
92.1首
43.8% 
74.3弛
90.9弛
75.0弘 2.5唱
100.0也
80'.0'% 
76.7百 2.3首
83.3弛
100.0弛
60.3弛
81.4首
58.3首
79.2弛 1.0目
57.9首
80'.3首
50'.0'弛
75.4弛 4 0.5弛
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E 
点書生 点数比

1.0% 

25.日目

3 3.3弛

z 1.6首

4 1.4首

6 6.3首

4 2.0% 

0.5目

z 0.6% 

24 1.1% 

合計
点数 点数比

100.0'首
76 100.0% 
29 100.0% 
14 100.0目
103 100.0弘
12 100.a弘
4 100.0覧
7 100.0覧
62 100.0% 
91 100.0% 
129 100.0弛
30 100.0目
284 100.0目
37 100.0% 
97 100.0% 
100.0% 

自 100.0首
96 100.0覧
B 100.0弛
4 100.0弛
197 100.0% 
200 100.0'同
23 100日目
207 100日目
89 100'.0% 
336 100.0% 
z 100.0% 
2146 10'0.0目

合計
|母岩数 母岩数比

100.0首
30 100.0首
20 100.0目
10 100'.日目
37 100.0目
4 100日目
4 100.0'司
100.肌

28 100.0弛
26 10'0.0% 
63 100.0目
16 100.0% 
101 100.0% 
22 100.0判
40 100.0目
10'0.0目

5 100.日目
43 10'0.0% 
6 100.0'弘
4 100.0覧
116 100.0弛
70' 100.0'覧
12 100.0'首
96 100.0% 
57 100.0弘
71 100.0'首
2 100.0% 
886 100.0'且

合計
点数 点数比

11 100.目。弛

761 100.0目

291 100.0% 

141 100.0目

103 100.0首

121 100.0也

41 100.0見

71 100.0同

621 100.0弛

911 100.0% 

129 100.0% 

301 100.0弘

284 100.日目

371 100.日目

971 100.0唱

11 100.日目

61 100.0覧

961 100.0也

91 100.0弛

41 100.0弛

197 100.0首

200 100.0'耳

231 100.0弘

207 100.0也

891 100.0司

336 100.0弘

21 100.0目

2146 100.0% 

蝶分類

A:完形被焼成喋

B:破損焼成喋(破損面非焼成)

C:破損焼成機(破損面被焼成)

D:完形非焼成蝶

E:破損非焼成喋

喋遺存率

a 完形

b : 112以上

c : 112未満

d:破片

母岩復元率

a 完形

b : 1/2以上

c : 1/2未満

d:破片
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第230図 第4文化層ブロック外出土遺物分布
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2泡喋群

28 喋群(第119-121表)

本文化層では.26か所のプロックと 2か所の単独地点から醸の集中分布が確認されており，それらに対

して通例の名称である喋群を呼称した。喋群を構成する喋の属性分類に当たっては，石材・母岩・重量・

喋分類・喋遺存率・母岩復元率について分類を行った。喋分類は. A:完形被焼成喋. B:破損被焼成喋

(破損面非焼成). C:破損被焼成磯(破損面被焼成). D:完形非焼成喋. E:破損非焼成礁に区分し，

喋遺存率及び母岩復元率は. a 完形. b: 1/2以上. c: 112未満. d:破片とした。なお，被焼成と非

焼成の区別は，表面が赤化している，煤けたように黒くなっている，あるいはひび割れが生じているなど，

被熱によると考えられる痕跡が肉眼で観察されるか否かによった。

礁の総点数は2.146点，総重量は68.003.6gである。最大重量は381.3g. 最低重量は0.1g.平均重量は

31.8gである。母岩分類のできなかった資料を除いた石材の母岩数と点数は，プロックにより差があるが，

全体としては，砂岩が391母岩916点 (44%) とほぼ半数を占め，以下，流紋岩が170母岩349点 (17%).

凝灰岩が111母岩248点 (12%).チャートが117母岩241)点 (12%).ホルンフェルスが62母岩159点 (8%) 

で砂岩と合わせて93%を占める。喋分類も，ブロックにより差があるが，全体としては. B:破損被焼成

喋(破損面非焼成)とC:破損被焼成喋(破損面被焼成)が各々ほほ半数で90%以上を占める。喋遺存率

はc: 112未満が90%.母岩復元率でも c: 1/2未満が75%と完形喋の割合が極めて低い。

29 ブロック外(第230・231図，カラー図版10)

ここでは第4文化層のプロックを形成していないグ

リッド単独 (2点以下)出土の遺物について記述する。

使用痕ある剥片1点，剥片1点，喋2点の合計5点が

出土している。

1はグリッド単独出土で，にぷい黄褐色(10YR5/3)

の北関東産頁岩による使用痕ある剥片である。折断剥

片の末端に微細な剥離痕が見られる。 Cl-61グリッド

のW・V層から出土している。

30 竪穴状遺構(第232・233図，カラー図版14)

。

ζ二:>1 C引附喝1同4
C1ト-187(SHB) 
UF 
2.9g 

(2/3) 5an 

第231図 第4文化層ブロック外出土遺物

台地の東側縁辺部のE8-41グリッドを中心に，長軸3.1m.短軸2.6m.深さ40cmの不整円形の竪穴状遺

構を 1基検出した。検出面は，土層断面図から判断すれば町層である。床面は調査時の所見によれば，百

層からWa層上部(四層~医a層)にかけてで，覆土は腐食性のローム土が主体で，その上面をE層が覆っ

ている。また，柱穴内の覆土は調査時の所見によれば. 1層あるいは4層である。

稲田孝司氏が『古代史復元1j (1988)や『考古学研究第50巻3号j(2003)などで，旧石器時代住居遺

構判断の3条件を述べているが，当該遺構と照らし合わせてみると，始めに，竪穴状遺構「を安定した無

遺物層がおおい，新しい時代の遺構・遺物との見分けは明瞭でJ(第3条件)はある。次に.E8-Dプロ

ックが隣接し最も近接した遺物との距離は40cmほどであるが，昭和58年度の千葉県文化財センター年報

によれば.r出土遺物が見られない」と記載されており，遺構内では「年代判定可能な遺物を伴J(第2条
件)っていない。最後に，炉が検出されず，底面の傾斜や凹凸があり，柱穴の深さ・並びが不揃いなど，
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竪穴状遺構30 

検出面から E層最下部まとはいえない。先に挙げた第3条件についても，「安定した状態J(第1条件)

昭和58年度の千葉県文化財セ旧石器時代に属する可能性は高いと思われるが，で、30cmほどあることから，

セクション図作成のためサブトレンチを「石器集中地点の調査中には発見されず，ンタ一年報によれば，

合水率の差に平面的にはハードローム面が露呈し乾燥が進んだ後，入れて断面を清掃した際に検出され，

よってプランを確認した」もので， 本来の掘り込み検出面は町層としても，土層断面図を見る限りでも，

人為的に掘り込まれた遺構として積極的に扱うことには難これらのことから，面は明らかとはいえない。

有力な類似の資料の発見をまって判断し可能性の指摘にとどめ，点があるように思われる。現段階では，

竪穴状遺構との比較のためまた，付近では風倒木によるものと考えられる痕跡も検出されており，

腐植土とソフトローム粒を含む。

ハードロームプロックを含む汚れたソフトローム。

N'V層。

多量の腐植土を含む。

V層を主体として，ソフトロームを含む。

多量の腐植土・ソフトロームを含み.非常にもろい。

腐植土を含むソフトローム。

暗褐色土

暗黄褐色土

ロームプロック

ロームプロック

ロームプロック

ロームプロック

黄褐色土

、回・

1
1

併せて記載した。に記録されていることから，

B' . 

たい。

A 

一一・A'A'-

官

i

n
，
白
内
J
a
a
τ
F
h
d
c
o

ゥ，

E
阻

J
u・
固

寸与ぷこ が

風倒木痕

-243-

第233図

2m (1/40) 
。



第6節時期不明・その他

第6節時期不明・その他

ここでは，帰属文化層の不明な遺物，旧石器時代終末期のブロックを形成していないグリッド単独 (2

点以下)出土の遺物について記述する。ナイフ形石器2点，剥片3点，喋1点，尖頭器2点の合計8点が

出土している。

1 プロック外(第234・235図，カラー図版10)

1 . 2はグリッドから出土した帰属文化層の不明な石器である。 1は内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)，

新鮮な面は灰色 (5Y4/1)の頁岩による基部加工のナイフ形石器である。素材の打面側を基部として，基

部に細かな調整加工を行っている。 Cl-lグリッドから出土している。 2は自然面は褐色 (10YR4/4)，内

部は褐灰色 (10YR5/1)・黄灰色 (2.5Y6/1)・灰白色 (5Y7/1)の嶺岡産頁岩による部分加工のナイフ形

石器である。素材の打面倒を基部として，左側縁の下半部と右側縁の上部に細かな調整加工を行っている。

なお，右側縁の大半に自然面が残っており，形態上は二側縁加工のナイフ形石器と同等である。また，先

端に微細な剥離痕が見られる。 CI-88グリッドから出土している。

3・4は旧石器時代終末期のブロックを形成していないグリッド単独 (2点以下)出土の石器である。

3は灰オリープ色 (5Y6/2)・暗灰黄色 (2.5Y5/2)の嶺岡産頁岩による尖頭器である。周辺加工による柳

葉形に近い木葉形で，横断面形は台形に近い形状である。素材の打面側を基部として，表裏のほぼ全周に

細かな調整加工を行っている。 Clグリッド表採である。 4は灰黄褐色(lOYR6/2)の地に灰白色(lOYR8/2)

が部分的に混じる流紋岩による尖頭器である。両面加工による柳葉形で，横断面形は凸レンズ状である。

表裏に平坦剥離を行っている。概して両面とも器体の右側に末端が蝶番状あるいは階段状となる調整加工

が目立つ。素材時の剥離面は，残されていない。 E3-54グリッドのE層下部から出土している。縄文時代

草創期に帰属する可能性もある。

引用文献

稲田孝司 1988 I旧石器集団の行動軌跡Jr古代史復元1・旧石器人の生活と集団』講談社
稲田孝司 2∞3 I日本における旧石器時代住居遺構の批判的検討Jr考古学研究』第50巻第3号
(財)千葉県文化財センター 1983 r千葉県文化財センター年報jNo.9一昭和58年度一
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第3章まとめ

ナキノ台遺跡では.45か所のブロックから約3.200点の石器・礁が出土した。これらは，立川ローム層

第2黒色帯下部から立川ローム層上部にかけて出土しており，石器群の内容とその出土層準から4枚の文

化層に区分した。本章では，代表的なブロックを取り上げながら文化層ごとにまとめたいと思う。

第1文化層

第1文化層は，立川ローム層第2黒色帯(四層~医層)を中心に包含される石器群で，石器476点，喋19

点、が12か所のブロック (C1-A.B.D1-A. C2-A.B. G4-A. C7-A. B9-A. C9-A. D10-A. C10-A. 

E9-Cブロック)と7か所の単独出土地点から出土した。本文化層は，出土層位に幅があり，石器群の内容

も一様ではないことから. 2-3時期に細分される可能性もあるが.C1-A. D1-Aブロックにはブロック

間に接合関係，これら及びC1-B.C2-Aブロックにはブロック間に母岩の共有関係があることから同時期

と考えられる。また.E4-04・05グリッドでは焼土遺構が検出されている。さらに C9-48グリッドでは土

坑が検出されており，後述する炭化物集中地点のC-lと重複している。他に，炭化物集中地点 (C-I-C

-6)が6か所検出されている。また，本文化層ではC1-A.G4-Aブロックで12点の石斧が出土しているが，

他に比較的軟質のホルンフェルスによる疑似分銅型の石斧1点がDl-50グリッドの医層から出土しており，

遺物には黄褐色土の付着も見られるが，出土状況の写真(ハードローム中に包含されている遺物の周辺は

黒褐色土).使用石材，形態等から上層の遺物の可能性もあると判断し，今回の掲載は見送った。なお，未

整理のため，実見はしていないが，調査時の所見によれば，早期の陥穴状遺構008(G3-23グリッド)の覆

土下部(底部から40cm上の黒褐色土)からは喋斧が出土しているようである。

第2文化層

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層 (VI層下部~困層)を中心に包含される石器群で，石器

42点が4か所のブロック (E4-A・B.B9-C. D10-Bブロック)から出土した。武蔵野台地のVI層の石

器群に相当すると考えられる。

第3文化層

第3文化層は，立川ローム層のハードローム層 (V層下部)を中心に包含される石器群で，石器6点，

喋1点が2か所のブロック (C8-A.B9-Bブロック)と 3か所の単独出土地点から出土した。前後する

文化層に比べ，出土地点・出土層位に多少違いがあることや調査時の所見なども勘案して.設定したもの

である。武蔵野台地のV層下部の石器群に相当すると思われるが，層位的・資料的制約などから，その内

容は明確ではなく，第4文化層あるいは第3文化層に帰属する可能性もある。いずれにしろ.V層下部の

石器群を認めるかどうかを含め. AT降灰前後の石器群の詳細な再検討が必要と思われる。

第4文化層

第4文化層は，立川ローム層ソフトローム層 (III層下部)からハードローム最上層 (w.v層)を中心
に包含されている石器群である。武蔵野台地の町層下部ないしV層の石器群に相当すると考えられる。

C1-C-F. D1-B. C2-C・D.D2-A -C. E6-A. D7-A. E7-A -C. E8-A -H. E9-A. B. 

D9-A. Bブロックの27か所が該当する。他に，単独出土地点4か所を検出した。 C1-C・D.C2-C. 
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D1-B. D2-A-C. D7-A. E7-A-C. E8-C・D. F-H. E9-A・Bブロックにはプロック聞に接合

関係，前行のプロック及びC1-E. C2-D. D1-Cブロックにはプロック間に母岩の共有関係がある。また，

これらのブロックは，石器石材の上では，ホルンフェルスを主体として，嶺岡産頁岩などの頁岩類や璃瑠・

玉髄などが伴う遺跡北側のC1-C-F. D1-B， C2-C・D，D2-A-C. E6-Aブロックと信州和田峠産

の黒曜石などを主体とする遺跡南側のD7-A，E7-A-C， E8-A-H， E9-A・B.D9-A・Bブロック

に分かれる。礁は.D9-Bブロックを除いて，すべてのプロックに伴っており， E8-Eプロックは喋のみ

である。喋石材や喋分類については，概ね共通しているが，プロックにより多少，差も見られる。本文化

層は，近接する草刈遺跡第6文化層や押沼大六天遺跡第2文化層と共通する点が多い。

また，台地の東側縁辺部のE8-41グリッドを中心に，長軸3m，短軸2.6m，深さ20cmの不整円形の竪穴

状遺構を 1基検出した。人為的に掘り込まれた遺構として積極的に扱うことには難点があるように思われ

ることから，現段階では，可能性の指摘にとどめ，有力な類似の資料の発見をまって判断したい。

プロック別石器垂直分布グラフについて(第236-239図)

プロック別に石材による遺物の出土レベルを10cm刻みに区切り，出土点数をグラフ化した。

石器石材について

本遺跡では，既報告の草刈遺跡や押沼大六天遺跡と同様に，東北産頁岩，北関東及び東関東方面と考え

られている頁岩，県南嶺岡産と考えられている頁岩，上総丘陵砂喋層ほかと考えられているチャート，砂

岩，凝灰岩，璃瑠・玉髄，信州産，栃木県高原山産などと考えられる黒曜石，産地の特定できない安山岩

などが用いられている。頁岩類については，田村 隆氏を中心に精力的な産地探索が継続されており，そ

の実態も判明しつつあるようである。なお，本報告では，珪化度の高いものも頁岩に区分し，r珪質頁岩」
を用いていない。また，土色計及び標準土色帖のマンセル表色系による色調の表示は，遺跡内で出土した

石器の母岩をまとめる上などで有効であった。

遺物データ管理システムについて

ナキノ台遺跡のデータ管理については，株式会社パスコの遺物データ管理システムPADRAS-T3Diに

より.グリッド・遺物番号・器種・石材・母岩番号・ブロック・重量・ X座標・ Y座標・標高の10項目に

ついてExel形式で保存されており，今後の活用に備えている。

参考文献

加納 実ほか 2∞3 r房総の石器石材2 一白滝層の珪質頁岩一Jr千葉県史料研究財団だより』第14号
(財)千葉県文化財センター 1987 r千葉県文化財センター研究紀要.111号
(財)千葉県文化財センター 2001 r千葉県文化財センター研究紀要.122号
(財)千葉県文化財センター 2004 r千原台ニュータウンX 一市原市草刈遺跡(東部地区旧石器時代)-.1 
(財)千葉県文化財センター 2005 r千原台ニュータウン理 一市原市草刈遺跡(西部地区旧石器時代)-J 
(財)千葉県教育振興財団 2006 r千原台ニュータウン万 一市原市押沼大六天遺跡(下層)一』
田村 隆ほか 2003 r下野一北総回廊外縁部の石器石材(第1報) 一特に珪質頁岩の分布と産状についてー」
『千葉県史研究』第11号

田村 隆ほか 2004 r下野一北総回廊外縁部の石器石材(第2報)Jr千葉県史研究J第12号
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第 1文化層
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第236図 ブロック別石器垂直分布グラフ(1)
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第3文化層

第4文化層
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第237図 ブロック別石器垂直分布グラフ(2) 
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第238図 ブロック別石器垂直分布グラフ(3 ) 
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13. 接合資料 3
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14.竪穴状遺構

1竪穴状遺構土層断面西から 2竪穴状遺構ピット検出状況及び土層断面北から

3竪穴状遺構土層断面北から 4竪穴状遺構完掘北から





図版 2 土層断面，第1文化層遺物出土状況 1

DlO-46グリッド西壁土層断面 B9-96グリッド 北壁土層断面 ClO-09グリッド東壁土層断面

Cl-Aフ守ロック



第1文化層遺物出土状況 2 図版 3

第1文化層 Dl-Aブロック 西から 第1文化10 C2-Bブロック 南阿から

押 品

第l文化層 G4-Aブロック 南西から 第l文化層 G4-Aブロック 北から

第l文化府 G4-Aブロック 西から 第l文化F.7 G4-Aブロック 南東から



図版 4 第1文化層遺物出土状況 3

第l文化層 C9-Aブロ ック

圏歯髄幽函

第l文化屑 DlO-Aブロック

南東から



第1文化層遺物出土状況 4 第2文化層遺物出土状況 第4文化層遺物出土状況 1 図版 5

第1文化層 炭化物集中地点C-4 南から 第l文化層 西から

ーーー一一 ー一一 一一一一一一一一一一一ーー一一一一一民 S 
第4文化層Dl-Bブロック 西から 第4文化層 D2-Cブロック 南から



図版 6 第4文化層遺物出土状況 2

第4文化層 E7-Cブロック 北から 第4文化層 E7-Cブロック 南から



第4文化層遺物出土状況3 図版 7

第4文化層 E9-Bブロ ック 東から 第4文化層 E9-Bブロック 北から

第4文化層 D9-Aブロ ック 南から 第4文化層 D9-Aブロ ック 北から
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